


はじめに

　史跡高松城跡は、 昭和 29 年 (1954) に高松市に譲渡され、 都市公園 「玉藻公園」 として開

園してから約 70 年が経過した。 高松市はこの期間を通じて多様な整備事業を展開しており、 一

例を挙げると天守台をはじめとする石垣修理工事や、 披雲閣や艮櫓 ・ 月見櫓など重要文化財

建造物の耐震 ・修理工事などを実施している。

　特に平成 25 年度から史跡高松城跡 （玉藻公園） の管理が公園緑地課から文化財課へ移管

したこともあり、 近年ますます充実した整備が図られているところである。 こうした経緯の詳細は令

和３年度に刊行した 『史跡高松城跡保存活用計画』 （以下 『保存活用計画』 と呼称） に詳しい。

　種々の整備が図られ、 また整備の計画が検討されているが、 実施年次が古いものを中心にそ

の事業成果の公表が必ずしも十分でない事業が多くあることが課題となっている。 事業の成果と

しての報告書が刊行されていないものや、 刊行されているものの部数が少なく、 広く成果を共有

することが難しい状態にある事業も少なくない。

　今回、 高松市はこうした現状を改善すべく、 従前に実施した事業報告書のうち、 未報告ない

し公開が十分でないと判断される事業を対象に報告書を刊行することとした。 本書はその第一回

の報告書であり、 対象としては天守に関する調査事業を集成することとした。

　なお、 基本的に掲載する用語などは元資料のままとし、 一部図版や体裁を整えて本書を作成

している。 史跡高松城跡整備事業で大きな課題である天守再現について、 まずは過去の取組

成果を網羅的に公開し、 今後の検討の礎とするところから始めたい。 なお、 本書に掲載する事

業の一覧は下記のとおりである。
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玉藻城天守閣敷地　土質調査報告

(1) 調査概要

　１） 調査場所　　 ・ ・ ・ 　 高松市玉藻公園

　　　　　　　　　　　　　　　　　玉藻城天守閣敷地

　２） 調査年月日　 ・ ・ ・  昭和３８年１１月１８日～１２月１６日

　３） 調査内容

　                             

　　　　　　　　　　　

　　　　註　:　地盤高は現在石垣上コンクリート床上で、 各地点同じである。 　

　４） 調査担当     株式会社　日建土木工務所

      土質試験 ・ 報告　　松井　彰

        　 玉置　亨

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉松　達夫

      現場作業　　　　　   林　　幸人

(2) 地盤の概況

　調査は旧天守閣のあつた石垣で囲まれた約 20 ｍ角余の範囲で行われ、 No.1P 及 2T において当地盤の

地層や土性を調査し、 No.3S 〜 11S の 9 ヶ所については石垣裏に築造時入れられたと思われる裏込めの玉

石や栗石の状況調査のために浅い部分について行われた。 従ってこれら（ロータリーポーリングと示したもの )

については試料の採取や貫入試験は行わず穿孔時の観察のみ行った。

　土質調査に用いられた標準貫入試験はポーリングロッドの先端に外径 5/ ㎜の厚肉の試料採取用のチュー

ブをとりつけ、 打撃貫入させてやや攪乱された土試料を採取するもので、 63.5kg の重錘を 75 ㎝の高さから

落下させてサンプラーチューブを 30 ㎝貫入させるに要する打撃数 N を記録しこの N 値とサンプラーチュー

ブに押込まれた土試料によって土の種類や性質、 締り程度を判定する方法である。

　またシンウオルサンプリングは主として粘性土の不攪乱試料の採取に用いられ直径 75 ㎜の薄肉真鍮管或

いはステンレス管を静的圧入し得られた不攪乱試料を試験室にて抜出し各種の力学試験に供するもので、

本調査では No.2T の粘性土について実施し、 他は標準貫入試験を行った。

　調査の結果は No.1P 及 No.3S 〜 11S については柱状図に、 No.2T は成績表その他に各種物理試験及力

学試験 ( 圧密試験、 一軸圧縮試験 ) 結果を示してある。

　これらの結果によると当敷地の地層の大略は上部は大略砂礫或いは砂層で下部に粘性土が現われるがそ

工　　　法 深度(ｍ) 備考

��.���� 標準貫入試験 ３０.００

��.����
標準貫入試験併用
シンウォルサンプリング

３７.００ 土質試験実施

��.���� ロータリーボーリング 5.００

��.���� ロータリーボーリング 5.００

��.��5� ロータリーボーリング 5.００

��.���� ロータリーボーリング 5.００

��.���� ロータリーボーリング 5.００

��.���� ロータリーボーリング 5.００

��.���� ロータリーボーリング 5.００

��.����� ロータリーボーリング 5.００

��.����� ロータリーボーリング 5.００
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の下はまた砂礫が多くなり概して良好な地盤とみられる。

　すなわち地表面に約 10 ㎝厚のコンクリート版があり、 以下約 14 ｍまでは N 値 10 〜 20 程度の中位の相

対密度をもつ粗い砂礫層で局部的に N 値が 30 〜 40 以上を示す締った所もみられる。 特に地表近くは玉

石等が多く、 No.2T ではこれに当って貫入試験ができなかった所もある。 大体この層が石垣築造時に盛土さ

れた部分と思われる。

　深度 14 ｍ〜 22m 附近まではやはり粗い砂礫或いは砂層であるが N 値は 30 〜 40 回、 特に No.1P 地点

では殆んど 40 〜 50 回を示しそれを越す部分もありよく締った層をなしている。 この層の上部 ( 深度 14 ｍ附

近 ) には薄く、 細粒分のやや多い砂質粘土ロームや砂質ロームが現われており旧地盤の表面であつたことを

示すものと思われる。 下部は次の粘性土層へ移るため N 値も急激に 10 回程度に落ちている。 以上の第二

の層は層厚 8 ｍもあり支持杭の支持層としても充分なものである。

　第三の層は深度 22 ｍ〜 30 ｍまでの粘性土層である。 この層の粒度組成は粒径の非常に細かい粘土分が

重量比で 20 〜 40%、 それよりやや粒径の大きいシルト分が 30 〜 40%、 そして砂分が 20 〜 40% という構成

で N 値は粘性土としては非常に大きく (10 〜 30 回 ) 極めて粘性士であることがわかる。 このことは含水比が

30%以下でコンシステンシー指数(液性限界と自然含水比の差を塑性指数=液性限界と塑性限界の差で割っ

た値 ) が 0.7 〜 0.9 で 1 に近く、 力学的に非常に安定した状態にあることを示している。 また一軸圧縮強度

も 3.0kg ㎤ 程ありこの結果と一致する。 また圧密試験結果によるとこの粘土には過去に今の土被り圧か或い

はそれ以上の先行圧縮荷重を受けたものと思かれ、 更に圧密沈下量に比例する圧縮指数 Cc は 0.1 〜 0.3

程度で非常に小さい。

　これらのことを総合すると、 この粘性土層に上部より荷重が加えられた場合、 土被り重量との合計が先行圧

縮荷重以内に収って圧密沈下が殆んど問題にならなくなるか、 たとえ先行荷重を越えたとしても極く僅かな

圧密沈下量を生ずるに過ぎないと考えられるので当地盤においてはこの粘性土層は比較的問題の少ない層

とみてよかろう。

　第四の層としては深度 30m 以下であるがこれは No.2T で 37m まで確認されたが、 当敷地内では殆んど異

なることはないと考えられる。 すなわちこの層は非常に粗くて粒度配合のよい厚さ 1 〜 2m の堅い砂礫層とよ

く締ったやはり厚さ 1 ～ 2 ｍの礫の混り砂質ローム層との互層となっている。 貫入試験の N 値は礫に当って

極端に高くなっている部分もあるが概してよく締っており下方では 70 回を越す堅盤状となる。

　以上のような地層であるから構築物にあまり沈下を許せないものなら 14 までの盛土部分の特に上部にあま

り荷重をかけない方がよかろう。 また深い部分へ荷重を伝えることにより 22 ｍ以下の粘性土に圧密沈下の問

題が起るが、 前述の如く殆んど固結に近い粘性土であるところから地下一階で有効荷重が 5 〜 6T/ ㎡ 程度

ならその沈下量はあまり問題にする程にはならないと考えられる。

　次に石垣の裏側の栗石調査結果であるが調査位置は石垣外間からいずれも 1.0 〜 1.6 ｍ内側で深さ 5m

ずつ実施した。 ( ボーリング位置図及地層分布図参照 )

　これらによるといずれの地点でも玉石に当り、 石垣上部ではこの程度の範囲には相当裏込石が存在してい

ることがわかつた。 しかしいずれも間に砂や砂礫が入っている様な状態であった。

　また No.3S、 4S 地点附近では石垣を切込んだ旧門のあった所とみられるので手堀で調べてみたところ丁度

No.3S、 4S 地点より少し広く 3.1 ｍ巾で 1.5m の深さの石垣の切込みを確認することができた。

　以上種々の調査結果を参考にして基礎設計及び施工計画を合理的にたてる必要があろう。

以上
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礫の大きさ
max:20 ～

50 ㎜

15

玉 藻 城 天 守 閣 敷 地　土 質 試 験 成 績 表

試　験　記　号 　　±　-640

試　錐　番　号 №　2Ｐ
試錐年月日 38.11.23 ～ 12.3

試験年月日 38.12.10 ～ 12.20

シ
ル
ト

礫

粘

　
　
　

土

礫砂

砂

シ
ル
ト

塑

性

限

界

液

性

限

界

自
然
含
水
比

間

隙

比

単
位
体
積
重
量

攪

乱

試

料

不
攪
乱
試
料

ＰＡＧＥ　　８　



- 8 -

試験記号：　±-640

ハイドロメーター分析 節　分　析

試錐記号：　No.2T 試験日：

試験記号：　±-640

ハイドロメーター分析 節　分　析

試錐記号：　No.2T 試験日：

試験記号：　±-640

ハイドロメーター分析 節　分　析

試錐記号：　No.2T 試験日：
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0
試料番号 粘土 ｼﾙﾄ 砂 礫 土　質　名

１P 14％ 22％ 50％ 14％ 礫混り

砂質ローム２P 15 20 49 16

５P 0 4 72 24 礫混じり砂

通
過
％

残
留
％

粘　土 シ　ル　ト 細　砂 粗　砂 礫

粒　径　加　積　曲　線

0
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試料番号 粘土 ｼﾙﾄ 砂 礫 土　質　名

７P 0％ 6％ 63％ 31％ 礫混り砂

礫混り砂

礫混り砂

礫混り砂

８P 0 14 73 13

９P 0 7 53 40

11P 0 2 44 54

通
過
％

残
留
％

粘　土 シ　ル　ト 細　砂 粗　砂 礫

粒　径　加　積　曲　線

0
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0
試料番号 粘土 ｼﾙﾄ 砂 礫 土　質　名

13P 0％ 10％ 55％ 35％

15P 0 18 53 29

18P 0 9 49 42

17P 23 12 45 20
礫混り
砂質ローム

礫混り砂

礫混り砂

礫混り砂

通
過
％

残
留
％

粘　土 シ　ル　ト 細　砂 粗　砂 礫

粒　径　加　積　曲　線
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17P 15P
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試験記号：　±-640

ハイドロメーター分析 節　分　析

試錐記号：　No.2T 試験日：

試験記号：　±-640

ハイドロメーター分析 節　分　析

試錐記号：　No.2T 試験日：

試験記号：　±-640

ハイドロメーター分析 節　分　析

試錐記号：　No.2T 試験日：
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試料番号 粘土 ｼﾙﾄ 砂 礫 土　質　名

19P 0％ 5％ 25％ 70％

21P 0 8 45 47

22P 0 10 83 7 礫混り砂

24P 0 5 31 64 礫混り砂

礫混り砂

礫混り砂

通
過
％

残
留
％

粘　土 シ　ル　ト 細　砂 粗　砂 礫

粒　径　加　積　曲　線
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試料番号 粘土 ｼﾙﾄ 砂 礫 土　質　名

25P 0％ 7％ 80％ 13％ 礫混り砂

礫混り砂

礫混り砂

礫混り砂

27P 0 10 83 7

29P 0 9 72 19

30P 0 11 70 19

通
過
％

残
留
％

粘　土 シ　ル　ト 細　砂 粗　砂 礫

粒　径　㎜
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試料番号 粘土 ｼﾙﾄ 砂 礫 土　質　名

32P 16％ 25％ 59％ 0％

33P 14 25 61 0

35T 52 33 15 0

34P 14 24 62 0

粘　　土

砂質ローム

砂質ローム

砂質ローム

通
過
％

残
留
％

粒　径　加　積　曲　線

22P

25P

29P

24P

21P

19P

27P

30P

34P

33P

32P

35P



１

- 9 -

　
玉
藻
城
天
守
閣
敷
地
土
質
調
査
報
告
書

　
玉
藻
城
天
守
閣
敷
地
土
質
調
査
報
告
書
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ハイドロメーター分析 節　分　析

試錐記号：　No.2T 試験日：

試験記号：　±-640

ハイドロメーター分析 節　分　析
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試料番号 粘土 ｼﾙﾄ 砂 礫 土　質　名

19P 0％ 5％ 25％ 70％

21P 0 8 45 47

22P 0 10 83 7 礫混り砂

24P 0 5 31 64 礫混り砂
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25P 0％ 7％ 80％ 13％ 礫混り砂

礫混り砂

礫混り砂

礫混り砂

27P 0 10 83 7

29P 0 9 72 19

30P 0 11 70 19
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32P 16％ 25％ 59％ 0％

33P 14 25 61 0

35T 52 33 15 0
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試験記号：　±-640

ハイドロメーター分析 節　分　析

試錐記号：　No.2T 試験日：

試験記号：　±-640

ハイドロメーター分析 節　分　析
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試料番号 粘土 ｼﾙﾄ 砂 礫 土　質　名

36P 22％ 67％ 11％ 0％

37P 31 22 47 0

38P 42 34 24 0

39P 46 30 24 0

ｼﾙﾄ質粘土ﾛｰﾑ

粘　　土

粘　　土

粘　　土
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40P 45％ 26％ 29％ 0％ 粘　　土

粘土質ﾛｰﾑ

粘土質ﾛｰﾑ

粘土質ﾛｰﾑ

41P 20 36 44 0

42P 21 40 39 0

43P 25 48 27 0

通
過
％

残
留
％

粘　土 シ　ル　ト 細　砂 粗　砂 礫

粒　径　㎜

粘　土 シ　ル　ト 細　砂 粗　砂 礫

粒　径　加　積　曲　線

0
.05.04.02.008.006.004 .005.0020.001 .03 .08.06 0.1 .2 .25 .3 .4 .6 .8 1.0 6432

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

100

90

80

70

60

50

40

30

20

10

0
試料番号 粘土 ｼﾙﾄ 砂 礫 土　質　名
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試錐記号：　No.2T 試験日：

試験記号：　±-640

ハイドロメーター分析 節　分　析

試錐記号：　No.2T 試験日：

PAGE　　18

PAGE　　19

0
.05.04.02.008.006.004 .005.0020.001 .03 .08

粒　径　㎜
.06 0.1 .2 .25 .3 .4 .6 .8 1.0 6432

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

100

90

80

70

60

50

40

30

20

10

0
試料番号 粘土 ｼﾙﾄ 砂 礫 土　質　名

48P 0％ 2％ 22％ 76％
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50P 10 19 46 25

51P 11 22 36 31
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礫混り砂

53P 14 22 45 19

54P 0 7 52 41

56P 14 15 40 31
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1.5
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3.0

3.5

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

Qu : 3.010　kg/ｃ㎡

不攪乱試料 (U)

一 軸 圧 縮 強 度

腐植物多量混入のためこね返し試験不能

圧
　

縮
　

応
　

力
　

（
kg

/
㎠

）

歪 　８　（％）

歪 速 度 1  ％/min
試験記号 ±　ー640 （U）　3.00　

（D）　3.00　
試料番号 No.2T～35T （U）　6.00　

（D）　6.00　
（U）　31.30　
（D）　－
（U）　1.416
（D）　－

鋭 敏 比 －

単 位 体 積 重 量 ｇ/㎤

　一 軸 圧 縮 試 験（歪 制 御 法）
（応力一歪曲線）

直 径 ㎝

高 さ ㎝

含 水 比 ％

ＰＡＧＥ　　20　
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Qu : 3.160　kg/ｃ㎡

不攪乱試料 (U)

攪乱試料 (D)

一 軸 圧 縮 強 度

一 軸 圧 縮 強 度

Qur : 2.010　kg/ｃ㎡

圧
　

縮
　

応
　

力
　

（
kg

/
㎠

）

歪 　８　（％）

歪 速 度 1  ％/min
試験記号 ±　ー640 （U）　3.00　

（D）　3.00　
試料番号 No.2T～38T （U）　6.00　

（D）　6.00　
（U）　26.10
（D）　25.70
（U）　1.972
（D）　1.971

鋭 敏 比 1.57

単 位 体 積 重 量 ｇ/㎤

　一 軸 圧 縮 試 験（歪 制 御 法）
（応力一歪曲線）

直 径 ㎝

高 さ ㎝

含 水 比 ％
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試験記号 ±　-640
資料番号 No.2T～35T

比 重 ���� ����� Grossｇ リングｇ 皿 ｇ Ne� ｇ 含水量ｇ 含水比ｇ 飽和度％
含 水 比 ％ ����0 ���1� ����10 1�1��� 10��1� ����� �����

間 隙 比 1��1 ����0 1�1��0 ����0 ����0 ����0 �0��0

粘 土 成 分 ��� 1����0 ����0 ����0

土 質 名 粘 土

2 0.�2�2� �2

�2� � 1000
0 ����0 ×10

��
×10

�� 1�001� 1�00� ×10
��

0�� �0�1 ���0 ���0 �0�0 0�1�0 0���� 0�0�10 0����0 0�1�� ��0�

0�� ����0 0���1� 0����

0�� �0�0 ���� ��0� ���0 0�110 0���� 0�0�00 0�1�00 0�0��� 0���1

0�� �1��� 0���1� 0����

0�� ���� ���� ���� ���0 0�0��� 0��0� 0�0��0 0�0�00 0�0��0 0����

0�� ����� 0����� 0���1

0�� ���� ���� ���� 1��0 0�1�� 0���� 0�0��0 0�0�1� 0�0��� 0��1�

1�� ����� 0���0� 0����

1�� ���� ���� ���� 1��0 0�1�� 0��1� 0�0��0 0�0��0 0�01�� 0����

��� ����� 0����1 0����

��� ���� ��0� ���� ��� 0���� 0���� 0�0��0 0�0���0 0�01�0 0���0

��� ����� 0��0�� 0��0�

��� ���� ���� ���� 1��0 0�1�� 0���� 0�0��0 0�01�1 0�00��� 0�1��

1��� �11�� 0����� 0����

1��� 100�� ���� ��0� 10�0 0��0� 0���� 0�100 0�00��1 0�00��� 0�101

���� ����� 0����� 0����

����0 ����1 ���� 1��� 1��0 0�1�� 0���� �0�0��0 0�00��� 0�001�� 0�0���

1�� ����� 0����� 0���1

�1�� ����� ���1 ��1� 10�0 0��1� 0��1� �0�0��0 0�0��� 0�0��� 0��01

0�� 0����1 0����

0.�2�2��2 Δe ��

1000 / 50 Δp 1�e
・・・・圧縮係数， m�＝ ・・・・体積圧縮係数， k=γ�・c�・m� ・・・・透水係数

��1�� 1���1�
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圧　密　試　験
（e-log p 曲線）試験番号　±　－640　

試料番号　No.2T ～ 35T 先行荷重　po　＝　4.00　kg/ ㎠試料　直径　60.00　㎜

採取深度　23.10ｍ～ 25.90ｍ　 高さ　20.00　㎜　 圧縮指数　Cc　＝　0.31　㎜　

試験番号　±　－640　

試料番号　No.2T ～ 35T 先行荷重　po　＝　2.33　kg/ ㎠試料　直径　60.00　㎜

採取深度　25.10ｍ～ 25.80ｍ　 高さ　20.00　㎜　 圧縮指数　Cc　＝　0.11　㎜　

0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 100.0

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

間
　

隙
　

比
　

e

荷重強度　p (kg/ ㎠ )

先行荷重

圧　密　試　験
（e-log p 曲線）

0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 100.0

0.4

0.5

0.6

間
　

隙
　

比
　

e

荷重強度　p (kg/ ㎠ )

ＰＡＧＥ　　22　

ＰＡＧＥ　　23　

１

- 15 -

　
玉
藻
城
天
守
閣
敷
地
土
質
調
査
報
告
書

　
玉
藻
城
天
守
閣
敷
地
土
質
調
査
報
告
書

試験記号 ±　-640
資料番号 No.2T～38T
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ds
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1/100㎜

高 2� ㎝ ��0000 2 � 0 ㎝ 1���1�
乾 燥

重 量 ｇ 1����0

リ ン グ �1� 塑 性 限 界 ％ 圧 密 前
断 面 積 ㎠ ����� 塑 性 指 数 圧 密 後

圧 密 試 験 計 算 表

試 験 器 物 理 試 験 要 目 充 填 試 料
番 号 1� 溶 性 限 界 ％
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圧　密　試　験
（e-log p 曲線）試験番号　±　－640　

試料番号　No.2T ～ 35T 先行荷重　po　＝　4.00　kg/ ㎠試料　直径　60.00　㎜

採取深度　23.10ｍ～ 25.90ｍ　 高さ　20.00　㎜　 圧縮指数　Cc　＝　0.31　㎜　

試験番号　±　－640　

試料番号　No.2T ～ 35T 先行荷重　po　＝　2.33　kg/ ㎠試料　直径　60.00　㎜

採取深度　25.10ｍ～ 25.80ｍ　 高さ　20.00　㎜　 圧縮指数　Cc　＝　0.11　㎜　
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・・・・圧縮係数， m�＝ ・・・・体積圧縮係数， k=γ�・c�・m� ・・・・透水係数
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高 2� ㎝ ��0000 2 � 0 ㎝ 1���1�
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リ ン グ �1� 塑 性 限 界 ％ 圧 密 前
断 面 積 ㎠ ����� 塑 性 指 数 圧 密 後

圧 密 試 験 計 算 表
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圧　密　試　験
（e-log p 曲線）試験番号　±　－640　

試料番号　No.2T ～ 35T 先行荷重　po　＝　4.00　kg/ ㎠試料　直径　60.00　㎜

採取深度　23.10ｍ～ 25.90ｍ　 高さ　20.00　㎜　 圧縮指数　Cc　＝　0.31　㎜　

試験番号　±　－640　

試料番号　No.2T ～ 35T 先行荷重　po　＝　2.33　kg/ ㎠試料　直径　60.00　㎜

採取深度　25.10ｍ～ 25.80ｍ　 高さ　20.00　㎜　 圧縮指数　Cc　＝　0.11　㎜　
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誌 錐 年 月 日 昭和 38 年　　12 月　15 日～　　12 月 16 日
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はじめに

本資料は、 高松市 都市開発部公園緑地課より委託を受けた、 株式会社構造計画研究所大阪支所がま

とめたものである。

高松城は、 生駒親正が天正 18 年 (1590) に完成させ、 生駒家四代の後、 松平頼重が寬永 19 年 (1642)

に高松へ入国し、松平家 11 代で明治維新を迎えた。 廃藩置県により兵部省によって接収された高松城は、

明治 17 年天守閣の老朽化が進み兵部省によって取壊されてしまった。 又、 残った多くの城郭建造物と城

郭絵図を含む所蔵物をも、 昭和 20 年の高松空襲により灰燼に帰した。

資料収集は東京 ・ 名古屋地区の関係各所を中心に収集に当り、 天守閣の古図、 絵図、 古記録等の手

掛りになる、 何物でもと収集に廻ったが、 古図、 絵図等は生駒氏時代から、 松平氏初期の物が多く明治時

代に撮影された古写真に近い記録、 絵図等は、 探し出すことが出来なかったが、 天守閣復原に際しては、

ただ一枚残された古写真と現状の石垣から推察して充分に復原可能であります。

  昭和 60 年 1 月

監修　東京工業大学名誉教授

藤岡 通夫

( 株 ) 構造計画研究所大阪支所

支所長 渡辺　信義

  福岡 正純　

※目次記載のページ番号は本書では対応していない。
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資料収集経過報告
9�11

国立公文書館(内閣文庫、東京都千代田区北の丸公園)
　　◆讃州高松城図　　　　　　　　　　　　　  絵図
　　　・縄張図(天守,二之丸等の文字の記載のみ)

　　　ㆍ600 　×　 370                            　　    《資料－5》

9�12
德川美術館(名古屋市東区徳川町)
　　　該当資料なし

蓬左文庫(名古屋市東区徳川町)
　　◆讃州高松城図 　　　　　　　　　　　　  絵図
　　　　・縄張図(天守,二之丸等の文字の記載のみ)
　
　　◆城郭図譜　主図合結記　　　　　　　　   絵図
　　　　・縄張図(門の絵はあるが、天守,二之丸は文字のみ)

　　　　・700    ×　530                           　　  　《資料－6》

9�18
大阪城天守閣(大阪市東区大阪城)
　　◆諸国風俗図屛風 (1977)　　　　　　　　　　　屛風絵集
　　　　高松城下図屛風(松平公益会所蔵)
　　　　・八曲一隻
　　　　・城郭及び城下町の絵が明確に表現されている。
　　　　・1800 　×　5000                        　　　　《資料－7》
　　　　※複写のため本書では省略

9�19
県立高松図書館(高松市番町)
　　◆玉藻公園(高松城ものがたり)

市立高松図書館(高松市松島町)
　　　該当資料なし

9�20
名古屋市博物館(名古屋市瑞穂区瑞穂通)
　　◆大日本五道中図屛風　　　　　　　　　　屛風絵
　　　　　東京都 三井高遂氏蔵(未確認)
　　　　・全国の主要都市の城の絵が描かれている。

10�3
名古屋城天守閣(名古屋市中区本丸)
　　　該当資料なし

9�1
東京工業大学名誉教授 藤岡通夫氏
　　◆近世建築史論集(1969)　藤岡通夫・著
　　　　・「高松城の天守」                        　　　《資料－1》
　　　　※複写のため本書では省略

 
　　 ◆讃岐国 高松城絵図　　　　　　　　　　　絵図
　　　　・縄張図
　　　　・天守,二之丸等の文字のみ              　　《資料－2》
　
　
　　◆高松城天守閣の古写真　　　　　　　　　 　　《資料－3》
　
　
　　◆讃岐国 高松城絵図　　　　　　　　　　　絵図
　　　　・縄張図                                           　《資料－4》
　

9�19
大阪市立中之島図書館(大阪市北区中之島)
　　◆日本城郭大系NO，15 (1979)
　　　　　　㈱新人物往来社·発行             　　 　《資料－8》
　　　　※複写のため本書では省略
　
　　◆日本城郭全集　第4巻 (1967)
　　　　　　日本城郭協会
　　　　・古城及古戦場図
　　　　　　　第19　 讃州高松城図の絵図の写真有
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            　　　    《資料－9》
　　　　※複写のため本書では省略
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はじめに

本資料は、 高松市 都市開発部公園緑地課より委託を受けた、 株式会社構造計画研究所大阪支所がま

とめたものである。

高松城は、 生駒親正が天正 18 年 (1590) に完成させ、 生駒家四代の後、 松平頼重が寬永 19 年 (1642)

に高松へ入国し、松平家 11 代で明治維新を迎えた。 廃藩置県により兵部省によって接収された高松城は、

明治 17 年天守閣の老朽化が進み兵部省によって取壊されてしまった。 又、 残った多くの城郭建造物と城

郭絵図を含む所蔵物をも、 昭和 20 年の高松空襲により灰燼に帰した。

資料収集は東京 ・ 名古屋地区の関係各所を中心に収集に当り、 天守閣の古図、 絵図、 古記録等の手

掛りになる、 何物でもと収集に廻ったが、 古図、 絵図等は生駒氏時代から、 松平氏初期の物が多く明治時

代に撮影された古写真に近い記録、 絵図等は、 探し出すことが出来なかったが、 天守閣復原に際しては、

ただ一枚残された古写真と現状の石垣から推察して充分に復原可能であります。

  昭和 60 年 1 月

監修　東京工業大学名誉教授

藤岡 通夫

( 株 ) 構造計画研究所大阪支所

支所長 渡辺　信義

  福岡 正純　

※目次記載のページ番号は本書では対応していない。
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資料収集経過報告
9�11

国立公文書館(内閣文庫、東京都千代田区北の丸公園)
　　◆讃州高松城図　　　　　　　　　　　　　  絵図
　　　・縄張図(天守,二之丸等の文字の記載のみ)

　　　ㆍ600 　×　 370                            　　    《資料－5》

9�12
德川美術館(名古屋市東区徳川町)
　　　該当資料なし

蓬左文庫(名古屋市東区徳川町)
　　◆讃州高松城図 　　　　　　　　　　　　  絵図
　　　　・縄張図(天守,二之丸等の文字の記載のみ)
　
　　◆城郭図譜　主図合結記　　　　　　　　   絵図
　　　　・縄張図(門の絵はあるが、天守,二之丸は文字のみ)

　　　　・700    ×　530                           　　  　《資料－6》

9�18
大阪城天守閣(大阪市東区大阪城)
　　◆諸国風俗図屛風 (1977)　　　　　　　　　　　屛風絵集
　　　　高松城下図屛風(松平公益会所蔵)
　　　　・八曲一隻
　　　　・城郭及び城下町の絵が明確に表現されている。
　　　　・1800 　×　5000                        　　　　《資料－7》
　　　　※複写のため本書では省略

9�19
県立高松図書館(高松市番町)
　　◆玉藻公園(高松城ものがたり)

市立高松図書館(高松市松島町)
　　　該当資料なし

9�20
名古屋市博物館(名古屋市瑞穂区瑞穂通)
　　◆大日本五道中図屛風　　　　　　　　　　屛風絵
　　　　　東京都 三井高遂氏蔵(未確認)
　　　　・全国の主要都市の城の絵が描かれている。

10�3
名古屋城天守閣(名古屋市中区本丸)
　　　該当資料なし

9�1
東京工業大学名誉教授 藤岡通夫氏
　　◆近世建築史論集(1969)　藤岡通夫・著
　　　　・「高松城の天守」                        　　　《資料－1》
　　　　※複写のため本書では省略

 
　　 ◆讃岐国 高松城絵図　　　　　　　　　　　絵図
　　　　・縄張図
　　　　・天守,二之丸等の文字のみ              　　《資料－2》
　
　
　　◆高松城天守閣の古写真　　　　　　　　　 　　《資料－3》
　
　
　　◆讃岐国 高松城絵図　　　　　　　　　　　絵図
　　　　・縄張図                                           　《資料－4》
　

9�19
大阪市立中之島図書館(大阪市北区中之島)
　　◆日本城郭大系NO，15 (1979)
　　　　　　㈱新人物往来社·発行             　　 　《資料－8》
　　　　※複写のため本書では省略
　
　　◆日本城郭全集　第4巻 (1967)
　　　　　　日本城郭協会
　　　　・古城及古戦場図
　　　　　　　第19　 讃州高松城図の絵図の写真有
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            　　　    《資料－9》
　　　　※複写のため本書では省略
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資料収集経過報告
11�6

東京国立博物館資料館(東京都台東区上野公園)
　　　該当資料なし

11�2�
兵庫県立歴史博物館（姫路市本町）
　　　該当資料なし

国立国会図書館(東京都千代田区永田町)
　　◆古城及古戦場図
　　　　　第1９　讃州高松城之図　　　　　　　　 絵図
　　　　・縄張図
　　　　・天守，門，隅櫓等の絵が描かれている。
　　　　・1015　×　1615                   　　　  《資料－10》

11�30

11��
神戸市立博物館(神戸市生田区京町)
　　　該当資料なし

11�21
日本城郭資料館(静岡県熱海市曽我山)
　　◆荻原一青氏による絵図          　　        《資料－11》
　　※本書では省略

12�12
仏生山法然寺（高松市仏生山町）
　　　該当資料なし

1�16
松平公益会（高松市玉藻町）
　　◆高松城下図屛風　　　　　　　　　　　　屛風絵
　　　・八曲一隻
　　　・城郭及び城下町の絵が明確に表現されている。
　　　・1800　×　5000                             　  《資料－14》
　
　　◆松平頼重伝
　　　・天守の大きさ等が書かれている。
　
　　◆郷土史誌
　　　・天守、鯱等の大きさが書かれている。　　　　《資料－15》
　　　※『消暑慢筆』『披雲閣年録』等の資料の抜き書き集か。
　　　　出典不明のため本書では掲載せず。

丸亀市立図書館（丸亀市丸山公園内）
　　◆多可海考（郷土史誌）
　　　　・海からの城の絵図（櫓のみ） 　　     《資料－12》
　
　　◆讃州高松業誌
　　　　・「高松城の天守」                  　　    《資料－13》
　

石清尾八幡宮（高松市宮脇町）
　　該当資料なし

仏生山法然寺（高松市仏生町）
　　住職不在の為再訪問

２
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・縄張図

・天守，二之丸等の文字のみ

 　　80　讃岐国　高松城繪圖

  本図は福家惣衛氏所蔵になる東西 0.58 メ－トル、 南北 0.45 メ－トルの彩色をほどこした絵図

で加藤家 ( 大洲城主 ) より伝来のものである。 年代は記されていないが、 生駒氏最後の高松城

主となった壱岐守高俊の弟隼人 ( 正慶 ) の名が図中にみえる他、 寛永 17 年 (1640) の生駒氏改

易の原因となった所謂 「生駒騒動」 に名前が出てくる石崎若狭、 生駒帯刀、 前野次太夫の名

前が記されており、 生駒氏改易後高松城を預った加藤家に城引渡しに使用された絵図の写しで

あると考えられる。 同種の絵図が東京上野図書館に所蔵され、 この絵図は 1.20 メ－トルに 1.80

メ－トルのもので 「松平右京大夫居城讃州高松之図」 と記されているが、 この絵図は後年の写

図と考えられ、 絵図としての史料的価値は、 福家氏所蔵の本図の方がはるかに高いものである。

  高松城は天正 16 年 (1588) 生駒親正が築いたものである。 海辺に石垣を築いて曲輪を設けた

水城で、 瀬戸内海を扼する目的をもった城であった。 同 18 年 (1590) は至って新城は完成して

いる。 生駒氏改易後、 松平頼重が 12 万石で封ぜられたが、 頼重は改築を加え、 天守を改造、

城下町を整備したが、生駒氏創築の高松城の縄張りを甚だしく改変することはなかった。 本図は、

生駒氏創築による高松城を伝える絵図としても、 貴重なものである。

※原典には出典の明記がないため、本書編者が判断して上図を掲載した。

生駒家時代讃岐高松城屋敷割圖　高松市歴史資料館所蔵

《資料－２》讃岐国　高松城絵図
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※原典には出典の明記がないため、本書編者が判断して上図を掲載した。

※原典には出典の明記がないため、本書編者が判断して上図を掲載した。

公益財団法人松平公益会提供

旧高松御城全図　   高松松平家歴史資料 香川県立ミュージアム所蔵

《資料－４》讃岐国　高松城絵図

《資料－３》高松城天守閣の古写真
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・縄張図 (天守，二之丸等の文字の記載のみ )

・600 × 370

・縄張図 (門の絵はあるが、天守，二之丸は文字のみ )

・700 × 530

讃岐国高松城図　独立行政法人国立公文書館所蔵

城郭図譜　主図合結記　名古屋市蓬左文庫所蔵

《資料－５》讃州高松城図（国立公文書館 )

《資料－６》城郭図譜　主図合結記 ( 蓬左文庫、大阪城天守閣等 )
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※原典には出典の明記がないため、本書編者が判断して上図を掲載した。
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《資料－３》高松城天守閣の古写真
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《資料－６》城郭図譜　主図合結記 ( 蓬左文庫、大阪城天守閣等 )
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讃州高松城之図　国立国会図書館所蔵

・縄張図

・天守，門 ,隅櫓等の絵が描かれている。

・1015　×　1615

古城及古戦場図（国立国会図書館）《資料－ 10》
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・海からの城の絵図（櫓のみ）

　　　　　　　　　　　　　　　　※高松市歴史資料館所蔵を撮影し掲載

※編者補追：　梶原猪之松 1900『多可満津』　

梶原猪之松（1867 ～ 1934）は，郷土史家である。竹軒と号した。明治 29

年（1896）より，香川新報社印刷局に勤めて，編集に携わった。その傍ら

で郷土史を熱心に研究し，それは晩年まで続いた。

《資料－ 12》多可海考（郷土史誌）
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紙本著色高松城下図八曲屛風　高松松平家歴史資料 （香川県立ミュージアム所蔵を一部抜粋）

《資料－ 14》高松城下図屛風（松平公益会）
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紙本著色高松城下図八曲屛風　高松松平家歴史資料 （香川県立ミュージアム所蔵を一部抜粋）

《資料－ 14》高松城下図屛風（松平公益会）
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高松城天守閣再建に伴う基本設計概要

　本概要書は、 高松城天守閣再建に伴う天守閣外観復原に関する説明書である。 その内容は天守閣の再

建を対象とし城郭全般については触れない。 なお基本設計書は、 東京工業大学名誉教授　藤岡通夫氏の

設計指導によりまとめたものである。

１.高松城の沿革概要

　高松城は天正１６年 （１５８８） 生駒親正が築いた城である。 海辺に石垣を築いて曲輪を設けた水域 （海域、

浮域ともいう） で瀬戸内海を抱する目的をもった域であった。  生駒氏は４代５４年間にして改易となるが、 城

郭の原型はその間に整えられた。

　寛永１９年 （１６４２） 生駒氏にかわって、 松平頼重が讃岐東部 12 万石で封ぜられた。 頼重公は城郭を改

築し城下町を拡張整備したが、 生駒氏創築の高松城の縄張りを甚しく改変することはなかったと思われる。

　寛文７～１０年 （１６６７～１６７０） にかけて、 天守閣の改築が行なわれ、 改築された天守閣は外観３層、

内部５階で、 初層が石垣の外に張出し、 最上層が上下に分かれており上段の方が大きいという珍しい型の

天守閣を完成させている。

　最上層の５階部分には諸神３０体、神主人厨子４神旗などが納められ、この城郭の神祭の空間となっていた。

　松平氏１１代の後、 明治維新を迎え、 天守閣は明治１７年 （１８８４） 腐朽のため取払われた。

２.天守閣の規模と外容

　高松城天守閣は四方を水堀に囲まれた天守曲輪 （本丸） 東端の石垣上にそびえていた。 現存する天守

台は大きく５層の天守閣が充分載るほどの規模で、 １階は穴蔵 （石蔵ともいう） となっていた。

　天守閣は独立式天守で付櫓はなく、 天守台の穴蔵より出入りしたと考えられる。

　天守の構造形式は 「外観３層、 内部穴蔵１階、 石垣上４階、 計５階」、 外容は 「南蛮造り （唐風造り）」

の天守といわれる特異な外観で貴重な特色となっていた。  初層は天守台石垣より大きく、 熊本城大天守の

ように全周共外にはみ出していたが、 腕木は見せず総塗籠めとしていたようであり、 妻側 （東西）、 平側 （南

北） の中央には、それぞれ飛翼入母屋と軒唐破風が設けられ、軒唐破風の下には出格子が設けられていた。

第２層は初層とは 逆に平側 （南北） に飛翼入母屋が妻側 （東西） の中央に軒唐破風及び出格子が設け

られていた。 第３層は内部が上下２階に分けられその上階は四方に張出して、 下階より一廻り大きな平面で、

上階には平側 （南北） に火燈窓が開かれその上にかえる股をかけ、 軒唐破風が設けられていた。

　屋根は本瓦葺きで２尾のシャチを頂き、 外壁はすべて総塗籠め、 軒下は既存の着見櫓と同様に垂木型が

見えない総塗籠めをとっていたようである。

３.天守閣の特徴と価値

　1 層目と２層目の屋根には、 初期的な飛翼入母屋を用いているにもかかわらずその破風は極めて小さい。

一見寄棟式の様であり重層の観念 （層塔式） を明瞭ならしめるような外容をもっている。

　また、 最上層の特徴的な南蛮造りの形式は、 小倉城を模したといわれているが、 外容上異質の感を受ける。

むしろ熊本城大天守に似て、 望楼型天守の廻り縁を内に取込み、 勾欄の位置に外壁を設けて得られるもの

で、 この点において初期の望楼型天守の形態を残していると考えられるが、 その窓は極めて小さく望楼とし

ての役目はすでに喪失しているようである。 このように、 天守閣建築変遷史上望楼型天守から層塔型天守へ



- 30 -

３.　高松城天守閣基本設計

（株） 構造計画研究所 大阪支店

- 31 -

３

　高
松
城
天
守
閣
基
本
設
計

高松城天守閣再建に伴う基本設計概要
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の過渡期に位置し誠に価値が高いものと考えられる。

　１，２層目の層塔形式と最上層の南蛮造りの望楼変態形式とが巧みに調和し、 内海に偉容を誇っていたの

である。 讃岐の気候と風土、 それにかかわる住民気質の表われが、 このような特色ある外容を形造ったと察

せられる。

４.天守閣再建に関する資料

高松城天守閣の再建に関して、 天守の姿を探索し得る現存の資料は下記のものである。

　ａ） 資料Ａ　　　天守閣破却前の明治初年古写真

　天守の外容を知る上で最も確実なものである。 天守の南面と東西を中堀を隔てて遠望したもので、

明瞭にして貴重な資料である

　ｂ） 資料 B　　　高松城下図屛風絵図 （松平公益会蔵）

　屛風は藩主松平頼重公着任最初期の高松の城と城下町の景観を描いたもので、 堀の中に築かれ

た石垣の上に天守がそびえている。 描かれた天守は資料 A の古写真に類似している。 ただ屋根の

飛翼入母屋や軒唐破風及び火燈窓や出格子が描かれていない。 また外壁は各層とも腰下見板張り

となっている。

　ｃ） 資料Ⅽ　　　松平頼重伝 「小神野夜話　仁の巻の付録」

　天守の規模が詳しく書かれている。 この記事は松平頼重公当時の古老の話を聞いて書いたもので

あるので、 明確でないところもあるが、 資料 A の古写真の大きさとほぼ合致している。

天守について、 次のように書かれている。

天守５重間数　　　　高 17 間半、 内石垣４間

天守台　　　　　　　石垣上東西 12 間、 南北 10 間半

シャチホコ　　　　　 高６尺５寸貞享４年 （1684） ９月洪水にてｼｬﾁﾎｺ　西手吹折丸３尺３寸

諸神の間 （最上階） 東西７間、　　南北６間、　　 此畳 80 畳

二の間 （第４階）  東西６間、　　南北５間、　　 此畳 6 ０畳

三の間 （第３階）  東西９間、　　南北８間、　　 此畳 144 畳

四の間 （第２階）  東西 12 間、  南北 11 間半、 此畳 187 畳

同下 （第１階）  東西６間、　　南北 5 間、　　 此畳 60 畳

　ｄ） 資料 D　　　慶応２年高松城古図

　重要文化財 「高松城二の丸修理工事報告書」 の中、 慶応２年着見櫓付近詳図の中に天守南面

と西面が描かれている。 資料 A の古写真と形状は合致している。

　ｅ） 資料 E　　　郷土史誌 （消署漫筆抜粋）　　

　天守の大きさが次の様に書かれている。

『御天守先代は３重なりしが、 表向３重内５重に御建更、 ――――中略―――天守閣の土台石垣水

の上面より 7 間半、 土台より天守上の瓦まで 13 間半、 御天守下の重東西 13 間２尺南北 12 間半な

りと聞し』

５.天守閣再建資料の検討

　前項記載の諸資料によって、 高松城天守閣の外観復原を行なう。 再建天守の時代考証について、 生駒

氏時代の創建天守については推定出来る確かな資料は見出せず、 松平氏時代の改築天守については資
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料 A ～Ｅの資料が現存する。 特に資料Ａの古写真は貴重な資料である。 従って松平氏時代の改築天守を

再建対象とした。

　なお、 再建天守の基本図を作成するに当たり諸資料の要点を整理すれば下記のようになる。

 

　１）  天守の外容は資料Ａの古写真及び資料Ｄの古図に準拠する。 資料Ｂの屛風絵は松平頼重公改築時、

又は生駒氏創建時を示していると考えられる。

　２）  天守各階の平面の大きさは資料Ｃに準拠する。 資料Ｃの記載は１間を６．５尺とすれば、 資料Ａの古写

真を図学手法で算出した平面寸法と大差がなく信頼し得ると思われる。 また、 資料Ｅの記載にも近似し

ている。 よって、 資料Ｃの記載は正確と思われる。

以上により天守閣の外観復原は充分可能である。

６.天守閣再建へ向っての課題

　現在、 天守閣を再建するに当たり法規的には新築ということになり、 現在の建築基準法の制約を受ける。

破却される以前の天守閣出入口は、 天守台の穴蔵部分 1 箇所のみのようであったが、 建築基準法の規定

により 2 箇所以上設けなければ許可にならない。 従って２層の付櫓を隣接して設け、 ２方向の避難口を確保

する。

　この付櫓については、 熊本城の大天守入口の２層の付櫓の外容を参考とする。

　なお、 現在天守台穴蔵部分には玉藻廟跡の社と石段が残っているため、 １階穴蔵の外容は推定図となっ

ている。 天守台廻りの遺構調査を待って、 より的確な復原を加える必要がある。
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４.　史跡高松城跡天守台

　　地下探査業務報告書

平成３ （1991） 年３月

応 用 地 質 株 式 会 社
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４.　史跡高松城跡天守台

　　地下探査業務報告書

平成３ （1991） 年３月

応 用 地 質 株 式 会 社
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巻末資料

・測定記録集

・写真集

１.まえがき

　本報告書は、高松市との契約により応用地質株式会社が実施した『史跡高松城跡天守台地下探査業
務』の結果をとりまとめたものである。

・目的	 	 		：国指定史跡高松城跡は近世の城郭が良好な状態で保存されている城跡として著名
である。その中で天守台跡（現　旧玉藻城所在地）の地下には、石蔵（地下室状遺構）
が埋蔵していると文献に見られる。今回の調査は、石蔵遺構の存否、および存在が
確認されている場合にはその埋蔵深度と規模などの情報を得るため地表面から非破
壊的な物理探査をおこない、もって今後の史跡整備保存のための基礎資料を得るこ
とを目的とする。

・調査地	 ：香川県高松市玉藻町地内　国指定史跡高松城跡
	 	 						（図１　調査位置案内図参照）

・調査期間	 ：1990 年（平成 2年）11月 22日　～　1991 年（平成 3年）3月 25日

・探査数量	 ：地下レーダー探査法 28測線（総測線長　234ｍ）

・調査員	 	: 坂山　利彦、田村　晃一、他 2名（応用地質株式会社　歴史環境部）

※目次記載のページ番号は本書では対応していない。
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２.　調査地の概要と調査方針

　調査対象の天守台は、図 2に示すように高松城跡のほぼ中央に位置し、高さ約 13ｍの石垣の上に東

西約 22ｍ、南北約 21ｍのほぼ正方形をした平坦面である。現在天守閣はなく、旧玉藻廟の社殿がそ

の中央にあり周囲はコンクリートによって舗装されている。小神野夜話によれば天守閣は三層五階で最

下層には石蔵（地下室状遺構）となっていたと記されており、石蔵の存在が推定できるが、天守閣破棄

後の旧玉藻廟の建設のため、その存在は明らかでないのが現状である。

　今回の調査は、旧玉藻廟の周囲の舗装部分において、現状を何ら変更することなく、すなわち非破壊

で地下室状遺構の位置を探査するものである。探査手法として、舗装面上からでも探査可能で、地下構

造の調査に最もよく使われる地下レーダー法を採用した。
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３.測定方法

①原理

　本調査において使用する地下レーダーシステムは、地表から地中に向けて電磁波を放射し、その反射

波を捕えることにより、浅部の地下構造、または空洞、埋設物等の地中に存在する異物を非破壊的に探

査する装置である。（図３参照）

　一般に媒質内を伝播する電磁波は、媒質での誘導率や導電率の異なる境界面において反射、屈折する。

実際の地盤においては、地層境界、締固め状態の急変面等が反射面となる。地下に埋蔵されている遺跡

の場合には、旧生活面、旧地表面が他層境界を形成しており、そこに見られる地層の凹凸や連続性が地

下レーダー探査によって把握される。したがって、竪穴式住居や堀跡などの遺構は旧地表面における反

射面のくぼみとして、また、貝塚などの異質物が地盤中に埋蔵されている場合には局所的な反射体とし

て記録上に現れる。
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②地下レーダー測定装置

　装置は図 4に示すように電磁波を送信・受信するためのアンテナ、送信アンテナにエネルギーを

供給したり、受信アンテナが捕えた信号の増幅フィルター処理などを行うコントローラー、及び受信

記号を可視記録として出力するグラフィックレコーダーから構成される。

　グラフィックレコーダーによる記録方法は、図５に示すように、得られる反射波形の振幅にしきい

値（スレッシュホールドレベルと呼ぶ）を設け濃淡表示として記録する方法である。装置の仕様を表

1に示す。
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③測定方法

　測定方法には、アンテナの操作方法によって、次の２種類がある。

（１）プロファイル測定

　プロファイル測定は送・受信アンテナの間隔を一定に保ったまま、一対のアンテナを一定速度で移

動させながら測定する方法である。この測定方法により得られる記録は、横軸が測線上の距離、縦軸

が反射に要する往復伝播時間である。伝播時間は深度に換算できるので、地下の断面図に類似した記

録となる。

　いま、図 6のように反射面までの深度をＤ、送・受信アンテナ間隔をＸ 0、地中の電磁波速度をＶ

とすると、伝播時間（往復走時）Ｔは次のようになる。

		　

ここで、Ｔは記録から読み取ることができ、Ｘ 0は既知であるから、Ｖがわかれば反射面の深度Ｄが

求められる。電磁波速度Ｖは、次のワイドアングル測定により求められる。
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( ２)　ワイドアングル測定
　ワイドアングル測定は、図 7のように送信アンテナを固定し、受信アンテナだけを一定速度で移
動させながら測定する方法である。
　このとき、伝播時間 Tは、プロファイル測定と同様に、次のようになる。

　ただし、この場合アンテナ間隔Xは変数である。この式より

となり、X2　ー　T2 平面上で直線関係となる。従って記録から読み取った T、Xを X2　ー　T2 平面
上にプロットし直線を引いてその勾配ｍを求めれば、反射面までの平均の電磁波速度Vは

として求まる。また直線の零点走時To2(	X2	=0の時のT2の値 )から、反射面の深度Dが求められる。
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④解析方法

　得られる記録は、横軸が水平距離、縦軸が反射時間（往復走時）である。反射時間は深部の反射体

ほど大きくなるため、記録は一種の深度断面と見ることができる。反射波は 3～ 4波を一組として

その連続性を見てゆき、この連続した反射波を境界面として考える。埋蔵物などの異物が地中に存在

するとこの連続した反射波がとぎれて双曲線型などの強い反射パターン（アノマリー）となって記録

上に現れることが多い。遺跡調査では解析の際に、特に反射波の連続性、反射記録の形状に着目して

記録を判読し、反射面の起伏や反射体の分布を断面図や平面図に整理して、遺跡の埋蔵状況を推定す

る。

4.　測線配置

　測線配置は、探査対象である地下室状遺構の大きさを考慮して決定した。図８に測線の配置を示す。

測線は旧玉藻廟の東、南、西側の舗装面に１ｍ間隔の格子状になることを基本として、アンテナの移

動が可能な範囲に設定した。測線数は計28本、総測線長は、234ｍである。表2に測線の一覧を示す。
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５.　測定結果

　図 9に示すワイドアングル測定によって、地盤の電磁波伝播速度は 8.7 ㎝ /ns と求められた。こ
の値を用いてプロファイル記録の時間軸を深度に換算した。図10に測定記録例を示す。縦の破線は、
測線上の 1ｍ毎の位置を示している。得られた記録から、本調査地では、深さ 2ｍ程度までの地盤
状況が探査されているものと考えられる。地盤に不均質な部分があると、その部分で反射してきた電
磁波はまわりと比べて乱れた反射パターンを示す。記録例Ａでは幅約 1ｍにわたって乱れた反射パ
ターンが記録され、そこに不均質な地盤の存在を示している。記録例Ｂでは、平行に設置された測線
の隣り合う位置にそれぞれ不均質な地盤を示す反射パターンが存在し、南測線を横切るような帯状の
不均質な地盤の存在を示している。調査地で検出した不均質な地盤とは、過去の建造物基礎、埋設物、
大木の跡、大きな亀裂等の可能性があると思われる。記録例Ａ・Ｂとも深さ 100 ㎝前後におよそ水
平な反射面が現れている。これは土質境界面と見られる。巻末資料に、全測定記録を測定記録集とし
て示す。
　各測線で検出した不均質な地盤の位置をまとめ、図 11 に示す。不均質な地盤の深さはいずれも
100 ㎝以内である。検出した不均質地盤の分布傾向をみると、旧玉藻廟正面（南側）にやや集中し
ている地点が 2か所あり、また石段側（西側）には帯状の範囲が 4か所存在している。しかしなが
ら全体的にみると、地盤はおよそ均質であるといえる。また深さ 100 ㎝前後の土質境界面はほとん
どの測線で検出されており、天守台建設時の土盛工法の境界、あるいは後世の盛土、土の入れ替え等
があった可能性を示している。
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6.　まとめ

　地下レーダー探査の結果調査地の地盤は、若干の不均質な部分を含むもののおよそ均質であり、想
定されている地下室状遺構（石蔵）は、旧玉藻廟の周囲、深さ 2ｍ以内に存在する可能性は低いと
見られる。なお、今回検出した不均質な地盤は亀裂等の存在する脆弱な地盤である可能性もあり、そ
の分布は天守台そのものの保存対策を立てるうえで今後利用できるものと期待される。
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５.　史跡高松城跡天守台石垣解体工事

実施設計業務委託

地耐力調査報告

平成 18 （2006） 年 12 月

高松市都市開発部公園緑地課

株式会社 空間文化開発機構
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は
じ

め
に

 

 
高

松
市

に
お

い
て

は
、

こ
れ

ま
で

高
松

城
天

守
に

係
る

絵
図

、
写

真
を

は
じ

め
と

す
る

史
資

料
を

収
集

、
整

理
す

る

と
と

も
に

、
平

成
1

8
年

度
に

は
発

掘
調

査
が

行
な

わ
れ

、
そ

の
遺

構
が

明
ら

か
に

な
っ

て
き

て
い

る
。

そ
こ

で
、

本

報
告

で
は

こ
れ

ま
で

の
史

資
料

調
査

お
よ

び
発

掘
調

査
の

成
果

を
踏

ま
え

、
高

松
城

天
守

の
概

要
を

取
り

ま
と

め
る

こ

と
を

目
的

と
す

る
。

 

 
ま

ず
文

化
財

保
護

法
に

基
づ

く
史

跡
お

よ
び

重
要

文
化

財
に

指
定

さ
れ

て
い

る
史

跡
高

松
城

跡
の

概
要

お
よ

び
そ

れ

を
構

成
す

る
建

造
物

を
そ

れ
ぞ

れ
確

認
す

る
。

高
松

城
の

全
体

を
把

握
し

た
上

で
、

あ
ら

た
め

て
天

守
を

検
討

す
る

こ

と
が

必
要

と
考

え
ら

れ
る

。
 

 
本

論
で

あ
る

天
守

復
元

検
討

は
、

既
往

の
調

査
研

究
、

こ
れ

ま
で

の
資

史
料

に
よ

っ
て

考
案

さ
れ

た
復

元
案

な
ど

を

再
度

精
査

し
、

今
後

必
要

と
さ

れ
る

で
あ

ろ
う

調
査

研
究

事
項

を
抽

出
し

て
、

復
元

案
の

更
な

る
充

実
を

図
る

も
の

で

あ
る

。
文

中
に

も
記

述
が

あ
る

が
、
現

時
点

に
お

い
て

も
、
写

真
資

料
か

ら
得

ら
れ

る
外

観
の

情
報

に
は

限
界

が
あ

り
、

内
部

や
詳

細
に

つ
い

て
の

情
報

は
非

常
に

入
手

が
困

難
で

あ
る

な
ど

、
天

守
の

全
容

を
確

認
す

る
た

め
の

資
料

は
十

分

と
は

い
え

な
い

。
そ

の
た

め
、

本
報

告
に

お
け

る
復

元
検

討
は

、
類

例
や

推
察

に
よ

る
部

分
も

含
ま

れ
る

。
し

た
が

っ

て
、

天
守

復
元

に
向

け
て

の
調

査
研

究
は

、
今

後
も

継
続

さ
れ

る
べ

き
で

あ
り

、
更

に
確

実
性

の
高

い
検

討
案

と
し

て

い
く

必
要

が
あ

る
。

こ
の

よ
う

な
今

後
の

展
望

に
際

し
、

今
回

の
報

告
が

活
用

さ
れ

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

。
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Ⅰ
．

高
松

城
跡

の
建

造
物

の
整

備
に

つ
い

て
 

史
跡

高
松

城
跡

は
、

文
化

財
保

護
法

に
基

づ
く

史
跡

お
よ

び
重

要
文

化
財

に
指

定
さ

れ
て

お
り

、
史

跡
に

重
複

す
る

形

で
都

市
公

園
に

も
指

定
さ

れ
て

い
る

。
史

跡
お

よ
び

都
市

公
園

の
指

定
状

況
は

図
１

の
通

り
で

あ
る

。
図

１
を

見
る

と
、

海
域

が
埋

め
立

て
ら

れ
た

こ
と

や
周

囲
に

建
築

物
が

建
て

ら
れ

る
な

ど
景

観
が

損
な

わ
れ

て
い

る
こ

と
や

、
重

要
文

化
財

の
す

ぐ
近

く
に

道
路

が
通

る
な

ど
、

文
化

財
の

保
全

に
必

ず
し

も
良

い
環

境
に

な
い

こ
と

な
ど

、
多

く
の

問
題

を
か

か
え

て
い

る
こ

と
に

気
付

か
さ

れ
る

。
 

図
１

：
史

跡
高

松
城

現
状

図
（

史
跡

高
松

城
跡

石
垣

保
存

整
備

指
針

報
告

書
、

高
松

市
、

平
成

 
1

7
 
年

に
よ

る
。

）
 

建
物

と
し

て
重

要
文

化
財

に
指

定
さ

れ
て

い
る

の
は

、
 

・
 
北

之
丸

月
見

櫓

・
 
北

之
丸

水
手

御
門

・
 
北

之
丸

渡
櫓

・
 
旧

東
之

丸
艮

櫓
（

現
位

置
は

旧
太

鼓
櫓

跡
）

で
あ

る
。

こ
の

中
に

は
近

年
損

傷
の

目
立

つ
も

の
が

あ
り

、
修

理
の

必
要

性
が

感
じ

ら
れ

る
。

建
物

と
し

て
高

松
市

文
化

財
に

指
定

さ
れ

て
い

る
の

は
、

 

・
 
三

之
丸

披
雲

閣

で
あ

る
。

こ
の

建
物

に
つ

い
て

は
、

耐
震

対
策

の
必

要
性

が
指

摘
さ

れ
て

お
り

、
こ

れ
は

緊
急

の
課

題
と

言
わ

ね
ば

な
ら

な
い

。

こ
の

ほ
か

、
指

定
外

だ
が

史
跡

高
松

城
の

構
成

要
素

と
し

て
、

 

・
 
鞘

橋

・
 
埋

門

・
 
旭

門
・

旭
橋

5 

・
水

門

が
あ

り
、

こ
れ

等
の

保
全

も
重

要
な

課
題

で
あ

る
。

現
在

修
理

工
事

が
進

め
ら

れ
て

い
る

天
守

台
は

、
正

保
4
年

（
1

6
4

7
）

か
ら

寛
文

1
0
年

（
1

6
7

0
）

に
改

築
さ

れ
た

と
さ

れ
る

天
守

が
建

っ
て

い
た

と
こ

ろ
で

、
こ

の
天

守
は

明
治

1
7

 年
（

1
8

8
4
）

に
解

体
撤

去
さ

れ
、

そ
の

後
明

治
3

5
 

年
（

1
8

2
0
）

に
玉

藻
廟

が
建

て
ら

れ
て

い
た

が
、

天
守

解
体

工
事

に
先

立
っ

て
解

体
さ

れ
た

。
天

守
は

、
高

松
城

の
象

徴
的

存
在

と
し

て
重

要
な

意
味

を
持

っ
て

お
り

、
そ

の
様

相
が

ど
の

よ
う

な
も

の
か

に
つ

い
て

は
、

そ
れ

を
実

際
に

復
元

す
る

し
な

い
に

か
か

わ
ら

ず
関

心
が

寄
せ

ら
れ

る
と

こ
ろ

で
あ

る
。

本
報

告
書

で
は

、
そ

の
検

討
を

行
っ

て
い

る
。

 

１
．

国
指

定
重

要
文

化
財

建
物

に
つ

い
て

 

国
指

定
の

重
要

文
化

財
で

あ
る

北
之

丸
月

見
櫓

・
北

之
丸

水
手

御
門

・
北

之
丸

渡
櫓

・
旧

東
之

丸
艮

門
に

つ
い

て
は

、

い
ず

れ
も

重
要

な
文

化
財

建
物

と
し

て
保

全
の

手
が

加
え

ら
れ

て
き

た
。

し
か

し
、

こ
れ

ら
の

中
に

は
近

年
損

傷
の

見
ら

れ
る

も
の

も
あ

り
、

詳
細

な
検

討
を

加
え

た
上

で
、

修
理

す
べ

き
も

の
に

つ
い

て
は

そ
の

配
慮

が
必

要
と

な
る

。
平

成
１

９
年

2
月

1
8
日

に
政

府
の

中
央

防
災

会
議

（
会

長
・

福
田

首
相

）
に

よ
っ

て
報

告
さ

れ
た

よ
う

に
、

M
７

～
８

級
の

直
下

型
地

震
で

近
畿

・
中

部
圏

に
限

っ
て

も
最

大
2

5
5
件

の
重

要
文

化
財

が
倒

壊
か

焼
失

の
恐

れ
が

あ
る

と
さ

れ
、

文
化

財
建

造
物

に
対

し
早

急
な

耐
震

補
強

や
延

焼
防

止
策

の
実

施
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

高
松

城
内

の
建

物
に

つ
い

て
も

、
緊

急
に

対
策

を
練

る
必

要
が

あ
る

こ
と

を
強

調
し

て
お

き
た

い
。

 

２
．

市
指

定
文

化
財

に
つ

い
て

 

三
之

丸
の

披
雲

閣
に

つ
て

は
、

耐
震

対
策

に
つ

い
て

現
在

検
討

が
加

え
ら

れ
て

い
る

。
耐

震
診

断
の

結
果

に
基

づ
き

対

応
策

が
練

ら
れ

る
の

で
、

そ
の

結
果

に
従

う
こ

と
に

な
る

が
、

こ
の

建
物

に
つ

い
て

も
上

記
と

同
様

政
府

の
中

央
防

災
会

議
の

指
摘

に
十

分
に

留
意

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

３
．

指
定

外
の

建
造

物
に

つ
い

て
 

国
指

定
重

要
文

化
財

・
市

指
定

文
化

財
以

外
に

、
高

松
城

内
に

は
、

指
定

は
さ

れ
て

い
な

く
と

も
重

要
な

建
造

物
が

あ

る
。

こ
れ

ら
は

、
平

成
８

年
の

整
備

基
本

計
画

に
お

い
て

特
に

触
れ

ら
れ

て
い

な
い

た
め

、
と

も
す

る
と

軽
視

さ
れ

る
恐

れ
が

あ
る

の
で

は
な

い
か

と
危

惧
さ

れ
る

が
、

史
跡

地
内

に
存

在
す

る
こ

と
、

史
跡

の
構

成
要

素
で

あ
る

こ
と

な
ど

か
ら

考
え

れ
ば

、
こ

れ
ら

に
つ

い
て

も
保

存
整

備
対

策
が

と
ら

れ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

以
下

個
別

に
取

上
げ

る
。

 

３
－

１
 
鞘

橋
 

鞘
橋

に
つ

い
て

は
、

現
在

、
天

守
に

近
い

一
部

が
天

守
台

石
垣

修
理

に
と

も
な

っ
て

解
体

さ
れ

て
い

る
が

、
昭

和
4

5

～
4

6
年

に
国

庫
補

助
と

香
川

県
補

助
を

受
け

て
修

理
が

加
え

ら
れ

、
以

後
現

在
に

至
る

ま
で

天
守

へ
の

唯
一

の
ア

プ
ロ

ー
チ

と
し

て
重

要
な

役
割

を
果

た
し

て
き

た
。

 
 

現
状

を
見

る
と

、
経

年
変

化
の

具
合

な
ど

か
ら

み
て

部
材

は
同

時
期

の
も

の
で

は
な

く
何

回
か

修
理

を
経

て
い

る
こ

と

が
わ

か
る

。
そ

の
重

要
性

に
つ

い
て

は
、

少
な

く
と

も
次

の
3
点

を
挙

げ
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

１
）

 天
守

へ
の

唯
一

の
ア

プ
ロ

ー
チ

で
あ

る
。

２
）

 現
在

の
橋

が
い

つ
建

て
ら

れ
た

か
は

不
明

だ
が

、
江

戸
時

代
の

絵
図

に
も

こ
の

位
置

に
橋

が
描

か
れ

、
こ

の
位

置
に

設
け

ら
れ

た
橋

と
し

て
歴

史
的

な
背

景
を

持
っ

て
い

る
。

３
）

 天
守

と
一

体
と

な
っ

て
景

観
上

重
要

な
役

割
を

果
た

し
て

お
り

、
史

跡
の

構
成

要
素

と
し

て
重

要
で

あ
る

。

現
在

、
石

製
橋

脚
の

一
部

に
ヒ

ビ
が

入
り

、
損

傷
の

進
む

こ
と

が
心

配
さ

れ
る

。
鉄

製
の

ボ
ル

ト
が

錆
び

て
ふ

く
ら

み
、

そ
れ

が
ま

た
損

傷
の

一
因

と
な

る
こ

と
が

容
易

に
推

測
さ

れ
、

木
製

の
足

固
め

も
腐

朽
が

進
ん

で
い

る
。

足
元

を
海

水
が

洗
う

と
い

う
設

置
位

置
自

体
が

損
傷

を
招

く
た

め
、
保

全
は

困
難

な
問

題
を

含
む

が
、
上

に
述

べ
た

重
要

性
を

考
え

れ
ば

、

詳
細

な
検

討
を

加
え

、
保

存
対

策
を

講
ず

る
こ

と
が

ぜ
ひ

必
要

で
あ

る
。

個
別

に
文

化
財

に
指

定
す

る
検

討
も

必
要

で
あ

る
。

 

３
－

２
 
埋

門
 

埋
門

は
、

旭
門

を
入

っ
て

す
ぐ

北
に

位
置

す
る

。
現

在
は

説
明

板
も

な
く

、
「

高
松

市
立

玉
藻

公
園

、
史

跡
高

松
城

跡
」

と
題

す
る

観
光

客
用

の
案

内
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
に

も
、

「
桝

形
の

北
面

に
は

埋
門

が
あ

り
」

と
述

べ
ら

れ
て

い
る

だ
け

で
全

体
図

に
は

そ
の

名
も

な
く

、
位

置
も

示
さ

れ
て

い
な

い
。

し
か

し
埋

門
は

、
「

城
の

石
垣

・
築

地
・

土
塀

な
ど

の
下

方
に

- 93 -
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設
け

た
小

門
」

、
「

裏
口

に
あ

る
小

門
」

と
説

明
さ

れ
る

（
広

辞
苑

）
城

郭
の

構
成

要
素

と
し

て
ご

く
一

般
的

な
も

の
で

あ
っ

て
、

構
成

要
素

の
ひ

と
つ

と
し

て
重

視
す

べ
き

も
の

で
あ

る
。

城
郭

の
概

説
書

の
ひ

と
つ

『
図

説
 城

造
り

の
す

べ

て
』

（
学

研
、

2
0

0
6
年

）
は

、
埋

門
の

例
と

し
て

こ
の

高
松

城
埋

門
を

あ
げ

て
お

り
、

こ
の

門
が

城
郭

専
門

家
に

よ
く

知
ら

れ
た

存
在

で
あ

る
こ

と
を

示
し

て
い

る
。

 

し
か

し
、

残
念

な
こ

と
に

、
現

状
を

見
る

と
損

傷
が

甚
だ

し
く

、
柱

や
楣

な
ど

は
腐

朽
が

進
み

、
上

部
に

渡
さ

れ
た

石

材
の

間
か

ら
雨

水
や

土
砂

が
少

し
ず

つ
浸

み
出

し
て

い
る

よ
う

に
思

わ
れ

、
こ

れ
が

ま
た

損
傷

を
進

め
る

一
因

と
な

っ
て

い
る

の
で

は
な

い
か

と
推

測
さ

れ
る

。
ま

た
、

本
来

門
扉

が
あ

っ
た

は
ず

な
の

に
、

現
在

は
板

材
で

ふ
さ

が
れ

て
お

り
、

形
状

は
実

に
不

満
足

な
状

況
に

あ
る

。
扉

を
取

付
け

る
肘

壺
金

具
は

錆
び

て
は

い
る

が
残

っ
て

お
り

、
類

例
を

参
考

に
す

れ
ば

門
扉

の
復

元
も

可
能

で
、

埋
門

全
体

の
復

元
整

備
を

行
う

こ
と

が
強

く
望

ま
れ

る
。

復
元

整
備

を
実

施
す

れ
ば

、
旭

門
を

入
っ

て
す

ぐ
の

見
事

な
桝

形
は

、
一

段
と

そ
の

魅
力

を
増

す
に

違
い

な
い

。
ま

た
、

埋
門

東
方

の
石

垣
に

亀
裂

が
見

ら
れ

、
こ

れ
に

つ
い

て
も

埋
門

と
合

わ
せ

て
復

元
整

備
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

復
元

整
備

を
し

た
上

で
埋

門
の

文
化

財
指

定
を

行
う

こ
と

が
必

要
な

こ
と

も
付

け
加

え
て

お
き

た
い

。
 

３
－

３
 
旭

門
・

旭
橋

 

旭
門

・
旭

橋
は

、
高

松
城

の
東

南
か

ら
の

入
口

と
し

て
現

在
重

要
な

役
割

を
果

た
し

て
い

る
。

寛
文

1
1
年

（
1

6
7

1
）

か
ら

北
の

丸
・

東
ノ

丸
の

造
成

を
行

う
と

と
も

に
、

大
手

を
旭

門
の

位
置

に
移

動
し

、
旭

門
付

近
に

あ
っ

た
対

面
所

と
二

の
丸

に
あ

っ
た

御
殿

の
機

能
を

合
わ

せ
持

っ
た

御
殿

で
あ

る
披

雲
閣

が
建

築
さ

れ
て

い
る

。
披

雲
閣

の
完

成
は

元
禄

1
3

年
（

1
7

0
0
）

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

寛
文

か
ら

元
禄

期
に

か
け

て
旭

門
・

旭
橋

の
位

置
に

大
手

が
移

動
し

た
こ

と
が

考
え

ら
れ

る
。

現
在

の
建

造
物

は
、

明
治

時
代

以
降

の
も

の
と

さ
れ

て
い

る
が

、
上

に
述

べ
た

よ
う

に
寛

文
～

元
禄

期
か

ら
こ

こ
に

門
と

橋
が

あ
っ

た
こ

と
を

踏
ま

え
れ

ば
、

高
松

城
の

歴
史

を
考

え
る

上
で

旭
門

と
旭

橋
の

役
割

は
大

変
大

き
い

。
高

松
城

の
重

要
な

構
成

要
素

と
し

て
重

視
し

、
文

化
財

指
定

に
向

け
て

検
討

を
加

え
る

べ
き

だ
と

思
わ

れ
る

。
 

３
－

４
 
水

門
 

高
松

城
は

、
周

知
の

通
り

海
に

面
し

た
城

と
い

う
大

き
な

特
色

を
も

ち
、

堀
が

海
と

つ
な

が
っ

て
い

る
こ

と
が

城
の

魅

力
を

増
す

大
き

な
要

素
と

な
っ

て
い

る
。

潮
の

干
満

に
よ

る
水

位
調

節
の

た
め

設
け

ら
れ

た
こ

の
水

門
は

、
江

戸
時

代
の

も
の

で
は

な
く

、
明

治
期

以
降

の
も

の
と

思
わ

れ
る

が
、

潮
の

干
満

の
た

び
に

海
水

を
見

事
に

調
整

す
る

こ
の

施
設

は
、

見
る

人
に

大
き

な
感

銘
を

与
え

て
い

る
。

史
跡

内
の

重
要

な
構

成
要

素
と

し
て

今
後

も
大

切
に

維
持

管
理

し
て

い
く

べ
き

施
設

で
あ

る
。

な
お

、
城

の
す

ぐ
北

を
通

る
道

路
の

た
め

、
高

松
城

が
海

と
つ

な
が

っ
て

い
る

こ
と

が
見

え
に

く
く

な
っ

て
い

る
の

は
実

に
残

念
な

こ
と

で
あ

る
。

道
路

を
す

ぐ
に

つ
け

変
え

る
の

は
も

ち
ろ

ん
困

難
で

あ
る

が
、

城
と

海
の

関
係

を
認

識
し

や
す

く
す

る
よ

う
に

何
等

か
の

工
夫

が
必

要
で

あ
り

、
そ

の
た

め
の

検
討

を
加

え
る

こ
と

を
ぜ

ひ
提

案
し

た
い

。 

４
．

指
定

地
隣

接
地

区
 

平
成

８
年

の
保

存
整

備
基

本
計

画
は

、
す

で
に

、
「

指
定

地
隣

接
地

区
は

、
史

跡
指

定
か

ら
外

れ
て

」
い

る
た

め
「

公

的
施

設
の

立
地

な
ど

が
み

ら
れ

る
」

。
し

か
し

「
高

松
城

跡
の

姿
を

正
確

に
と

ど
め

る
た

め
に

は
、

こ
の

地
区

は
重

要
な

地
区

で
あ

り
」

、
「

環
境

整
備

に
努

め
る

」
こ

と
が

大
切

だ
、

と
指

摘
し

て
い

る
。

そ
し

て
、

具
体

的
な

保
存

整
備

と
し

て
い

く
つ

か
の

点
を

挙
げ

て
い

る
。

そ
の

う
ち

特
に

注
目

す
べ

き
は

、
北

側
に

つ
い

て
、

「
往

時
の

海
岸

線
と

城
と

の
関

係
を

イ
メ

ー
ジ

で
き

る
水

際
線

の
整

備
を

図
る

と
と

も
に

海
か

ら
の

高
松

城
へ

の
ビ

ス
タ

を
確

保
す

る
」

と
し

て
い

る
こ

と
で

あ
る

。
交

通
量

の
多

い
道

路
が

城
の

す
ぐ

北
を

通
り

、
し

か
も

ま
が

い
も

の
の

櫓
が

建
っ

て
い

る
な

ど
し

て
、

せ
っ

か
く

の
指

摘
が

生
か

さ
れ

て
い

な
い

。
 

こ
の

ほ
か

、
「

高
松

琴
平

電
鉄

の
駅

舎
及

び
鉄

軌
道

や
商

業
施

設
」

を
含

む
整

備
が

指
摘

さ
れ

て
い

る
。

商
業

施
設

に

つ
い

て
は

整
備

が
進

ん
だ

が
、

鉄
道

関
係

は
事

情
も

あ
っ

て
進

ん
で

い
な

い
。

城
の

東
・

西
・

南
・

北
全

体
に

つ
い

て
、

整
備

の
見

直
し

を
行

い
、

方
向

性
を

探
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

7 

Ⅱ
．

高
松

城
天

守
復

元
検

討
 

1
. 

復
元

考
察

の
経

緯
お

よ
び

検
討

事
項

1
-
1

.復
元

考
察

の
経

緯

高
松

城
天

守
は

、
寛

文
9

年
（

1
6

6
9
）

の
上

棟
と

さ
れ

、
い

わ
ゆ

る
南

蛮
造

り
の

天
守

だ
っ

た
と

さ
れ

る
。

東
南

方
向

か
ら

撮
影

さ
れ

た
古

写
真

が
2

枚
存

在
（

写
真

3
7
，

3
8
）

し
、

そ
の

外
観

を
知

る
こ

と
が

出
来

る
。

し
か

し
、

2
枚

の
写

真
は

同
方

向
か

ら
撮

影
さ

れ
た

も
の

で
、

写
真

解
析

手
法

に
よ

る
「

復
原

」
は

困
難

で
あ

る
。

文
献

史
料

や

絵
図

も
あ

る
が

、
そ

れ
ら

を
使

用
し

た
と

し
て

も
確

実
な

「
復

原
」

は
容

易
で

は
な

い
。

 

上
記

条
件

で
の

「
復

原
」

の
可

否
判

断
は

非
常

に
難

し
い

。
そ

こ
で

ま
ず

、「
復

原
」

検
討

の
過

程
を

把
握

す
る

こ
と

に
努

め
る

こ
と

と
し

た
。

 

「
復

原
」

を
行

う
に

際
し

て
必

要
な

こ
と

は
、

 

①
「

復
原

」
の

根
拠

を
徹

底
し

て
収

集
し

、
十

分
な

検
討

を
行

う
。

②
「

復
原

」
の

意
義

を
十

分
に

議
論

し
た

上
で

、「
復

原
」

作
業

に
と

り
か

か
る

こ
と

。

上
記

2
点

は
「

復
原

」
を

行
う

上
で

の
哲

学
的

な
理

解
が

求
め

ら
れ

る
。

こ
れ

ま
で

「
復

原
」

に
つ

い
て

述
べ

ら
れ

て
い

る
論

調
で

は
、
研

究
の

裏
付

け
が

必
要

で
あ

り
、
安

易
な
「

復
原

」
行

為
を

戒
め

る
こ

と
が

基
本

と
な

っ
て

い
る

。

実
際

「
復

原
」

に
あ

た
っ

て
は

予
算

や
人

手
、

時
間

な
ど

の
制

約
上

十
分

な
検

討
が

行
わ

れ
な

い
こ

と
や

、
解

答
が

一

つ
に

絞
り

き
れ

な
い

こ
と

、
変

遷
を

経
て

い
る

建
物

の
場

合
は

そ
の

「
復

原
」

の
時

期
に

つ
い

て
な

ど
、

様
々

な
問

題

を
抱

え
て

い
る

こ
と

を
は

じ
め

に
理

解
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
こ

の
よ

う
な

背
景

を
認

識
し

た
上

で
「

復
原

」
考

察

に
入

る
こ

と
に

な
る

。
 

 
上

記
し

た
こ

と
か

ら
も

理
解

さ
れ

る
よ

う
に

、
ま

ず
復

元
の

根
拠

を
収

集
す

る
こ

と
よ

り
着

手
す

る
。

す
な

わ
ち

歴

史
的

な
資

料
の

収
集

分
析

で
あ

り
、

具
体

的
に

は
以

下
の

事
項

に
整

理
さ

れ
る

。
 

1
) 

発
掘

調
査

の
知

見
 
：

建
物

の
規

模
や

位
置

な
ど

の
確

認

2
) 

古
写

真
：

建
物

の
あ

る
時

期
の

姿
を

具
体

的
に

知
る

 

3
) 

文
献

：
建

物
の

使
い

方
、

名
称

、
建

設
年

代
な

ど
を

知
る

 

4
) 

図
面

：
設

計
図

 

5
) 

類
例

建
物

：
現

存
建

物
で

、
年

代
的

あ
る

い
は

地
域

的
に

近
い

も
の

か
ら

参
考

と
す

る
 

6
) 

絵
図

：
配

置
や

環
境

を
知

る
 

7
) 

模
型

：
構

造
及

び
形

式
の

確
認

 

8
) 

絵
画

：
一

般
的

に
絵

画
史

料
と

呼
ば

れ
る

も
の

で
、

主
に

外
観

を
知

る
 

高
松

城
天

守
復

元
の

場
合

を
当

て
は

め
て

み
る

と
、

発
掘

調
査

、
古

写
真

、
文

献
、

類
例

建
物

、
絵

図
は

あ
る

が
、

図
面

（
設

計
図

）、
模

型
は

な
い

。
絵

図
や

絵
画

は
一

応
存

在
し

て
い

る
が

正
確

な
も

の
と

は
言

い
難

く
あ

く
ま

で
参

考

に
止

ま
る

。
し

た
が

っ
て

、
発

掘
調

査
、

古
写

真
、

文
献

、
類

例
建

物
の

4
点

が
主

な
復

元
の

根
拠

と
な

る
。

 

1
-
2

.検
討

事
項

検
討

継
続

の
必

要
性

を
理

解
し

た
う

え
で

、
復

元
試

案
に

付
け

加
え

る
今

後
の

研
究

事
項

を
以

下
に

列
挙

す
る

。

（
1
）

 天
守

の
変

遷

天
守

の
絵

図
・

古
写

真
等

は
そ

の
時

点
の

形
態

を
表

現
し

て
い

る
も

の
で

あ
り

、
新

築
を

は
じ

め
、

修
理

を

含
め

た
増

改
築

が
行

わ
れ

た
こ

と
は

可
能

性
が

あ
る

。
特

に
城

主
が

代
わ

っ
た

時
点

（
以

降
）

に
在

来
の

建

築
物

に
手

が
加

わ
る

こ
と

は
十

分
に

考
え

ら
れ

る
た

め
、

こ
の

変
更

等
を

研
究

す
る

必
要

が
あ

る
。

 

（
2
）

 絵
図

の
検

討

「
高

松
城

下
図

屏
風

」
に

つ
い

て
は

、
こ

れ
ま

で
も

貴
重

な
資

料
と

し
て

研
究

が
続

け
ら

れ
て

い
る

（
調

査

研
究

報
告

 
第

3
号

（
香

川
県

歴
史

博
物

館
 

平
成

1
9

年
3

月
）

な
ど

）
。

こ
れ

ま
で

屏
風

の
制

作
年

代

と
屏

風
に

描
か

れ
た

景
観

自
体

の
年

代
の

諸
説

が
論

じ
ら

れ
、

今
回

の
天

守
復

元
資

料
と

し
て

重
要

な
景

観

年
代

に
つ

い
て

は
寛

永
末

年
の

論
説

が
有

力
と

な
っ

て
い

る
。

そ
の

上
で

、
再

度
屏

風
に

描
か

れ
た

建
造

物

を
詳

細
に

調
査

し
、

屋
根

の
描

き
方

や
色

彩
の

矛
盾

な
ど

を
解

消
す

る
方

向
で

検
討

を
す

す
め

、
あ

ら
た

め

て
天

守
復

元
に

必
要

な
裏

付
資

料
と

す
る

。
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Ⅰ
．

高
松

城
跡

の
建

造
物

の
整

備
に

つ
い

て
 

史
跡

高
松

城
跡

は
、

文
化

財
保

護
法

に
基

づ
く

史
跡

お
よ

び
重

要
文

化
財

に
指

定
さ

れ
て

お
り

、
史

跡
に

重
複

す
る

形

で
都

市
公

園
に

も
指

定
さ

れ
て

い
る

。
史

跡
お

よ
び

都
市

公
園

の
指

定
状

況
は

図
１

の
通

り
で

あ
る

。
図

１
を

見
る

と
、

海
域

が
埋

め
立

て
ら

れ
た

こ
と

や
周

囲
に

建
築

物
が

建
て

ら
れ

る
な

ど
景

観
が

損
な

わ
れ

て
い

る
こ

と
や

、
重

要
文

化
財

の
す

ぐ
近

く
に

道
路

が
通

る
な

ど
、

文
化

財
の

保
全

に
必

ず
し

も
良

い
環

境
に

な
い

こ
と

な
ど

、
多

く
の

問
題

を
か

か
え

て
い

る
こ

と
に

気
付

か
さ

れ
る

。
 

図
１

：
史

跡
高

松
城

現
状

図
（

史
跡

高
松

城
跡

石
垣

保
存

整
備

指
針

報
告

書
、

高
松

市
、

平
成

 
1

7
 
年

に
よ

る
。

）
 

建
物

と
し

て
重

要
文

化
財

に
指

定
さ

れ
て

い
る

の
は

、
 

・
 
北

之
丸

月
見

櫓

・
 
北

之
丸

水
手

御
門

・
 
北

之
丸

渡
櫓

・
 
旧

東
之

丸
艮

櫓
（

現
位

置
は

旧
太

鼓
櫓

跡
）

で
あ

る
。

こ
の

中
に

は
近

年
損

傷
の

目
立

つ
も

の
が

あ
り

、
修

理
の

必
要

性
が

感
じ

ら
れ

る
。

建
物

と
し

て
高

松
市

文
化

財
に

指
定

さ
れ

て
い

る
の

は
、

 

・
 
三

之
丸

披
雲

閣

で
あ

る
。

こ
の

建
物

に
つ

い
て

は
、

耐
震

対
策

の
必

要
性

が
指

摘
さ

れ
て

お
り

、
こ

れ
は

緊
急

の
課

題
と

言
わ

ね
ば

な
ら

な
い

。

こ
の

ほ
か

、
指

定
外

だ
が

史
跡

高
松

城
の

構
成

要
素

と
し

て
、

 

・
 
鞘

橋

・
 
埋

門

・
 
旭

門
・

旭
橋

5 

・
水

門

が
あ

り
、

こ
れ

等
の

保
全

も
重

要
な

課
題

で
あ

る
。

現
在

修
理

工
事

が
進

め
ら

れ
て

い
る

天
守

台
は

、
正

保
4
年

（
1

6
4

7
）

か
ら

寛
文

1
0
年

（
1

6
7

0
）

に
改

築
さ

れ
た

と
さ

れ
る

天
守

が
建

っ
て

い
た

と
こ

ろ
で

、
こ

の
天

守
は

明
治

1
7

 年
（

1
8

8
4
）

に
解

体
撤

去
さ

れ
、

そ
の

後
明

治
3

5
 

年
（

1
8

2
0
）

に
玉

藻
廟

が
建

て
ら

れ
て

い
た

が
、

天
守

解
体

工
事

に
先

立
っ

て
解

体
さ

れ
た

。
天

守
は

、
高

松
城

の
象

徴
的

存
在

と
し

て
重

要
な

意
味

を
持

っ
て

お
り

、
そ

の
様

相
が

ど
の

よ
う

な
も

の
か

に
つ

い
て

は
、

そ
れ

を
実

際
に

復
元

す
る

し
な

い
に

か
か

わ
ら

ず
関

心
が

寄
せ

ら
れ

る
と

こ
ろ

で
あ

る
。

本
報

告
書

で
は

、
そ

の
検

討
を

行
っ

て
い

る
。

 

１
．

国
指

定
重

要
文

化
財

建
物

に
つ

い
て

 

国
指

定
の

重
要

文
化

財
で

あ
る

北
之

丸
月

見
櫓

・
北

之
丸

水
手

御
門

・
北

之
丸

渡
櫓

・
旧

東
之

丸
艮

門
に

つ
い

て
は

、

い
ず

れ
も

重
要

な
文

化
財

建
物

と
し

て
保

全
の

手
が

加
え

ら
れ

て
き

た
。

し
か

し
、

こ
れ

ら
の

中
に

は
近

年
損

傷
の

見
ら

れ
る

も
の

も
あ

り
、

詳
細

な
検

討
を

加
え

た
上

で
、

修
理

す
べ

き
も

の
に

つ
い

て
は

そ
の

配
慮

が
必

要
と

な
る

。
平

成
１

９
年

2
月

1
8
日

に
政

府
の

中
央

防
災

会
議

（
会

長
・

福
田

首
相

）
に

よ
っ

て
報

告
さ

れ
た

よ
う

に
、

M
７

～
８

級
の

直
下

型
地

震
で

近
畿

・
中

部
圏

に
限

っ
て

も
最

大
2

5
5
件

の
重

要
文

化
財

が
倒

壊
か

焼
失

の
恐

れ
が

あ
る

と
さ

れ
、

文
化

財
建

造
物

に
対

し
早

急
な

耐
震

補
強

や
延

焼
防

止
策

の
実

施
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

高
松

城
内

の
建

物
に

つ
い

て
も

、
緊

急
に

対
策

を
練

る
必

要
が

あ
る

こ
と

を
強

調
し

て
お

き
た

い
。

 

２
．

市
指

定
文

化
財

に
つ

い
て

 

三
之

丸
の

披
雲

閣
に

つ
て

は
、

耐
震

対
策

に
つ

い
て

現
在

検
討

が
加

え
ら

れ
て

い
る

。
耐

震
診

断
の

結
果

に
基

づ
き

対

応
策

が
練

ら
れ

る
の

で
、

そ
の

結
果

に
従

う
こ

と
に

な
る

が
、

こ
の

建
物

に
つ

い
て

も
上

記
と

同
様

政
府

の
中

央
防

災
会

議
の

指
摘

に
十

分
に

留
意

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

３
．

指
定

外
の

建
造

物
に

つ
い

て
 

国
指

定
重

要
文

化
財

・
市

指
定

文
化

財
以

外
に

、
高

松
城

内
に

は
、

指
定

は
さ

れ
て

い
な

く
と

も
重

要
な

建
造

物
が

あ

る
。

こ
れ

ら
は

、
平

成
８

年
の

整
備

基
本

計
画

に
お

い
て

特
に

触
れ

ら
れ

て
い

な
い

た
め

、
と

も
す

る
と

軽
視

さ
れ

る
恐

れ
が

あ
る

の
で

は
な

い
か

と
危

惧
さ

れ
る

が
、

史
跡

地
内

に
存

在
す

る
こ

と
、

史
跡

の
構

成
要

素
で

あ
る

こ
と

な
ど

か
ら

考
え

れ
ば

、
こ

れ
ら

に
つ

い
て

も
保

存
整

備
対

策
が

と
ら

れ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

以
下

個
別

に
取

上
げ

る
。

 

３
－

１
 
鞘

橋
 

鞘
橋

に
つ

い
て

は
、

現
在

、
天

守
に

近
い

一
部

が
天

守
台

石
垣

修
理

に
と

も
な

っ
て

解
体

さ
れ

て
い

る
が

、
昭

和
4

5

～
4

6
年

に
国

庫
補

助
と

香
川

県
補

助
を

受
け

て
修

理
が

加
え

ら
れ

、
以

後
現

在
に

至
る

ま
で

天
守

へ
の

唯
一

の
ア

プ
ロ

ー
チ

と
し

て
重

要
な

役
割

を
果

た
し

て
き

た
。

 
 

現
状

を
見

る
と

、
経

年
変

化
の

具
合

な
ど

か
ら

み
て

部
材

は
同

時
期

の
も

の
で

は
な

く
何

回
か

修
理

を
経

て
い

る
こ

と

が
わ

か
る

。
そ

の
重

要
性

に
つ

い
て

は
、

少
な

く
と

も
次

の
3
点

を
挙

げ
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

１
）

 天
守

へ
の

唯
一

の
ア

プ
ロ

ー
チ

で
あ

る
。

２
）

 現
在

の
橋

が
い

つ
建

て
ら

れ
た

か
は

不
明

だ
が

、
江

戸
時

代
の

絵
図

に
も

こ
の

位
置

に
橋

が
描

か
れ

、
こ

の
位

置
に

設
け

ら
れ

た
橋

と
し

て
歴

史
的

な
背

景
を

持
っ

て
い

る
。

３
）

 天
守

と
一

体
と

な
っ

て
景

観
上

重
要

な
役

割
を

果
た

し
て

お
り

、
史

跡
の

構
成

要
素

と
し

て
重

要
で

あ
る

。

現
在

、
石

製
橋

脚
の

一
部

に
ヒ

ビ
が

入
り

、
損

傷
の

進
む

こ
と

が
心

配
さ

れ
る

。
鉄

製
の

ボ
ル

ト
が

錆
び

て
ふ

く
ら

み
、

そ
れ

が
ま

た
損

傷
の

一
因

と
な

る
こ

と
が

容
易

に
推

測
さ

れ
、

木
製

の
足

固
め

も
腐

朽
が

進
ん

で
い

る
。

足
元

を
海

水
が

洗
う

と
い

う
設

置
位

置
自

体
が

損
傷

を
招

く
た

め
、
保

全
は

困
難

な
問

題
を

含
む

が
、
上

に
述

べ
た

重
要

性
を

考
え

れ
ば

、

詳
細

な
検

討
を

加
え

、
保

存
対

策
を

講
ず

る
こ

と
が

ぜ
ひ

必
要

で
あ

る
。

個
別

に
文

化
財

に
指

定
す

る
検

討
も

必
要

で
あ

る
。

 

３
－

２
 
埋

門
 

埋
門

は
、

旭
門

を
入

っ
て

す
ぐ

北
に

位
置

す
る

。
現

在
は

説
明

板
も

な
く

、
「

高
松

市
立

玉
藻

公
園

、
史

跡
高

松
城

跡
」

と
題

す
る

観
光

客
用

の
案

内
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
に

も
、

「
桝

形
の

北
面

に
は

埋
門

が
あ

り
」

と
述

べ
ら

れ
て

い
る

だ
け

で
全

体
図

に
は

そ
の

名
も

な
く

、
位

置
も

示
さ

れ
て

い
な

い
。

し
か

し
埋

門
は

、
「

城
の

石
垣

・
築

地
・

土
塀

な
ど

の
下

方
に

- 93 -
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6 

設
け

た
小

門
」

、
「

裏
口

に
あ

る
小

門
」

と
説

明
さ

れ
る

（
広

辞
苑

）
城

郭
の

構
成

要
素

と
し

て
ご

く
一

般
的

な
も

の
で

あ
っ

て
、

構
成

要
素

の
ひ

と
つ

と
し

て
重

視
す

べ
き

も
の

で
あ

る
。

城
郭

の
概

説
書

の
ひ

と
つ

『
図

説
 城

造
り

の
す

べ

て
』

（
学

研
、

2
0

0
6
年

）
は

、
埋

門
の

例
と

し
て

こ
の

高
松

城
埋

門
を

あ
げ

て
お

り
、

こ
の

門
が

城
郭

専
門

家
に

よ
く

知
ら

れ
た

存
在

で
あ

る
こ

と
を

示
し

て
い

る
。

 

し
か

し
、

残
念

な
こ

と
に

、
現

状
を

見
る

と
損

傷
が

甚
だ

し
く

、
柱

や
楣

な
ど

は
腐

朽
が

進
み

、
上

部
に

渡
さ

れ
た

石

材
の

間
か

ら
雨

水
や

土
砂

が
少

し
ず

つ
浸

み
出

し
て

い
る

よ
う

に
思

わ
れ

、
こ

れ
が

ま
た

損
傷

を
進

め
る

一
因

と
な

っ
て

い
る

の
で

は
な

い
か

と
推

測
さ

れ
る

。
ま

た
、

本
来

門
扉

が
あ

っ
た

は
ず

な
の

に
、

現
在

は
板

材
で

ふ
さ

が
れ

て
お

り
、

形
状

は
実

に
不

満
足

な
状

況
に

あ
る

。
扉

を
取

付
け

る
肘

壺
金

具
は

錆
び

て
は

い
る

が
残

っ
て

お
り

、
類

例
を

参
考

に
す

れ
ば

門
扉

の
復

元
も

可
能

で
、

埋
門

全
体

の
復

元
整

備
を

行
う

こ
と

が
強

く
望

ま
れ

る
。

復
元

整
備

を
実

施
す

れ
ば

、
旭

門
を

入
っ

て
す

ぐ
の

見
事

な
桝

形
は

、
一

段
と

そ
の

魅
力

を
増

す
に

違
い

な
い

。
ま

た
、

埋
門

東
方

の
石

垣
に

亀
裂

が
見

ら
れ

、
こ

れ
に

つ
い

て
も

埋
門

と
合

わ
せ

て
復

元
整

備
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

復
元

整
備

を
し

た
上

で
埋

門
の

文
化

財
指

定
を

行
う

こ
と

が
必

要
な

こ
と

も
付

け
加

え
て

お
き

た
い

。
 

３
－

３
 
旭

門
・

旭
橋

 

旭
門

・
旭

橋
は

、
高

松
城

の
東

南
か

ら
の

入
口

と
し

て
現

在
重

要
な

役
割

を
果

た
し

て
い

る
。

寛
文

1
1
年

（
1

6
7

1
）

か
ら

北
の

丸
・

東
ノ

丸
の

造
成

を
行

う
と

と
も

に
、

大
手

を
旭

門
の

位
置

に
移

動
し

、
旭

門
付

近
に

あ
っ

た
対

面
所

と
二

の
丸

に
あ

っ
た

御
殿

の
機

能
を

合
わ

せ
持

っ
た

御
殿

で
あ

る
披

雲
閣

が
建

築
さ

れ
て

い
る

。
披

雲
閣

の
完

成
は

元
禄

1
3

年
（

1
7

0
0
）

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

寛
文

か
ら

元
禄

期
に

か
け

て
旭

門
・

旭
橋

の
位

置
に

大
手

が
移

動
し

た
こ

と
が

考
え

ら
れ

る
。

現
在

の
建

造
物

は
、

明
治

時
代

以
降

の
も

の
と

さ
れ

て
い

る
が

、
上

に
述

べ
た

よ
う

に
寛

文
～

元
禄

期
か

ら
こ

こ
に

門
と

橋
が

あ
っ

た
こ

と
を

踏
ま

え
れ

ば
、

高
松

城
の

歴
史

を
考

え
る

上
で

旭
門

と
旭

橋
の

役
割

は
大

変
大

き
い

。
高

松
城

の
重

要
な

構
成

要
素

と
し

て
重

視
し

、
文

化
財

指
定

に
向

け
て

検
討

を
加

え
る

べ
き

だ
と

思
わ

れ
る

。
 

３
－

４
 
水

門
 

高
松

城
は

、
周

知
の

通
り

海
に

面
し

た
城

と
い

う
大

き
な

特
色

を
も

ち
、

堀
が

海
と

つ
な

が
っ

て
い

る
こ

と
が

城
の

魅

力
を

増
す

大
き

な
要

素
と

な
っ

て
い

る
。

潮
の

干
満

に
よ

る
水

位
調

節
の

た
め

設
け

ら
れ

た
こ

の
水

門
は

、
江

戸
時

代
の

も
の

で
は

な
く

、
明

治
期

以
降

の
も

の
と

思
わ

れ
る

が
、

潮
の

干
満

の
た

び
に

海
水

を
見

事
に

調
整

す
る

こ
の

施
設

は
、

見
る

人
に

大
き

な
感

銘
を

与
え

て
い

る
。

史
跡

内
の

重
要

な
構

成
要

素
と

し
て

今
後

も
大

切
に

維
持

管
理

し
て

い
く

べ
き

施
設

で
あ

る
。

な
お

、
城

の
す

ぐ
北

を
通

る
道

路
の

た
め

、
高

松
城

が
海

と
つ

な
が

っ
て

い
る

こ
と

が
見

え
に

く
く

な
っ

て
い

る
の

は
実

に
残

念
な

こ
と

で
あ

る
。

道
路

を
す

ぐ
に

つ
け

変
え

る
の

は
も

ち
ろ

ん
困

難
で

あ
る

が
、

城
と

海
の

関
係

を
認

識
し

や
す

く
す

る
よ

う
に

何
等

か
の

工
夫

が
必

要
で

あ
り

、
そ

の
た

め
の

検
討

を
加

え
る

こ
と

を
ぜ

ひ
提

案
し

た
い

。 

４
．

指
定

地
隣

接
地

区
 

平
成

８
年

の
保

存
整

備
基

本
計

画
は

、
す

で
に

、
「

指
定

地
隣

接
地

区
は

、
史

跡
指

定
か

ら
外

れ
て

」
い

る
た

め
「

公

的
施

設
の

立
地

な
ど

が
み

ら
れ

る
」

。
し

か
し

「
高

松
城

跡
の

姿
を

正
確

に
と

ど
め

る
た

め
に

は
、

こ
の

地
区

は
重

要
な

地
区

で
あ

り
」

、
「

環
境

整
備

に
努

め
る

」
こ

と
が

大
切

だ
、

と
指

摘
し

て
い

る
。

そ
し

て
、

具
体

的
な

保
存

整
備

と
し

て
い

く
つ

か
の

点
を

挙
げ

て
い

る
。

そ
の

う
ち

特
に

注
目

す
べ

き
は

、
北

側
に

つ
い

て
、

「
往

時
の

海
岸

線
と

城
と

の
関

係
を

イ
メ

ー
ジ

で
き

る
水

際
線

の
整

備
を

図
る

と
と

も
に

海
か

ら
の

高
松

城
へ

の
ビ

ス
タ

を
確

保
す

る
」

と
し

て
い

る
こ

と
で

あ
る

。
交

通
量

の
多

い
道

路
が

城
の

す
ぐ

北
を

通
り

、
し

か
も

ま
が

い
も

の
の

櫓
が

建
っ

て
い

る
な

ど
し

て
、

せ
っ

か
く

の
指

摘
が

生
か

さ
れ

て
い

な
い

。
 

こ
の

ほ
か

、
「

高
松

琴
平

電
鉄

の
駅

舎
及

び
鉄

軌
道

や
商

業
施

設
」

を
含

む
整

備
が

指
摘

さ
れ

て
い

る
。

商
業

施
設

に

つ
い

て
は

整
備

が
進

ん
だ

が
、

鉄
道

関
係

は
事

情
も

あ
っ

て
進

ん
で

い
な

い
。

城
の

東
・

西
・

南
・

北
全

体
に

つ
い

て
、

整
備

の
見

直
し

を
行

い
、

方
向

性
を

探
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

7 

Ⅱ
．

高
松

城
天

守
復

元
検

討
 

1
. 

復
元

考
察

の
経

緯
お

よ
び

検
討

事
項

1
-
1

.復
元

考
察

の
経

緯

高
松

城
天

守
は

、
寛

文
9

年
（

1
6

6
9
）

の
上

棟
と

さ
れ

、
い

わ
ゆ

る
南

蛮
造

り
の

天
守

だ
っ

た
と

さ
れ

る
。

東
南

方
向

か
ら

撮
影

さ
れ

た
古

写
真

が
2

枚
存

在
（

写
真

3
7
，

3
8
）

し
、

そ
の

外
観

を
知

る
こ

と
が

出
来

る
。

し
か

し
、

2
枚

の
写

真
は

同
方

向
か

ら
撮

影
さ

れ
た

も
の

で
、

写
真

解
析

手
法

に
よ

る
「

復
原

」
は

困
難

で
あ

る
。

文
献

史
料

や

絵
図

も
あ

る
が

、
そ

れ
ら

を
使

用
し

た
と

し
て

も
確

実
な

「
復

原
」

は
容

易
で

は
な

い
。

 

上
記

条
件

で
の

「
復

原
」

の
可

否
判

断
は

非
常

に
難

し
い

。
そ

こ
で

ま
ず

、「
復

原
」

検
討

の
過

程
を

把
握

す
る

こ
と

に
努

め
る

こ
と

と
し

た
。

 

「
復

原
」

を
行

う
に

際
し

て
必

要
な

こ
と

は
、

 

①
「

復
原

」
の

根
拠

を
徹

底
し

て
収

集
し

、
十

分
な

検
討

を
行

う
。

②
「

復
原

」
の

意
義

を
十

分
に

議
論

し
た

上
で

、「
復

原
」

作
業

に
と

り
か

か
る

こ
と

。

上
記

2
点

は
「

復
原

」
を

行
う

上
で

の
哲

学
的

な
理

解
が

求
め

ら
れ

る
。

こ
れ

ま
で

「
復

原
」

に
つ

い
て

述
べ

ら
れ

て
い

る
論

調
で

は
、
研

究
の

裏
付

け
が

必
要

で
あ

り
、
安

易
な
「

復
原

」
行

為
を

戒
め

る
こ

と
が

基
本

と
な

っ
て

い
る

。

実
際

「
復

原
」

に
あ

た
っ

て
は

予
算

や
人

手
、

時
間

な
ど

の
制

約
上

十
分

な
検

討
が

行
わ

れ
な

い
こ

と
や

、
解

答
が

一

つ
に

絞
り

き
れ

な
い

こ
と

、
変

遷
を

経
て

い
る

建
物

の
場

合
は

そ
の

「
復

原
」

の
時

期
に

つ
い

て
な

ど
、

様
々

な
問

題

を
抱

え
て

い
る

こ
と

を
は

じ
め

に
理

解
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
こ

の
よ

う
な

背
景

を
認

識
し

た
上

で
「

復
原

」
考

察

に
入

る
こ

と
に

な
る

。
 

 
上

記
し

た
こ

と
か

ら
も

理
解

さ
れ

る
よ

う
に

、
ま

ず
復

元
の

根
拠

を
収

集
す

る
こ

と
よ

り
着

手
す

る
。

す
な

わ
ち

歴

史
的

な
資

料
の

収
集

分
析

で
あ

り
、

具
体

的
に

は
以

下
の

事
項

に
整

理
さ

れ
る

。
 

1
) 

発
掘

調
査

の
知

見
 
：

建
物

の
規

模
や

位
置

な
ど

の
確

認

2
) 

古
写

真
：

建
物

の
あ

る
時

期
の

姿
を

具
体

的
に

知
る

 

3
) 

文
献

：
建

物
の

使
い

方
、

名
称

、
建

設
年

代
な

ど
を

知
る

 

4
) 

図
面

：
設

計
図

 

5
) 

類
例

建
物

：
現

存
建

物
で

、
年

代
的

あ
る

い
は

地
域

的
に

近
い

も
の

か
ら

参
考

と
す

る
 

6
) 

絵
図

：
配

置
や

環
境

を
知

る
 

7
) 

模
型

：
構

造
及

び
形

式
の

確
認

 

8
) 

絵
画

：
一

般
的

に
絵

画
史

料
と

呼
ば

れ
る

も
の

で
、

主
に

外
観

を
知

る
 

高
松

城
天

守
復

元
の

場
合

を
当

て
は

め
て

み
る

と
、

発
掘

調
査

、
古

写
真

、
文

献
、

類
例

建
物

、
絵

図
は

あ
る

が
、

図
面

（
設

計
図

）、
模

型
は

な
い

。
絵

図
や

絵
画

は
一

応
存

在
し

て
い

る
が

正
確

な
も

の
と

は
言

い
難

く
あ

く
ま

で
参

考

に
止

ま
る

。
し

た
が

っ
て

、
発

掘
調

査
、

古
写

真
、

文
献

、
類

例
建

物
の

4
点

が
主

な
復

元
の

根
拠

と
な

る
。

 

1
-
2

.検
討

事
項

検
討

継
続

の
必

要
性

を
理

解
し

た
う

え
で

、
復

元
試

案
に

付
け

加
え

る
今

後
の

研
究

事
項

を
以

下
に

列
挙

す
る

。

（
1
）

 天
守

の
変

遷

天
守

の
絵

図
・

古
写

真
等

は
そ

の
時

点
の

形
態

を
表

現
し

て
い

る
も

の
で

あ
り

、
新

築
を

は
じ

め
、

修
理

を

含
め

た
増

改
築

が
行

わ
れ

た
こ

と
は

可
能

性
が

あ
る

。
特

に
城

主
が

代
わ

っ
た

時
点

（
以

降
）

に
在

来
の

建

築
物

に
手

が
加

わ
る

こ
と

は
十

分
に

考
え

ら
れ

る
た

め
、

こ
の

変
更

等
を

研
究

す
る

必
要

が
あ

る
。

 

（
2
）

 絵
図

の
検

討

「
高

松
城

下
図

屏
風

」
に

つ
い

て
は

、
こ

れ
ま

で
も

貴
重

な
資

料
と

し
て

研
究

が
続

け
ら

れ
て

い
る

（
調

査

研
究

報
告

 
第

3
号

（
香

川
県

歴
史

博
物

館
 

平
成

1
9

年
3

月
）

な
ど

）
。

こ
れ

ま
で

屏
風

の
制

作
年

代

と
屏

風
に

描
か

れ
た

景
観

自
体

の
年

代
の

諸
説

が
論

じ
ら

れ
、

今
回

の
天

守
復

元
資

料
と

し
て

重
要

な
景

観

年
代

に
つ

い
て

は
寛

永
末

年
の

論
説

が
有

力
と

な
っ

て
い

る
。

そ
の

上
で

、
再

度
屏

風
に

描
か

れ
た

建
造

物

を
詳

細
に

調
査

し
、

屋
根

の
描

き
方

や
色

彩
の

矛
盾

な
ど

を
解

消
す

る
方

向
で

検
討

を
す

す
め

、
あ

ら
た

め

て
天

守
復

元
に

必
要

な
裏

付
資

料
と

す
る

。
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（
3
）

 天
守

内
部

の
検

討

こ
れ

ま
で

の
研

究
で

は
、

天
守

内
部

の
様

子
に

関
す

る
文

献
史

料
と

し
て

「
年

々
日

記
 

三
十

」（
多

和
文

庫

蔵
）

が
調

査
さ

れ
て

い
る

。
こ

こ
に

は
明

治
4

年
当

時
の

天
守

内
部

の
様

子
が

記
載

さ
れ

て
い

る
。

具
体

的

な
記

述
は

少
な

い
が

、
窓

開
口

や
梯

子
、

4
階

の
畳

の
存

在
な

ど
が

か
か

れ
て

お
り

、
内

部
の

貴
重

な
資

料

で
あ

る
。

た
だ

し
、

復
元

に
至

る
に

は
更

な
る

検
討

が
必

要
で

あ
る

こ
と

は
確

実
で

あ
る

。
 

・
各

階
の

平
面

計
画

：
造

作
（

位
置

、
寸

法
、

材
料

な
ど

）

：
建

具
（

位
置

、
寸

法
、

材
料

な
ど

）

：
階

段
（

位
置

、
寸

法
、

材
料

な
ど

）

：
床

 
（

床
板

方
向

、
無

目
、

畳
な

ど
）

特
に

「
小

神
野
茟

帖
 

仁
」

に
よ

る
と

最
上

階
は

「
諸

神
の

間
」

と
い

う
記

述
が

確
認

さ
れ

、
こ

の
階

の
性

格
を

ど
の

よ
う

に
考

え
る

か
に

よ
っ

て
構

造
や

内
部

空
間

は
大

き
く

変
わ

る
こ

と
に

な
る

た
め

、

注
意

が
必

要
で

あ
る

。

（
4
）

 断
面

構
成

の
検

討

・
心

柱
、

四
天

柱
（

掘
立

柱
）

の
存

在
が

発
掘

調
査

か
ら

確
認

さ
れ

て
い

る
が

、
こ

の
柱

の
存

在
意

図
や

構
造

的
な

架
構

方
法

に
つ

い
て

更
な

る
検

討
が

必
要

と
な

る
。

（
5
）

 建
物

仕
様

お
よ

び
細

部
意

匠

・
建

物
を

構
成

す
る

各
部

位
、

各
部

材
の

寸
法

、
材

質
、

仕
様

な
ど

。

（
窓

や
軒

裏
塗

籠
等

の
細

部
意

匠
は

、
現

存
す

る
重

要
文

化
財

建
造

物
が

参
考

類
例

と
な

る
）

 
上

記
に

あ
げ

た
5

項
目

は
、
「

復
原

」
試

案
の

次
の

段
階

に
進

む
上

で
必

要
な

調
査

研
究

の
必

須
事

項
と

な
る

。
こ

れ
ま

で
も

か
な

り
の

精
度

で
包

括
的

な
調

査
研

究
が

な
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
踏

ま
え

る
と

、
今

後
の

調
査

研
究

は
推

察

が
含

ま
れ

る
こ

と
は

否
め

な
い

。
そ

の
上

で
、

歴
史

に
忠

実
な

復
元

を
目

指
さ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

た
め

、
類

例
に

よ

る
比

較
研

究
が

非
常

に
重

要
と

な
る

。
類

例
建

物
に

つ
い

て
、

上
記

各
項

目
に

焦
点

を
合

わ
せ

た
調

査
研

究
を

進
め

、

復
元

試
案

の
充

実
を

図
る

。
 

1
-
3

.追
加

調
査

検
討

事
項

（
1
）

 発
掘

調
査

か
ら

の
知

見
、

成
果

の
追

加

・
穴

蔵
出

入
口

柱
寸

法

・
検

出
遺

物

掘
立

柱
痕

（
柱

材
質

、
寸

法
、

形
状

の
同

定
）

 

外
壁

漆
喰

片
の

検
出

お
よ

び
所

見
 

瓦
片

（
丸

瓦
、

平
瓦

、
軒

瓦
な

ど
）

 

金
物

（
釘

、
鎹

な
ど

）
 

（
2
）

 古
写

真
・

絵
図

か
ら

の
追

加
情

報

・
南

蛮
造

り

・
外

壁
の

色
彩

・
屋

根
形

状

・
鯱

（
3
）

 
類

例

・
月

見
櫓

・
艮

櫓

9

上
記

各
項

目
に

添
っ

て
、

こ
れ

ま
で

に
調

査
研

究
さ

れ
て

き
た

復
元

考
察

に
追

加
可

能
な

内
容

を
記

載
す

る
。

 

今
後

も
、

発
掘

調
査

に
よ

っ
て

検
出

さ
れ

た
遺

物
の

整
理

や
検

証
な

ど
を

は
じ

め
、

天
守

復
元

に
向

け
て

様
々

な
資

料
が

確
認

さ
れ

て
い

く
こ

と
と

推
察

さ
れ

る
が

、
こ

こ
で

は
ま

ず
、

現
時

点
で

確
認

さ
れ

て
い

る
知

見
を

中
心

に
紹

介

し
、

検
討

の
資

料
と

し
た

い
。

 

注
：

上
記

文
章

中
、「

復
元

」
お

よ
び

「
復

原
」

を
併

用
し

て
い

る
。「

史
跡

高
松

城
跡

資
料

調
査

報
告

書
」（

平
成

2
0

年
3

月
 

史
跡

高
松

城
跡

建
造

物
資

料
調

査
団

）
に

よ
る

文
章

は
、

原
文

の
ま

ま
「

復
原

」
を

用
い

た
。

 

10

2
. 

復
元

根
拠

前
項

に
て

示
し

た
各

項
目

か
ら

、
こ

れ
ま

で
史

跡
高

松
城

跡
建

造
物

資
料

調
査

団
に

よ
っ

て
研

究
検

討
さ

れ
た

内
容

の
概

要
を

以
下

に
列

記
す

る
。

 

2
-
1

 
発

掘
成

果
（

写
真

1
参

照
）

①
地

下
１

階
（

穴
蔵

）
の

平
面

が
判

明
し

た
。

②
掘

立
柱

４
本

の
存

在
が

判
明

し
た

。

③
芯

柱
の

存
在

を
示

す
礎

石
（

現
在

は
位

置
が

ず
れ

て
い

る
）

の
存

在
が

判
明

し
た

。

④
地

下
１

階
礎

石
上

面
の

痕
跡

か
ら

土
台

を
使

っ
て

い
た

こ
と

が
判

明
し

た
（

写
真

1
破

線
部

分
参

照
）

。

北
西

隅
に

あ
る

礎
石

に
よ

っ
て

、
土

台
を

設
置

し
た

こ
と

に
よ

る
擦

痕
や

破
損

痕
跡

が
確

認
で

き
、

幅
一

尺
程

の
土

台
が

敷
い

て
あ

っ
た

事
が

確
認

で
き

た
。

穴
蔵

の
南

東
隅

の
礎

石
上

面
に

は
幅

１
尺

程
（

約
3

0
.3

ｃ
ｍ

）
の

直
線

の
土

台
の

痕
跡

が
あ

る
。

 

ま
た

、
北

西
隅

の
土

台
痕

跡
と

の
間

が
一

間
６

尺
５

寸
で

六
間

間
隔

で
あ

っ
た

た
め

基
準

尺
を

６
尺

５
寸

と
判

断
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

⑤
 

設
計

基
準

寸
法

は
６

尺
５

寸
で

あ
る

こ
と

が
判

明
し

た
。

⑥
 

１
階

の
平

面
が

（
地

下
１

階
平

面
と

、
地

下
１

階
周

囲
石

垣
上

面
の

発
掘

成
果

お
よ

び
後

に
述

べ
る

古
写

真
等

か

ら
）

ほ
ぼ

判
明

し
た

。

⑦
 

掘
立

柱
と

心
柱

の
存

在
か

ら
、

掘
立

柱
形

式
と

心
柱

形
式

を
合

わ
せ

た
構

造
で

あ
る

こ
と

が
判

明
し

た
。

9
・
1
0
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参
考

資
料

2
-
1

-
1

 
発

掘
調

査
 

写
真

1
 

 
天

守
台

発
掘

完
了

時
の

様
子

 

写
真

2
 

入
口

部
拡

大
 

 
 

写
真

3
 

入
口

部
正

面
 

発
掘

調
査

に
よ

り
、地

下
入

口
の

礎
石

上
面

や
石

垣
か

ら
、
柱

周
り

の
金

具
よ

り
発

生
し

た
錆

の
痕

跡
が

検
出

さ
れ

、

柱
径

寸
法

が
明

ら
か

に
さ

れ
て

い
る

。
１

.4
寸

×
１

.１
寸

の
角

材
が

用
い

ら
れ

て
い

た
よ

う
で

あ
る

。
 

北
 

東
 

西
 

 

南
 

柱
の

痕
跡

 

12
 

検
出

遺
物

 
天

守
台

発
掘

に
と

も
な

い
瓦

片
や

金
物

、
さ

ら
に

は
外

壁
漆

喰
片

な
ど

が
検

出
さ

れ
て

い
る

。
い

ず
れ

の

遺
物

も
、

検
出

情
況

な
ど

か
ら

考
え

て
、

天
守

建
造

に
用

い
ら

れ
て

い
た

建
築

材
料

と
推

察
さ

れ
る

。
 

写
真

4
 

本
丸

北
側

多
聞

天
守

漆
喰

検
出

状
況

 
 

写
真

5
 

掘
立

丸
柱

検
出

状
況

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

写
真

6
 

鬼
瓦

片
出

土
状

況
（

天
守

台
南

西
隅

よ
り

出
土

）
 

本本
丸丸

北北
多多

聞聞
  

土
佐

漆
喰

の
可

能

性
が

高
い

漆
喰

片

が
出

土
 

掘掘
立立

丸丸
柱柱

痕痕
  

直
径

3
0

c
m

程
度

の
栂

材
丸

柱
が

、
長

さ
7

0
c
m

～
8

0
c
m

程
度

残
存

。
 

放
射

性
炭

素
C
１

4
年

代
測

定
法

（
A

M
S

法
）

で
は

、
西

暦
1

6
3

0
年

～

1
6

6
0

年
の

可
能

性
が

高
い

こ
と

が
示

さ
れ

た
。

 

NN
  

検
出

さ
れ

た
漆

喰
片

は
、

外
観

か
ら

判
断

す
る

限
り

「
土

佐
漆

喰
」

の

可
能

性
が

高
い

と
の

所
見

を
得

て
い

る
。

し
か

し
な

が
ら

、
高

松
城

の
現

存
櫓

に
お

け
る

漆
喰

は
、

所
謂

「
漆

喰
」

と
工

事
報

告
書

に
記

載
さ

れ
て

い
る

。
こ

の
こ

と
は

、
一

つ
の

城
で

2
つ

の
漆

喰
工

法
と

い
う

問
題

が

派
生

す
る

。
天

守
の

み
「

土
佐

漆
喰

」
が

使
用

さ
れ

た
の

で
は

な
い

と
す

る
と

、
現

存
の

櫓
の

漆
喰

は
、

後
世

の
修

理
や

改
変

と
考

え
る

こ
と

も
出

来
る

。
い

ず
れ

に
し

て
も

、
出

土
し

た
漆

喰
片

は
「

土
佐

漆
喰

」
の

可
能

性
が

高
く

、
天

守
復

元
に

当
た

っ
て

の
貴

重
な

資
料

で
あ

る
こ

と
は

確
実

で
あ

る
。

 

図
2

 
天

守
台

発
掘

平
面

図
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瓦
片

：
 

写
真

7
 

軒
丸

瓦
写

真
8

 
丸

瓦
写

真
9

 
軒

丸
瓦

 

写
真

1
0

 
鳥

衾
 

 
写

真
1

1
 

軒
丸

瓦
 

 
写

真
1

2
 

丸
瓦

 

写
真

1
3

 
軒

丸
瓦

写
真

1
4

 
軒

丸
瓦

（
巴

文
）

写
真

1
5

 
軒

平
瓦

（
亀

甲
に

花
菱

？
）

 

写
真

1
6

 
軒

平
瓦

写
真

1
7

 
軒

平
瓦

写
真

1
8

 
軒

瓦
 

写
真

1
9

 
平

瓦
写

真
2

0
 

平
瓦

 
 

写
真

2
1

 
平

瓦
 

14
 

金
物

（
飾

、
釘

、
鎹

）
 

写
真

2
2

 
飾

り
金

物
 

写
真

2
3

 
飾

り
金

物
 

写
真

2
4

 
飾

り
金

物
？

 

写
真

2
5

 
釘

写
真

2
6

 
釘

 
 

写
真

2
7

 
目

釘
？

 

写
真

2
8

 
鎹

写
真

2
9

 
鎹

 
 

写
真

3
0

 
鎹

 

写
真

3
1

 
不

明
写

真
3

2
 

不
明

 
 

写
真

3
3

 
不

明
 

写
真

3
4

 
不

明
写

真
3

5
 

目
鎹

？
 

写
真

3
6

 
不

明
 

資
料

は
総

て
高

松
市

教
育

委
員

会
提

供
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13
 

瓦
片

：
 

写
真

7
 

軒
丸

瓦
写

真
8

 
丸

瓦
写

真
9

 
軒

丸
瓦

 

写
真

1
0

 
鳥

衾
 

 
写

真
1

1
 

軒
丸

瓦
 

 
写

真
1

2
 

丸
瓦

 

写
真

1
3

 
軒

丸
瓦

写
真

1
4

 
軒

丸
瓦

（
巴

文
）

写
真

1
5

 
軒

平
瓦

（
亀

甲
に

花
菱

？
）

 

写
真

1
6

 
軒

平
瓦

写
真

1
7

 
軒

平
瓦

写
真

1
8

 
軒

瓦
 

写
真

1
9

 
平

瓦
写

真
2

0
 

平
瓦

 
 

写
真

2
1

 
平

瓦
 

14
 

金
物

（
飾

、
釘

、
鎹

）
 

写
真

2
2

 
飾

り
金

物
 

写
真

2
3

 
飾

り
金

物
 

写
真

2
4

 
飾

り
金

物
？

 

写
真

2
5

 
釘

写
真

2
6

 
釘

 
 

写
真

2
7

 
目

釘
？

 

写
真

2
8

 
鎹

写
真

2
9

 
鎹

 
 

写
真

3
0

 
鎹

 

写
真

3
1

 
不

明
写

真
3

2
 

不
明

 
 

写
真

3
3

 
不

明
 

写
真

3
4

 
不

明
写

真
3

5
 

目
鎹

？
 

写
真

3
6

 
不

明
 

資
料

は
総

て
高

松
市

教
育

委
員

会
提

供
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15
 

・
 
写

真
3

7
の

鯱
は

、
1

7
5

7
年

（
宝

暦
7
）

の
暴

風
雨

に
よ

っ
て

壊
れ

た
鯱

に
代

わ
っ

て
、

1
7

5
8

年
（

宝
暦

8
）

に

製
造

。
1

8
8

4
年

（
明

治
1

7
）

の
天

守
取

り
壊

し
ま

で
屋

根
に

の
っ

て
い

た
も

の
。

・
 
高

松
城

天
守

の
鯱

に
つ

い
て

は
、

貞
享

4
年

9
月

：
西

手
吹

き
折

れ
る

。
 

宝
暦

7
年

8
月

（
9

月
）
：

吹
き

落
ち

る
。

 

宝
暦

8
年

2
月

：
青

銅
製

の
鋳

物
に

な
る

。
作

事
奉

行
瀬

尾
孫

太
夫

、
鋳

物
師

森
田

新
八

尉
方

壽
。

 

嘉
永

2
年

5
月

：
鰭

破
損

の
た

め
鰭

の
み

鋳
造

。
鍛

冶
直

造
お

よ
び

倅
の

源
兵

衛
。

 

明
治

期
に

陸
軍

省
が

処
分

。
 

大
正

1
3

年
7

月
2

1
日

：
松

平
家

が
買

い
戻

す
。

と
い

っ
た

経
歴

が
残

さ
れ

て
い

る
。

 

参
考

資
料

2
-
1

-
2

 
「

日
本

古
代

か
ら

の
漆

喰
」

と
「

土
佐

漆
喰

」
 

漆
喰

の
種

類
 

漆
喰

は
２

種
類

に
分

け
る

こ
と

が
で

き
、
１

つ
は

一
般

に
「

漆
喰

」
と

い
わ

れ
て

い
る
「

日
本

古
代

か
ら

の
漆

喰
」
、

も
う

１
つ

は
土

佐
を

中
心

に
四

国
を

出
な

い
範

囲
で

使
わ

れ
て

い
る

「
土

佐
漆

喰
」

で
あ

る
。

 

■
「

日
本

古
代

か
ら

の
漆

喰
」

・
材

料
：

消
石

灰
・

貝
灰

・
ス

サ
・

海
藻

海
苔

を
主

材
料

と
し

、
海

藻
海

苔
の

煮
汁

で
練

っ
て

作
る

。

・
特

徴
：

薄
塗

り
が

原
則

。
色

は
白

色
度

が
高

い
。

外
部

の
雨

が
か

り
な

ど
、

条
件

の
厳

し
い

と
こ

ろ
で

は
耐

久
力

が
弱

い
。

 

■
「

土
佐

漆
喰

」

・
材

料
：

消
石

灰
・

藁
ス

サ
（

発
酵

さ
せ

た
も

の
）

を
主

材
料

と
し

、
水

を
入

れ
臼

で
搗

い
て

作
る

。

・
特

徴
：

厚
塗

り
。

塗
り

た
て

は
黄

色
で

あ
る

が
、

数
年

経
過

す
る

と
白

色
と

な
る

。
耐

久
性

に
優

れ
る

。

「
日

本
古

代
か

ら
の

漆
喰

」
を

外
部

の
雨

が
か

り
部

分
に

使
用

す
る

場
合

、
下

地
を

砂
漆

喰
（

南
蛮

漆
喰

）
と

し
、

厚
く

塗
る

な
ど

し
て

耐
久

性
を

も
た

せ
て

い
る

。
一

方
、

「
土

佐
漆

喰
」

は
水

に
強

く
、

海
藻

海
苔

を
使

用
せ

ず
に

、
発

酵
さ

せ
た

藁
を

混
ぜ

て
お

り
、

そ
れ

が
粘

性
を

も
つ

こ
と

で
強

度
が

高
く

な
っ

て
い

る
。

 

高
松

城
天

守
台

出
土

漆
喰

 

分
析

結
果

に
よ

る
と
「

土
佐

漆
喰

」
の

可
能

性
が

高
い

が
、
創

建
当

初
か

ら
土

佐
漆

喰
で

あ
る

と
は

考
え

に
く

く
、

修
理

に
お

い
て

塗
ら

れ
た

も
の

と
考

え
ら

れ
る

。
 

ま
た

、
修

理
工

事
報

告
書

に
よ

る
高

松
城

現
存

櫓
は

「
日

本
古

代
か

ら
の

漆
喰

」
で

あ
り

、
１

つ
の

城
に

２
つ

の

漆
喰

工
法

が
み

ら
れ

る
こ

と
に

な
る

が
、

一
般

的
に

外
壁

漆
喰

は
多

く
の

修
理

を
受

け
て

い
る

結
果

の
も

の
で

あ

る
と

考
え

ら
れ

る
。

 

参
考

：
「

高
松

城
天

守
台

出
土

漆
喰

の
所

見
」

姫
路

市
立

城
郭

研
究

室
 

上
田

耕
三

 

写
真

3
7

 
天

守
鯱

（
高

松
市

歴
史

資
料

館
蔵

）
 

写
真

3
8

 
月

見
櫓

鯱
（

月
見

櫓
内

保
管

）
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2
-
2

 
古

写
真

写
真

（
主

に
ケ

ン
ブ

リ
ッ

ジ
大

学
所

蔵
写

真
 

写
真

3
9
）

か
ら

次
の

諸
点

が
判

明
し

た
。

①
 

外
観

の
う

ち
、

東
面

と
南

面
の

様
相

が
判

明
し

た
。

②
 

屋
根

を
支

え
る

方
杖

の
分

析
か

ら
、
南

面
・

東
面

の
柱

位
置

が
判

明
し

た
。
高

さ
関

係
も

か
な

り
わ

か
る

。
ま

た
、

す
で

に
判

明
し

た
地

下
１

階
と

１
階

の
平

面
と

合
わ

せ
る

と
、

全
体

の
柱

位
置

の
検

討
が

可
能

と
な

る
。

③
 

南
面
・
東

面
の

外
観

が
判

明
し

、
各

階
の

平
面

が
判

明
し

た
結

果
、
北

面
と

西
面

の
外

観
も

あ
る

程
度

判
明

し
た

。

高
松

城
天

守
は

、
古

写
真

か
ら

、
外

観
が

や
や

珍
ら

し
い

形
式

（
南

蛮
造

り
と

呼
ば

れ
る

）
に

属
す

る
事

が
わ

か
る

。
 

○
初

重

初
重

屋
根

は
東

側
に

小
さ

な
入

母
屋

破
風

が
二

つ
あ

る
比

翼
入

母
屋

の
形

式
を

と
っ

て
い

る
。

恐
ら

く
西

側
も

ほ
ぼ

同

様
の

意
匠

と
判

断
さ

れ
る

。
東

側
の

壁
面

に
は

、
格

子
窓

が
四

つ
あ

る
の

が
確

認
で

き
る

。
 

南
側

に
も

東
側

と
同

じ
大

き
さ

と
推

定
さ

れ
る

格
子

窓
が

二
つ

あ
り

、
中

央
に

は
大

き
な

出
格

子
が

設
け

ら
れ

、
そ

の

上
に

は
軒

唐
破

風
が

あ
る

。
東

側
に

は
狭

間
だ

と
思

わ
れ

る
穴

が
五

つ
程

見
ら

れ
る

が
、

あ
ま

り
明

瞭
で

は
な

い
。

 

○
第

二
重

第
二

重
は

ち
ょ

う
ど

第
一

重
を

9
0
度

回
転

さ
せ

た
意

匠
で

、
南

側
を

比
翼

入
母

屋
と

し
、

東
側

中
央

に
出

格
子

お
よ

び
軒

唐
破

風
を

設
け

て
い

る
。

 

○
三

重
目

三
重

目
は

内
部

が
上

下
二

階
に

分
か

れ
、

そ
の

上
階

は
四

方
に

張
出

し
た

い
わ

ゆ
る

南
蛮

造
り

と
い

わ
れ

る
手

法
を

示

し
て

い
る

。
そ

の
南

側
中

央
に

火
燈

窓
を

開
き

、
屋

根
に

は
軒

唐
破

風
を

設
け

、
そ

の
下

に
は

蟇
股

が
あ

る
。

外
壁

は
総

塗
籠

と
し

、
初

重
二

重
の

屋
根

は
方

杖
で

支
え

て
い

る
が

、
三

重
目

に
は

方
杖

が
な

く
、
塗

廻
し

の
手

法
を

と
っ

て
い

る
。

 

写
真

を
み

る
と

初
重

（
1
階

）
・

二
重

目
（

２
階

）
の

屋
根

は
方

杖
を

持
っ

て
い

る
。

こ
の

方
杖

は
、

姫
路

城
等

の
構

造
を

参
考

に
す

れ
ば

、
外

壁
側

の
柱

に
取

り
付

け
ら

れ
て

い
る

と
判

断
さ

れ
る

、
方

杖
の

位
置

か
ら

外
壁

側
の

柱
位

置
を

推
定

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
ま

た
、

三
重

目
の

上
階

（
４

階
）

の
張

出
し

部
分

を
支

え
て

い
る

腕
木

の
位

置
か

ら
も

、
三

重
目

の
柱

位
置

を
推

定
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

壁
の

柱
位

置
を

推
定

す
る

と
、

柱
も

一
定

の
間

隔
で

建
て

ら
れ

て
い

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

 

写
真

か
ら

方
杖

が
確

認
で

き
な

い
部

位
に

も
方

杖
が

あ
っ

た
と

思
わ

れ
る

。
方

杖
が

確
認

で
き

な
い

の
は

、
老

朽
化

の

た
め

方
杖

が
取

れ
て

し
ま

っ
た

と
思

わ
れ

る
箇

所
と

、
木

な
ど

に
隠

れ
て

確
認

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
箇

所
と

あ
る

。
ま

た
、

元
来

方
杖

は
な

く
、

出
窓

な
ど

に
な

っ
て

い
る

位
置

も
、

等
間

隔
で

柱
位

置
を

推
定

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

柱
位

置
が

決
ま

っ
て

く
る

と
、

窓
や

狭
間

の
配

置
も

推
定

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 



- 98 -

17
 

参
考

資
料

2
-
2

 
天

守
古

写
真

 

天
守

の
各

部
仕

様
お

よ
び

意
匠

の
参

考
と

し
て

、
こ

れ
ま

で
に

確
認

さ
れ

た
事

項
を

再
確

認
し

て
み

る
。

 

写
真

3
9

 
ケ

ン
ブ

リ
ッ

ジ
大

学
秘

蔵
明

治
古

写
真

（
明

治
1

5
年

）
 

－
マ

ー
ケ

ー
ザ

号
の

日
本

旅
行

―
 

平
凡

社
 

2
0

0
5

 

写
真

4
0

 
天

守
古

写
真

 
(～

明
治

1
7

年
)（

松
平

公
益

会
蔵

）
 

18
 

2
-
3

 
文

献
資

料

文
献

史
料

は
、

高
松

市
教

育
委

員
会

に
よ

っ
て

広
く

集
め

ら
れ

て
い

る
。

そ
の

中
で

主
要

な
も

の
は

以
下

の
通

り
で

あ

る
。

 史
料

名
 

 
 

年
代

 
所

蔵
 

『
英

公
日

暦
 
四

』
 

 
承

応
元

年
（

1
6

5
2
）

 
鎌

田
共

済
会

郷
土

博
物

館
蔵

 

『
寛

文
頃

以
降

 
高

松
藩

中
出

来
事

届
け

』
 

 
寛

文
２

年
（

1
6

6
2
）

  
鎌

田
共

済
会

郷
土

博
物

館
蔵

 

『
小

神
野

夜
話

 
巻

一
』

 
 
延

宝
期

（
1

6
7

3
～

8
0
）

 
瀬

戸
内

海
歴

史
民

俗
資

料
館

蔵
 

『
小

神
野

夜
話

 
壹

』
 

 
 
延

宝
期

（
1

6
7

3
～

8
0
）

 
鎌

田
共

済
会

郷
土

博
物

館
蔵

 

『
小

神
野

茟
帖

 
仁

』
 

 
 
延

宝
期

（
1

6
7

3
～

8
0
）

 
瀬

戸
内

海
歴

史
民

俗
資

料
館

蔵
 

『
盛

衰
記

 
水

』
 

 
延

宝
期

（
1

6
7

3
～

8
0
）

 
鎌

田
共

済
会

郷
土

博
物

館
蔵

 

『
消

暑
漫

筆
 
壹

』
 

 
宝

暦
８

年
（

1
7

5
8
）

 
鎌

田
共

済
会

郷
土

博
物

館
蔵

 

『
高

松
城

天
守

閣
鯱

ニ
関

ス
ル

調
』

 
 
宝

暦
８

年
（

1
7

5
8
）

 
鎌

田
共

済
会

郷
土

博
物

館
蔵

 

『
御

巡
見

御
用

ニ
付

諸
仕

出
控

』
 

 
 
天

保
９

年
（

1
8

3
8
）

 
瀬

戸
内

海
歴

史
民

俗
資

料
館

蔵
 

『
年

々
日

記
 
三

十
』

 
 

 
明

治
４

年
（

1
8

7
１

）
 

多
和

文
庫

蔵
 

『
明

治
 
大

日
記

』
 

 明
治

５
年

（
1

8
7

2
）

 
防

衛
庁

防
衛

研
究

所
蔵

 

2
-
3

-
1

. 
天

守
規

模
に

関
す

る
文

献
史

料

①
『

小
神

野
茟

帖
 
仁

』
（

瀬
戸

内
海

歴
史

民
俗

資
料

館
蔵

、
延

宝
期

1
6

7
3
～

8
0
）

 

天
守

の
各

階
の

規
模

が
全

て
記

さ
れ

て
い

る
も

の
と

し
て

『
小

神
野

茟
帖

 仁
』

が
あ

る
。

そ
れ

に
よ

る
と

以
下

の
ご

と

く
書

か
れ

て
い

る
。

こ
こ

に
記

載
さ

れ
て

い
る

「
諸

神
之

間
」

は
最

上
階

で
あ

る
4
階

、
「

同
下

」
に

つ
い

て
は

地
下

1
階

部
分

に
あ

た
る

と
思

わ
れ

る
。

史
料

と
各

階
と

の
関

係
は

下
の

よ
う

に
な

る
。

 

「
諸

神
之

間
」

→
4
階
、

「
二
之

間
」
→
3階

、
「

三
之

間
」
→
2
階
、

「
四

之
間

」
→
1
階
、

「
同
下

」
→

地
下
1階

 

「
二

之
間

」
、

「
四

之
間

」
の

記
事

は
、

誤
記

が
あ

る
と

思
わ

れ
る

。
「

二
之

間
」

に
つ

い
て

は
、

史
料

に
は

「
同

五

間
 
同

六
間

」
と

あ
り

、
東

西
５

間
、

南
北

６
間

の
規

模
で

あ
る

こ
と

が
わ

か
る

。
し

か
し

、
天

守
の

写
真

外
観

を
見

る

と
、

天
守

の
３

階
と

４
階

部
分

は
、

南
蛮

造
り

の
た

め
４

階
部

分
が

四
方

へ
張

出
し

て
い

て
３

階
よ

り
大

き
く

な
っ

て
い

て
、

史
料

通
り

の
記

載
で

は
４

階
部

分
が

張
出

す
形

式
と

な
ら

な
い

。
 

「
四

之
間

」
に

つ
い

て
は

畳
数

の
記

載
が

あ
り

、
四

之
間

は
1

8
7

 
帖

と
あ

る
が

、
正

し
く

計
算

を
行

う
と

2
8

7
.5

 帖

と
な

る
。

よ
っ

て
史

料
に

記
載

さ
れ

た
数

値
は

当
初

か
ら

の
間

違
い

か
、

書
き

写
し

の
際

に
写

し
間

違
え

た
の

で
は

な
い

か
と

思
わ

れ
る

。
 

以
上

の
事

か
ら

『
小

神
野

茟
帖

 
仁

』
に

よ
る

天
守

規
模

は
以

下
の

通
り

と
な

る
。

 

東
西

 
南

北
 

検
討

結
果

 

５
階

 
諸

神
之

間
 

7
間

 
6
間

 
（

4
2
坪

 
8

4
畳

）
 

４
階

 
二

之
間

 
6
間

 
5
間

 
（

3
0
坪

 
6

0
畳

）
 

３
階

 
三

之
間

 
9
間

 
8
間

 
（

7
2
坪

 
1

4
4
畳

）
 

２
階

 
四

之
間

 
1

2
.5

間
 

1
1

.5
間

 
（

1
4

3
,7

5
 
坪

 
2

8
7

,5
 
畳

）
 

１
階

 穴
蔵

 
同

下
 

6
間

 
5
間

 
（

3
0
坪

 
6

0
畳

）
 

諸
神

之
間
 

東
西

七
間
 

南
北

六
間
 

此
畳

八
拾

帖
 

二
之

間
 

同
五

間
 

同
六

間
 

此
畳

六
拾

帖
 

三
之

間
 

同
九

間
 

同
八

間
 

此
畳

百
四

拾
四

帖
 

四
之

間
 

同
拾

二
間

半
 

同
拾

一
間

半
 

此
畳

百
八

拾
七

帖
 

同
下
 

同
六

間
 

同
五

間
 

此
畳

六
拾

帖
 

公
益

財
団

法
人

　
松

平
公

益
会

提
供

＊
原
書
で
は
掲
載
さ
れ
て
い
た
が
、
本
書
で
は
掲
載
し
な
い
。
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ま
た

、
『

小
神

野
茟

帖
 
仁

』
に

よ
る

と
、

天
主

台
は

「
天

守
台

石
垣

上
東

西
拾

二
間

南
北

十
間

半
」

と
あ

り
、

東
西

1
2
間

（
約

2
3

.6
ｍ

）
、

南
北

1
0
間

半
（

約
2

0
.7

ｍ
）

の
規

模
で

あ
っ

た
こ

と
に

な
る

。
し

か
し

、
石

垣
天

端
の

実
測

値
か

ら
す

る
と

、
東

西
2

2
.1

～
2

2
.4

ｍ
（

約
1

1
間

1
尺

～
約

1
1
間

2
尺

）
、

南
北

2
1

.6
～

2
1

.8
ｍ

（
約

1
0
間

6
尺

～
約

1
1
間

）
で

、
記

事
と

合
わ

な
い

。
地

下
1
階

（
穴

蔵
）

部
分

で
あ

る
「

同
下

」
の

東
西

６
間

（
約

1
1

.8
ｍ

）
の

規

模
に

つ
い

て
は

、
発

掘
成

果
で

得
ら

れ
た

土
台

痕
跡

と
一

致
す

る
。

 

天
守

の
高

さ
に

つ
い

て
は

、
『

小
神

野
茟

帖
 
仁

』
に

よ
る

と
「

天
守

五
重

間
数

高
十

七
間

半
 
内

石
垣

四
間

」
と

あ
り

、

総
高

で
1

7
間

半
（

約
3

4
.5

ｍ
）

、
そ

の
う

ち
石

垣
が

4
間

（
約

7
.8

7
m

）
で

、
天

守
の

高
さ

は
1

3
間

半
（

約
2

6
.6

m
）

と
な

る
が

、
石

垣
の

高
さ

の
実

測
値

は
約

1
3
ｍ

（
約

6
間

半
）

で
、

記
事

が
正

し
い

と
は

い
え

な
い

。
 

②
『

消
暑

漫
筆

 壹
』

（
鎌

田
共

済
会

郷
土

博
物

館
蔵

、
宝

暦
８

年
（

1
7

5
8
）

 

天
守

の
１

階
部

分
の

規
模

に
つ

い
て

『
消

暑
漫

筆
 
壹

』
に

は
、
「

御
天

守
下

の
重

東
西

十
三

間
弐

尺
南

北
十

弐
間

弐
尺

な
り

」
と

あ
り

、
1
階

の
規

模
が

東
西

1
3
間

2
尺

（
約

2
6

.2
m

）
、

南
北

1
2
間

2
尺

（
約

2
4

.2
m

）
で

あ
っ

た
と

記
載

さ
れ

て
い

る
。

こ
の

数
値

は
『

小
神

野
茟

帖
 仁

』
の

記
載

よ
り

東
西

・
南

北
と

も
5
尺

2
寸

5
分

広
い

こ
と

に
な

る
。

 

東
西
 

南
北
 

『
小
神
野

茟
帖

 仁
』
 

1
2
間
（
約

2
3.

6ｍ
）
 

1
0
間
半
（

約
2
0
.7
ｍ
）
 

『
消
暑
漫

筆
 
壹
』
 

1
3
間
2
尺
（
約

2
6.

2
m）

 
1
2
間
2
尺
（
約

2
4.
2
m）

 

実
測
値
 

2
2
.
1～

22
.
4ｍ

 

（
約
1
1
 間

１
尺
～
約

1
1 

間
2
 尺

）
 

2
1
.
6～

21
.
8ｍ

 

（
約
1
0
 間

6 
尺
～
約

1
1 
間
）
 

高
さ

に
つ

い
て

は
「

石
垣

水
の

上
面

よ
り

七
間

半
土

台
よ

り
御

天
守

上
の

瓦
ま

で
十

三
間

半
」

と
あ

り
、

石
垣

の
高

さ

は
水

面
よ

り
7
間

半
（

約
1

4
.8

m
）

、
天

守
の

高
さ

は
1

3
間

半
（

約
2

6
.6

m
）

で
あ

る
こ

と
が

記
載

さ
れ

て
い

る
。

こ

の
石

垣
の

高
さ

も
実

測
値

と
は

異
な

る
が

、
斜

距
離

を
記

録
し

て
い

る
の

で
あ

れ
ば

ほ
ぼ

正
確

で
あ

る
。

天
守

の
高

さ
に

つ
い

て
は

『
小

神
野
茟

帖
 仁

』
の

記
載

と
一

致
し

て
い

る
。

 

石
垣
 

天
守
 

『
小
神
野

茟
帖

 仁
』
 

4
間
（
約
7
.
87
m
）
 

1
3
間

半
（

約
2
6
.
6m
）
 

『
消
暑
漫

筆
 
壹
』
 

7
間
半
（
約
14
.
8
m）

 
1
3
間

半
（

約
2
6
.
6m
）
 

実
測
値
 

約
1
3
ｍ
（
約
6
 
間
半
）
 

ま
た

、
藤

岡
通

夫
氏

は
、

高
松

城
天

守
の

初
重

の
規

模
に

つ
い

て
「

東
西

十
三

間
二

尺
、

南
北

十
二

間
二

尺
の

規
模

を

有
し

て
い

た
と

い
う

」
（

『
近

世
建

築
史

論
集

』
、

中
央

公
論

美
術

出
版

、
昭

和
4

4
年

）
と

し
て

い
る

。
こ

の
数

値
に

つ
い

て
の

根
拠

は
示

さ
れ

て
い

な
い

が
、

こ
の

規
模

は
『

消
暑

漫
筆

 壹
』

に
よ

る
も

の
と

思
わ

れ
る

。
 

古
写

真
よ

り
高

さ
を

検
討

し
た

結
果

、
 

1
階

：
2

階
：

3
階

：
4

階
≒

1
.5

：
1
：

0
.9

：
1

.2
5

 

と
な

る
こ

と
が

わ
か

る
。

こ
の

こ
と

か
ら

、
1

階
か

ら
3

階
に

か
け

て
徐

々
に

高
さ

が
低

く

な
っ

て
い

き
、

4
階

に
な

る
と

少
し

高
く

な
る

こ
と

が
わ

か
る

。
 

ま
た

、
図

面
で

高
さ

を
検

証
し

た
と

こ
ろ

、
天

守
の

高
さ

が
2

6
.5

5
ｍ

と
な

っ
た

。
こ

れ
は

文
献

資
料

に
記

載
さ

れ
て

い
る

1
3

間
半
（

約
2

6
.6

m
）
と

い
う

値
と

ほ
ぼ

一
致

し
て

い
る

。
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2
-
3

-
2

. 
天

守
内

部
の

様
子

に
関

す
る

文
献

史
料

天
守

の
内

部
の

様
子

が
記

さ
れ

て
い

る
も

の
と

し
て
『

年
々

日
記

 
三

十
』
（

瀬
戸

内
海

歴
史

民
俗

資
料

館
蔵

、
延

宝
期

1
6

7
3

～
8

0
）

が
あ

る
。

 

③
『

年
々

日
記

 三
十

』
に

よ
る

天
守

内
部

 
（

明
治

4
年

当
時

）

「
内

い
と

暗
く

て
見

え
ず

。
梯

(
は
し

ご
)を

上
る

に
窓
(ま

ど
)
あ
れ

ば
、
明
る

く
広

き
こ
と

い
は
ん

か
た

な
し

。
お

ど
ろ

お
ど

ろ
し

き
も

の
な

り
。
廻
り

に
床
よ

う
の

物
あ

れ
は

め
ぐ

り
つ
つ

窓
よ

り
外

の
か

た
を

見
る
に

、
御

県
の

家
々

い
ら

か

の
み

見
ゆ
。
梯
を

上
る

に
下

よ
り

は
狭
け

れ
ど

も
、
大

か
た

は
同

じ
、
又
梯

を
二

つ
上

れ
は

中
央

に
畳
な

ど
し

き
て

広
し

。

上
層

の
た

る
木

の
も

と
に

や
あ

ら
ん
、

棟
の

如
き

い
み

し
き

木
の
扇

子
の

骨
の

こ
と

く
、

四
方
へ

つ
き

出
た

り
。

」

こ
の

よ
う

に
各

階
の

様
子

に
つ

い
て

記
載

さ
れ

て
い

る
。

こ
の

『
年

々
日

記
 
三

十
』

は
、

当
事

の
高

松
城

の
内

部
の

様
子

を
知

る
唯

一
の

史
料

と
し

て
貴

重
で

あ
る

。
 

地
下

1
階

（
穴

蔵
）
 

「
内

い
と

暗
く

て
見

え
ず

」
と

あ
り

、
採

光
な

し
。

 

1
階

 
「

窓
あ

れ
ば

、
明

る
く

広
き

こ
と

い
は

ん
か

た
な

し
。

」
 

「
廻

り
に

床
よ

う
の

物
あ

れ
ば

め
ぐ

り
つ

つ
窓

よ
り

外
の

か
た

を
見

る
に

・
・

・
」

 

２
階

 
「

下
よ

り
は

狭
け

れ
ど

も
、

大
か

た
は

同
じ

」
 

３
階

 
－

記
事

な
し

－
 

４
階

 
「

梯
を

二
つ

上
れ

ば
中

央
に

畳
な

ど
し

き
て

広
し

」
 

「
上

層
の

た
る

木
の

も
と

に
や

あ
ら

ん
・

・
・

」
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「 小 神 野 茟 帖 仁 」 （ 瀬 戸 内 海 歴 史 民 俗 資 料 館 蔵 『 松 浦 文 庫 』 ）

延 宝 期

一 御 天 守 先 代 三 重 に て 御 座 候 所 崩 取 候 而 古 材 木 ニ 安

原 山 の 松 を 伐 表 向 三 重 有 腰 を 取 内 五 重 ニ 御 建 被 遊 候

大 工 頭 喜 田 彦 兵 衛 被 仰 付 播 州 姫 路 の 城 天 守 を 写 に

参 夫 よ り 豊 前 小 倉 の 城 を 写 罷 帰 り 候 姫 路 ハ 中 々

大 荘 成 事 故 小 倉 の 形 を 以 て 当 御 天 守 彦 兵 衛 仕 候 間

間 数 等 ハ 別 書 に 委 敷 有 上 の 重 ニ 諸 神 を 三 千 体 神

金 の 厨 子 四 神 旗 等 被 仰 付 候 正 五 九 月 三 度 ツ ゝ 大 般 若

執 行 被 仰 付 候 白 峯 寺 五 智 院 代 ル 代 ル 相 勤 申 候 猪 熊 千 倉

神 拝 ニ 罷 出 候 御 天 守 下 の 重 大 広 間 に て 大 般 若 執 行

有 之 奉 行 御 留 守 居 番 頭 横 目 寺 社 奉 行 月 番 年 寄

罷 出 買 物 使 之 者 罷 出 候 而 一 切 御 台 所 之 物 を 不 遣 御 買 上 ニ

成 御 料 理 と も 被 下 候 其 後 御 天 守 に て 神 拝 計 大 般

若 ハ 二 丸 上 段 に て 仕 候 様 ニ と 被 仰 付 当 時 ハ 二 の 丸 に て

御 坐 候 此 入 割 別 書 大 般 若 分 ニ 委 敷 記 置 尤 此 大 般

若 御 執 行 と 申 事 ハ 水 戸 家 御 仕 来 ニ 付 此 方 様 ニ も 被

仰 付 候

一 御 本 丸 ハ 古 来 之 通 相 更 義 無 之 候 西 ノ 丸 堺 の 御 多 門 に

戸 倉 口 ヲ 御 付 被 遊 刎 橋 口 と 申 候

一 二 丸 先 代 ハ 中 の 門 に 橋 有 之 太 鼓 矢 倉 中 門 の 東 少 寄 て

有 之 東 の 角 ハ 折 に て 有 之 角 ニ 先 代 の 屋 形 有 之 玄 関 は

西 向 に な り 桜 御 門 ハ 北 表 ニ 成 桜 の 馬 場 西 南 の 角 に 家

老 の 小 屋 四 軒 有 之 候 所 東 御 門 新 ニ 明 中 之 御 門 の 橋 ヲ

引 中 の 矢 倉 を 東 の 角 今 の 太 鼓 の 矢 倉 ニ 引 家 老 の 小

屋 ハ 武 具 蔵 ニ な る 屋 形 の 跡 ハ 今 腰 掛 立 申 と 西 御 門 ハ

北 の 角 矢 倉 の 下 ニ 有 之 候 所 只 今 の 所 江 引 申 候

一 三 の 丸 ハ 平 地 に て 桜 御 門 ハ 北 表 故 御 門 跡 前 ニ 北 へ よ り

中 堤 有 之 候 海 手 江 出 る 門 有 之 右 海 門 の 外 駒 寄 片

浜 に て 先 代 船 差 場 に て 今 の 作 事 米 蔵 と も に 片 浜 に て

東 勝 手 の 者 と も ハ 桜 の 御 門 江 南 向 ニ 出 入 仕 候 西 勝 手 之 者

ハ 只 今 の 中 御 門 ニ 相 成 北 曲 輪 今 の 水 御 門 月 見 并

鹿 の 矢 倉 黒 門 多 門 作 事 の 丸 魚 の 棚 の 入 川 北 浜 等

新 規 ニ 被 仰 付 候 西 御 門 外 ニ 家 老 屋 し き 二 軒 有 之 所

引 候 而 一 軒 の 跡 ハ 今 の 下 馬 北 御 囲 ニ 成 候 壱 軒 の 跡 ハ 十

本 松 有 之 候 場 ニ 相 成 候 外 堀 の 際 に も 内 馬 場 之 通

並 松 有 之 候 所 不 残 御 切 被 遊 候

一 延 宝 五 巳 年 五 月 六 日 丑 寅 角 矢 倉 初 神 拝

猪 熊 千 倉 勤 申 候

一 同 四 辰 二 月 廿 二 日 北 の 丸 矢 倉 棟 上

一 元 禄 十 三 辰 六 月 十 八 日 二 ノ 丸 御 新 宿 出 来

一 頼 常 公 御 代 享 保 四 卯 九 月 九 日 洪 水 シ ャ チ ホ コ

西 手 吹 折

一 御 入 部 三 年 目 慶 安 三 寅 年 御 普 請 初 先 二 ノ 丸 よ り

参考資料 2-3 文献資料 
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斧 初 御 玄 間 鶴 の 間 一 番 ニ 建 惣 奉 行 朝 比 奈 彦 三 郎

水 戸 よ り 下 館 二 百 五 十 石 小 姓 高 松 三 百 石 よ り 四 百 石 迄

年 寄 役 相 勤 候 御 天 守 御 多 門 矢 倉

御 普 請 ハ 御 入 部 六 年 目 ニ 斧 初 有 惣 奉 行 同 人 な り

御 普 請 済 候 而 勘 定 可 仕 上 彦 三 郎 申 上 候 所 算 用 な し と

被 仰 付 御 銀 積 な し 夫 故 御 城 普 請 と 申 帳 面

な し 御 天 守 其 外 矢 倉 多 門 の 足 木 沢 山 ニ 有 之 候 処

彦 三 郎 申 上 不 残 致 拝 領 売 払 過 分 之 代 銀 有 之 所

御 普 請 ニ 掛 り 候 小 役 人 人 足 等 ニ 代 割 被 下 候 由 上 ニ も 御 機

嫌 之 由 宝 暦 十 二 午 年 迄 二 ノ 丸 百 廿 七 年 御 天 守 ハ 百

廿 四 年 ニ 相 成 候 由

一 御 天 守 三 ノ 重 に て 有 之 候 所 喜 田 彦 兵 衛 拵 ニ 而 入 御 覧

思 召 ニ 叶 其 通 ニ 被 仰 付 候

一 阿 り 腰 一 重 取 五 重 ニ 作 り 更 申 候 右 雛 形 木 図 二 ノ 丸 の 御

薮 の 内 ニ 捨 置 之 次 第 次 第 に く さ り 倒 レ 捨 り 申 候 近 頃

惜 敷 事 ニ 候 御 台 所 大 黒 柱 朽 損 ニ 付 明 和 五 子 正 月

十 一 日 斧 初 に て 建 修 復 出 来 九 間 梁 十 三 間 也 本 の 如 く 出 来

奉 行 中 中 条 伝 八 作 事 奉 行 七 条 金 大 夫 也

一 御 天 守 鱐 宝 暦 七 丑 年 七 月 廿 六 日 洪 水 有 同 年 九 月

五 日 ニ 又 洪 水 阿 り 此 時 鱐 吹 落 シ 木 ヲ く ミ 手 に て 包 ミ し 物

也 是 を く ミ 手 鋳 物 ニ な り 則 金 師 新 八 と 申 者 鋳 立 上

多 ク 作 事 奉 行 瀬 尾 孫 大 夫 な り

一 両 御 書 院 鬼 板 も 桧 に て 有 之 を 此 午 年 瓦 の 焼 も の に

な る 笠 井 次 郎 右 衛 門 と い ふ 奉 行 の 拭 に て 作 事 な り

（ 中 略 ）

棟 上 寛 文 九 酉 年 五 月 十 日

一 天 守 五 重 間 数 高 拾 七 間 半

内 石 垣 四 間

天 守 台 石 垣 上 東 西 拾 二 間 南 北 拾 間 半

シ ャ チ ホ コ 高 六 尺 五 寸 貞 享 四 卯 九 月 供 （ 洪 ） 水 ニ シ テ

丸 三 尺 三 寸 シ ャ チ ホ コ 西 手 吹 折

諸 神 之 間 東 西 七 間 南 北 六 間 此 畳 八 拾 帖

二 之 間 同 五 間 同 六 間 此 畳 六 拾 帖

三 之 間 同 九 間 同 八 間 此 畳 百 四 拾 四 帖

四 之 間 同 拾 二 間 半 同 拾 一 間 半 此 畳 百 八 拾 七 帖

同 下 同 六 間 同 五 間 此 畳 六 拾 帖

桜 御 門

一 麻 幕 地 白 桜 之 紋 紺 ニ テ 付 之

右 ハ 御 在 国 年 頭 五 節 句 并 御 使 者 之 節 打 也

一 同 地 紺 桜 ノ 紋 処 白 ニ テ 付

右 ハ 朔 日 十 五 日 廿 八 日 御 帰 城 年 打 也

一 平 日 ハ 木 綿 地 紺 蛇 ノ 目 紋 処 付 幕 打 可 申 候

明 り 番 所 三 間

一 麻 幕 地 白 梶 ノ 葉 紋 処 紺 也

右 御 規 式 立 明 ノ 間 番 人 指 置 候 節 打 也

御 城 東 御 門

一 麻 幕 地 白 角 違 ノ 紋 紺 ニ テ 付

右 御 在 国 年 頭 五 節 句 并 御 使 者 之 節 打 也
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「 小 神 野 茟 帖 仁 」 （ 瀬 戸 内 海 歴 史 民 俗 資 料 館 蔵 『 松 浦 文 庫 』 ）

延 宝 期

一 御 天 守 先 代 三 重 に て 御 座 候 所 崩 取 候 而 古 材 木 ニ 安

原 山 の 松 を 伐 表 向 三 重 有 腰 を 取 内 五 重 ニ 御 建 被 遊 候

大 工 頭 喜 田 彦 兵 衛 被 仰 付 播 州 姫 路 の 城 天 守 を 写 に

参 夫 よ り 豊 前 小 倉 の 城 を 写 罷 帰 り 候 姫 路 ハ 中 々

大 荘 成 事 故 小 倉 の 形 を 以 て 当 御 天 守 彦 兵 衛 仕 候 間

間 数 等 ハ 別 書 に 委 敷 有 上 の 重 ニ 諸 神 を 三 千 体 神

金 の 厨 子 四 神 旗 等 被 仰 付 候 正 五 九 月 三 度 ツ ゝ 大 般 若

執 行 被 仰 付 候 白 峯 寺 五 智 院 代 ル 代 ル 相 勤 申 候 猪 熊 千 倉

神 拝 ニ 罷 出 候 御 天 守 下 の 重 大 広 間 に て 大 般 若 執 行

有 之 奉 行 御 留 守 居 番 頭 横 目 寺 社 奉 行 月 番 年 寄

罷 出 買 物 使 之 者 罷 出 候 而 一 切 御 台 所 之 物 を 不 遣 御 買 上 ニ

成 御 料 理 と も 被 下 候 其 後 御 天 守 に て 神 拝 計 大 般

若 ハ 二 丸 上 段 に て 仕 候 様 ニ と 被 仰 付 当 時 ハ 二 の 丸 に て

御 坐 候 此 入 割 別 書 大 般 若 分 ニ 委 敷 記 置 尤 此 大 般

若 御 執 行 と 申 事 ハ 水 戸 家 御 仕 来 ニ 付 此 方 様 ニ も 被

仰 付 候

一 御 本 丸 ハ 古 来 之 通 相 更 義 無 之 候 西 ノ 丸 堺 の 御 多 門 に

戸 倉 口 ヲ 御 付 被 遊 刎 橋 口 と 申 候

一 二 丸 先 代 ハ 中 の 門 に 橋 有 之 太 鼓 矢 倉 中 門 の 東 少 寄 て

有 之 東 の 角 ハ 折 に て 有 之 角 ニ 先 代 の 屋 形 有 之 玄 関 は

西 向 に な り 桜 御 門 ハ 北 表 ニ 成 桜 の 馬 場 西 南 の 角 に 家

老 の 小 屋 四 軒 有 之 候 所 東 御 門 新 ニ 明 中 之 御 門 の 橋 ヲ

引 中 の 矢 倉 を 東 の 角 今 の 太 鼓 の 矢 倉 ニ 引 家 老 の 小

屋 ハ 武 具 蔵 ニ な る 屋 形 の 跡 ハ 今 腰 掛 立 申 と 西 御 門 ハ

北 の 角 矢 倉 の 下 ニ 有 之 候 所 只 今 の 所 江 引 申 候

一 三 の 丸 ハ 平 地 に て 桜 御 門 ハ 北 表 故 御 門 跡 前 ニ 北 へ よ り

中 堤 有 之 候 海 手 江 出 る 門 有 之 右 海 門 の 外 駒 寄 片

浜 に て 先 代 船 差 場 に て 今 の 作 事 米 蔵 と も に 片 浜 に て

東 勝 手 の 者 と も ハ 桜 の 御 門 江 南 向 ニ 出 入 仕 候 西 勝 手 之 者

ハ 只 今 の 中 御 門 ニ 相 成 北 曲 輪 今 の 水 御 門 月 見 并

鹿 の 矢 倉 黒 門 多 門 作 事 の 丸 魚 の 棚 の 入 川 北 浜 等

新 規 ニ 被 仰 付 候 西 御 門 外 ニ 家 老 屋 し き 二 軒 有 之 所

引 候 而 一 軒 の 跡 ハ 今 の 下 馬 北 御 囲 ニ 成 候 壱 軒 の 跡 ハ 十

本 松 有 之 候 場 ニ 相 成 候 外 堀 の 際 に も 内 馬 場 之 通

並 松 有 之 候 所 不 残 御 切 被 遊 候

一 延 宝 五 巳 年 五 月 六 日 丑 寅 角 矢 倉 初 神 拝

猪 熊 千 倉 勤 申 候

一 同 四 辰 二 月 廿 二 日 北 の 丸 矢 倉 棟 上

一 元 禄 十 三 辰 六 月 十 八 日 二 ノ 丸 御 新 宿 出 来

一 頼 常 公 御 代 享 保 四 卯 九 月 九 日 洪 水 シ ャ チ ホ コ

西 手 吹 折

一 御 入 部 三 年 目 慶 安 三 寅 年 御 普 請 初 先 二 ノ 丸 よ り

参考資料 2-3 文献資料 
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斧 初 御 玄 間 鶴 の 間 一 番 ニ 建 惣 奉 行 朝 比 奈 彦 三 郎

水 戸 よ り 下 館 二 百 五 十 石 小 姓 高 松 三 百 石 よ り 四 百 石 迄

年 寄 役 相 勤 候 御 天 守 御 多 門 矢 倉

御 普 請 ハ 御 入 部 六 年 目 ニ 斧 初 有 惣 奉 行 同 人 な り

御 普 請 済 候 而 勘 定 可 仕 上 彦 三 郎 申 上 候 所 算 用 な し と

被 仰 付 御 銀 積 な し 夫 故 御 城 普 請 と 申 帳 面

な し 御 天 守 其 外 矢 倉 多 門 の 足 木 沢 山 ニ 有 之 候 処

彦 三 郎 申 上 不 残 致 拝 領 売 払 過 分 之 代 銀 有 之 所

御 普 請 ニ 掛 り 候 小 役 人 人 足 等 ニ 代 割 被 下 候 由 上 ニ も 御 機

嫌 之 由 宝 暦 十 二 午 年 迄 二 ノ 丸 百 廿 七 年 御 天 守 ハ 百

廿 四 年 ニ 相 成 候 由

一 御 天 守 三 ノ 重 に て 有 之 候 所 喜 田 彦 兵 衛 拵 ニ 而 入 御 覧

思 召 ニ 叶 其 通 ニ 被 仰 付 候

一 阿 り 腰 一 重 取 五 重 ニ 作 り 更 申 候 右 雛 形 木 図 二 ノ 丸 の 御

薮 の 内 ニ 捨 置 之 次 第 次 第 に く さ り 倒 レ 捨 り 申 候 近 頃

惜 敷 事 ニ 候 御 台 所 大 黒 柱 朽 損 ニ 付 明 和 五 子 正 月

十 一 日 斧 初 に て 建 修 復 出 来 九 間 梁 十 三 間 也 本 の 如 く 出 来

奉 行 中 中 条 伝 八 作 事 奉 行 七 条 金 大 夫 也

一 御 天 守 鱐 宝 暦 七 丑 年 七 月 廿 六 日 洪 水 有 同 年 九 月

五 日 ニ 又 洪 水 阿 り 此 時 鱐 吹 落 シ 木 ヲ く ミ 手 に て 包 ミ し 物

也 是 を く ミ 手 鋳 物 ニ な り 則 金 師 新 八 と 申 者 鋳 立 上

多 ク 作 事 奉 行 瀬 尾 孫 大 夫 な り

一 両 御 書 院 鬼 板 も 桧 に て 有 之 を 此 午 年 瓦 の 焼 も の に

な る 笠 井 次 郎 右 衛 門 と い ふ 奉 行 の 拭 に て 作 事 な り

（ 中 略 ）

棟 上 寛 文 九 酉 年 五 月 十 日

一 天 守 五 重 間 数 高 拾 七 間 半

内 石 垣 四 間

天 守 台 石 垣 上 東 西 拾 二 間 南 北 拾 間 半

シ ャ チ ホ コ 高 六 尺 五 寸 貞 享 四 卯 九 月 供 （ 洪 ） 水 ニ シ テ

丸 三 尺 三 寸 シ ャ チ ホ コ 西 手 吹 折

諸 神 之 間 東 西 七 間 南 北 六 間 此 畳 八 拾 帖

二 之 間 同 五 間 同 六 間 此 畳 六 拾 帖

三 之 間 同 九 間 同 八 間 此 畳 百 四 拾 四 帖

四 之 間 同 拾 二 間 半 同 拾 一 間 半 此 畳 百 八 拾 七 帖

同 下 同 六 間 同 五 間 此 畳 六 拾 帖

桜 御 門

一 麻 幕 地 白 桜 之 紋 紺 ニ テ 付 之

右 ハ 御 在 国 年 頭 五 節 句 并 御 使 者 之 節 打 也

一 同 地 紺 桜 ノ 紋 処 白 ニ テ 付

右 ハ 朔 日 十 五 日 廿 八 日 御 帰 城 年 打 也

一 平 日 ハ 木 綿 地 紺 蛇 ノ 目 紋 処 付 幕 打 可 申 候

明 り 番 所 三 間

一 麻 幕 地 白 梶 ノ 葉 紋 処 紺 也

右 御 規 式 立 明 ノ 間 番 人 指 置 候 節 打 也

御 城 東 御 門

一 麻 幕 地 白 角 違 ノ 紋 紺 ニ テ 付

右 御 在 国 年 頭 五 節 句 并 御 使 者 之 節 打 也
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一 同 紋 地 紺

右 御 在 国 年 頭 五 節 句 并 御 使 者 之 節 打 也

一 平 日 木 綿 地 紺 蛇 ノ 目 紋 付 打 也

御 城 西 御 門

一 幕 麻 に て 地 白 三 ツ 柏 紋 に て 付

右 ハ 御 在 国 年 頭 五 節 句 并 御 使 者 之 節 打 也

一 同 地 紺 三 ツ 柏 紋 付

右 御 在 国 年 頭 五 節 句 并 御 使 者 之 節 打 也

一 平 日 木 綿 紺 蛇 ノ 目 紋 付 打 可 申 候

一 麻 幕 紺 地 常 ハ 番 所 ニ 預 置 御 留 守 計 朔 日 十 五 日 ハ 打

可 申 候

右 之 書 付 享 保 二 酉 五 月 廿 九 日 岡 田 平 馬 相 渡 申 候 ニ 付

則 典 膳 殿 江 申 達 中 条 七 郎 兵 衛 方 よ り 夫 々 江 申 渡 御

道 具 奉 行 江 も 申 通 候

一 正 保 四 亥 七 月 晦 日 丸 亀 町 出 口 橋 掛 ル

宝 永 五 九 月 九 日 常 磐 橋 と 改

一 本 丸 廊 下 橋 長 拾 六 間 尺 高 漸 迄 六 尺 三 寸

作 事 ノ 内 南 北 三 十 間 東 西 四 拾 間

米 蔵 ノ 内 南 北 三 十 二 間 東 西 四 拾 八 間

一 御 堀 幅 太 鼓 御 橋 通 東 西 拾 一 間 古 太 鼓 通 拾 壱 間

西 新 御 門 通 同 断 右 御 橋 与 里 北 に て ハ 弐 拾 壱 間

（ ※ 図 あ り ）

西 二 百 三 十 九 間 此 角 ヨ リ 東 角 迄 四 百 三 十 二 間 東

一 英 公 御 代 西 下 馬 裏 ニ 諸 役 所 三 筋 計 有 米 蔵 ハ 今 の 西

丸 に 阿 里

一 英 公 御 代 鶴 屋 町 ニ 神 妙 寺 一 向 宗 有 表 拾 間 弐 尺

裏 同 断 東 西

一 此 時 南 御 門 往 来 有 只 今 の 東 御 門 な し 大 工

小 屋 な り 申 候

米 作
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「 消 暑 漫 筆 壹 」 （ 鎌 田 共 済 会 郷 土 博 物 館 蔵 ）

延 宝 期

五 一 御 天 守 先 代 ハ 三 重 に て 候 所 表 向 三 重 内 五 重 に 御 建 更 被 遊 候 大 工 頭 喜 田

彦 兵 衛 ニ 被 仰 付 播 州 姫 路 乃 天 守 を 写 ニ 参 又 豊 前 小 倉 乃 天 守 を

写 ニ 罷 帰 申 候 姫 路 ハ 大 造 成 事 故 小 倉 之 天 守 の 形 を 以 当 御 天 守 喜

田 彦 兵 衛 仕 候 上 之 重 ニ 諸 神 有 と 云 々

○ 十 竹 曰 御 天 守 御 普 請 の 節 ハ 喜 田 彦 兵 衛 い ま だ 大 工 に て 在 候 時 な る 可 し

大 工 頭 に な り た る ハ 余 程 後 乃 事 也 喜 田 ニ 書 ハ 誤 な る へ し 朝 比 奈 彦 三 郎 ハ

奉 行 職 乃 時 な ら ん 今 の 基 和 家 之 元 親 也 ○ 御 天 守 魚 虎 焼 物 に て

阿 り 候 議 宝 暦 七 丑 の 八 月 思 召 議 以 て 青 銅 に 仰 付 ら れ 鋳 物 師 新 八

鋳 立 の 由 け ふ 存 せ り 御 天 守 の 間 数 之 事 に 実 に 記 す 寺 屋 石 垣 水 の

上 面 よ り 七 間 半 土 台 よ り 御 天 守 上 の 瓦 ま で 十 三 間 半 御 天 守 下 の 重 東 西

十 三 間 弐 尺 南 北 十 弐 間 弐 尺 な り と 写 し 此 ヶ 條 御 城 御 普 請 の 事 を

委 し く 記 し 阿 れ と も 少 々 違 た る 事 も あ る ま し 本 書 を 兄 ハ 人 其 心

得 有 へ し
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「 年 々 日 記 三 十 」 原 文 （ 多 和 文 庫 蔵 ）

明 治 四 年

八 月 四 日

け さ と く 御 城 内 を 拝 見 つ か う ま つ ら ん と て 、 妻 娘 を ゐ て 、 ま づ 西 の 御 門 よ り も の せ る に 、 士 族 を 始 め

農 商 ど も の 男 女 市 な せ り 。 か く て 西 の 御 丸 を 見 め ぐ り 、 元 の 考 信 閣 を も 見 る に 、 昔 と は や う か わ り て い

と さ う さ う し 。 そ れ よ り 桜 の 馬 場 を 東 へ も の し て 、 巽 （ た つ み= 東 南 ） の 方 の 御 櫓 （ や く ら ） に 上 り て

見 る に 、 い み し き 太 鼓 あ り て わ が 大 宮 の よ り こ と な り 大 き な り 。 己 は こ の 外 郭 に 生 ま れ し 者 な れ ば 、 朝

夕 音 は き き な れ た れ ど 、 始 め て 見 る も め づ ら し 。 そ れ の 御 門 い み し き も の な り 。 鉄 も て 包 み て 木 地 は 見

え ず 、 か か る 事 よ り 門 の 訓 （ よ み ） は 鉄 之 門 （ か な と ） の 意 な り と い え る な る べ し 。 内 は た だ 松 樹 の み

繁 り 合 い て 、 西 の 方 に 庫 め き た る も の 二 軒 並 び 立 て り 。 そ れ を 南 の 方 え も の せ ば 、 三 十 間 は か り の 廊 あ

る 橋 あ り 、 そ を 渡 れ は 又 鉄 の 御 門 あ り 、 内 に 入 り て 東 の 方 に 御 天 守 あ り 、 人 々 は い 入 れ ば 皆 々 入 り ぬ 。

内 い と 暗 く て 見 え ず 。 梯 （ は し ご ） を 上 る に 窓 （ ま ど ） あ れ ば 、 明 る く 広 き こ と い は ん か た な し 。 お ど

ろ お ど ろ し き も の な り 。 廻 り に 床 よ う の 物 あ れ は め ぐ り つ つ 窓 よ り 外 の か た を 見 る に 、 御 県 の 家 々 い ら

か の み 見 ゆ 。 梯 を 上 る に 下 よ り は 狭 け れ ど も 、 大 か た は 同 じ 、 又 梯 を 二 つ 上 れ は 中 央 に 畳 な ど し き て 広

し 。 上 層 の た る 木 の も と に や あ ら ん 、 棟 の 如 き い み し き 木 の 扇 子 の 骨 の こ と く 、 四 方 へ つ き 出 た り 。 そ

の 木 を 歩 み 渡 っ て 窓 よ り 見 渡 す に 、 ま づ 南 の 方 は 阿 波 讃 岐 の 境 な る 山 々 、 た た な わ り た る も い と 近 く 見

え 、 ま た 御 県 の 町 々 の 家 々 真 下 に 見 下 す さ ま の 、 か の 何 と か 言 う 薬 を の み た る 鶏 犬 の 、 大 空 を 翔 （ か け ）

り し こ こ ち は か く も や あ り け ん と 、 お し は か ら る る も い み じ う お か し 。 東 の 方 屋 島 は 元 よ り わ が 志 度 の

浦 な ど も 見 ゆ 。 そ れ よ り 北 の 方 女 木 男 木 の 二 島 は 真 下 に 、 吉 備 の 児 島 の よ き ほ ど に 見 ゆ る も い わ ん か た

な し 。 ま だ 上 え か か る 梯 も あ れ ど 、 甚 あ や う く 見 ゆ れ ば え も の せ ず 。 さ て 大 方 見 は て た れ ば 、 梯 を 下 る

に 手 す り 綱 な ど を と り て 、 か ろ う じ て や う や う に 降 り ぬ 。 こ の お ほ ん 天 守 外 よ り は 三 層 に 見 ゆ れ ど 、 内

は 五 層 に つ く り な し た り 。 か く て も と 来 し 道 を 通 り て 、 御 玄 関 に 詣 で つ 。 そ れ よ り 上 り て 所 々 を 拝 見 つ

か う ま つ る 。 ま づ 御 玄 関 を 経 て 表 の 御 書 院 に 出 る に 、 妻 娘 な ど は あ は と 打 驚 く も さ る こ と な り 。 鶴 の 間 ・

滝 の 間 を へ て 御 上 段 下 段 を へ 、 そ れ よ り 中 の 御 書 院 、 そ れ よ り 松 の 間 ・ 奥 の 間 々 、 の こ る く ま な く 披 雲

閣 よ り 御 庭 に 下 り て 、 水 の 御 門 、 そ れ よ り 東 の 方 を 通 り ぬ け て 、 御 倉 廩 に い で て 、 拝 見 は て ぬ 。 す べ て

の お ほ ん し つ ら い い わ ん か た な し 。 御 襖 な ど 所 謂 （ い わ ゆ る ） 金 は り つ け に て 、 唐 め き た る 画 な ど い と

上 手 に も の せ し よ う な り 。 中 に も を か し き は 、 御 上 段 の 床 に 唐 人 の こ は こ は し く 装 束 し た る が 、 立 た る

像 の 見 え た る を 、 詣 づ る 老 嫗 （ ぢ ゝ ば ゝ ） な ん ど が 、 さ ん せ ん （ 散 銭 ） 相 ま き 念 珠 （ じ ゅ ず ） お し も み 、

念 仏 な ど 唱 え 涙 を こ ぼ し た る い と を か し 。 さ れ ど 真 さ ま を 見 し よ り 、 己 ふ と 御 廃 城 ゆ え か か る と 思 い 出

て て 、 い と か し こ く て 念 仏 は い わ ね ど 、 思 わ ず も 涙 を こ ぼ し た り 。

（ ※ 松 浦 正 一 『 松 平 頼 重 伝 』 よ り 抜 粋 ）
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2
-
4

 
類

例
建

物

類
例

と
し

て
は

次
の

も
の

が
参

考
に

な
る

。

年
代

的
、
地

域
的

に
も

っ
と

も
近

い
の

は
い

う
ま

で
も

な
く

高
松

城
内

の
月

見
櫓
（

延
宝

４
年

・
1

6
7

6
）
と

艮
櫓
（

延

宝
5
年

・
1

6
7

7
）

で
あ

る
。

地
域

的
な

特
色

や
構

造
等

の
技

術
が

参
考

に
な

る
。

 

地
下

1
階

（
穴

蔵
）

を
も

つ
も

の
と

し
て

は
、

 

松
江

城
天

守
（

慶
長

1
2
～

1
6
年

・
1

6
0

7
～

1
6

1
1
）

 

犬
山

城
天

守
（

慶
長

６
年

・
1

6
0

1
）

が
参

考
に

な
る

。
 

方
杖

等
の

構
造

に
つ

い
て

は
、

 

姫
路

城
天

守
（

慶
長

1
3
年

・
1

6
0

8
）

が
参

考
に

な
る

。
 

掘
立

柱
を

も
つ

も
の

と
し

て
は

、
 

串
崎

城
天

守
（

江
戸

初
期

、
元

和
元

年
・

1
6

1
5

 
破

却
）

［
整

備
に

よ
り

当
初

の
様

子
は

失
わ

れ
た

］
 

松
本

城
天

守
（

元
和

初
年

頃
）

［
掘

立
柱

は
土

台
ま

で
で

止
ま

っ
て

い
る

］
 

丸
岡

城
天

守
（

天
正

４
年

・
1

5
7

6
）

［
昭

和
1

2
 
年

修
理

で
柱

根
部

を
廃

し
た

の
で

、
現

存
し

な
い

］
 

が
参

考
に

な
る

。
 

こ
の

う
ち

串
崎

城
天

守
に

つ
い

て
は

、
報

告
書

（
串

崎
城

跡
、

山
口

県
下

関
市

宮
崎

町
地

内
串

崎
城

跡
発

掘
調

査
報

告

書
、

2
0

0
4
、

下
関

市
教

育
委

員
会

）
が

あ
り

、
掘

立
柱

が
存

在
し

た
と

さ
れ

る
が

、
掘

立
柱

の
詳

細
は

こ
の

報
告

書
で

は
明

ら
か

に
さ

れ
て

い
な

い
。

編
著

者
の

松
永

博
明

氏
（

下
関

市
教

育
委

員
会

文
化

財
保

護
課

主
任

）
の

御
教

示
に

よ
る

と
、

発
掘

調
査

の
資

料
が

十
分

に
残

さ
れ

て
お

ら
ず

、
現

時
点

で
は

様
相

は
報

告
書

以
上

に
は

明
確

に
は

な
ら

な
い

と
の

こ
と

で
あ

る
。

現
在

、
石

垣
な

ど
が

整
備

さ
れ

て
い

る
が

、
こ

れ
は

歴
史

に
忠

実
な

も
の

で
は

な
い

。
た

だ
し

、
松

永
氏

に
御

教
示

い
た

だ
い

た
内

容
の

一
部

は
、

掘
立

柱
礎

石
の

置
き

方
な

ど
参

考
に

な
る

点
も

多
く

、
今

後
、

検
討

に
あ

た
っ

て
は

報
告

書
と

と
も

に
有

効
な

資
料

と
な

り
う

る
も

の
と

考
え

て
い

る
。

 

・
掘

立
柱

に
つ

い
て

①
松

本
城

天
守

の
掘

立
柱

松
本

城
天

守
は

外
観

５
重

内
部

６
階

で
、

高
さ

は
石

垣
上

端
か

ら
約

2
5
ｍ

で
あ

る
。

天
守

の
載

る
石

垣
下

の
地

盤
は

軟
弱

で
、

片
側

が
陸

、
片

側
が

沼
と

な
っ

て
い

る
。

天
守

の
構

造
に

は
そ

の
た

め
の

工
夫

が
い

ろ
い

ろ
み

ら
れ

る
。

沼
地

側
の

石
垣

下
に

丸
太

材
を

並
べ

て
筏

地
業

を
施

し
、

石
垣

の
中

に
は

1
6
本

の
土

台
支

持
柱

を
埋

め
て

天
守

の
重

み
を

支

え
て

い
る

。
 

②
丸

岡
城

天
守

の
掘

立
柱

『
重

要
文

化
財

丸
岡

城
天

守
修

理
工

事
報

告
書

』
（

重
要

文
化

財
丸

岡
城

天
守

修
理

委
員

会
、

新
光

社
、

昭
和

3
0
年

）
に

よ
る

と
、

一
層

中
央

東
西

に
配

置
さ

れ
た

大
柱

が
五

本
あ

り
、

い
ず

れ
も

地
中

に
埋

立
て

ら
れ

、
い

わ
ゆ

る
掘

立
柱

と
な

っ
て

い
た

。
し

か
し

保
存

上
と

耐
久

的
見

地
か

ら
昭

和
1

2
年

の
修

理
に

当
っ

て
こ

の
根

部
を

切
断

し
、

空
洞

に
コ

ン
ク

リ
ー

ト
を

流
し

、
地

上
に

礎
石

を
据

え
つ

け
た

と
い

う
。

従
っ

て
現

在
で

は
元

の
状

況
を

知
る

こ
と

は
難

し
い

。
 

掘
立

柱
は

古
く

東
北

地
方

に
お

け
る

城
柵

の
遺

跡
に

見
ら

れ
る

が
、

築
城

と
し

て
は

珍
し

い
構

法
で

、
い

か
な

る
理

由

に
基

づ
い

て
こ

の
構

法
を

採
用

し
た

の
か

は
疑

問
だ

と
し

て
い

る
が

、
考

え
ら

れ
る

理
由

と
し

て
『

重
要

文
化

財
丸

岡
城

天
守

修
理

工
事

報
告

書
』

は
次

の
こ

と
を

あ
げ

て
い

る
。

 

（
一
）

本
城
は
中

央
に
柱
を
配
列
し
十
字
に
大
梁
を
架
け
、
建
物
の
荷
重

を
中

央
に

集
中

し
た
か

に
み

る
こ

と
が

で
き

る
か
ら
、
そ
の
柱
の
根
本
を
強
固
に
す
る
意
味
か
、

（
二
）

そ
れ
と
も

軸
部
を
掘
立
柱
と
し
て
建
立
し
、
外
部
石
類
塁
は
た
だ

外
周

に
張

付
け

た
も
の

に
す

ぎ
な

い
と

み
る

べ
き
か
、

（
三
）

精
神
上
、
信
仰
上
の
問
題
か
ら
こ
の
よ
う
な
構

法
を
と
っ
た
か
、

（
四
）

古
墳
に
何

ら
か
の
埋
蔵
物
が
あ
る
よ
う
に
、
築
城
に
際
し
新
た
に

埋
蔵

し
、

そ
れ

を
対
象

と
し

て
直

上
に

基
礎

を
築
い
た
も
の
か
、

（
五
）

神
明
社
の

跡
に
建
て
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
神
社
建
築
に
何
ら
か

の
暗

示
を

得
た

も
の
で

は
な

い
か

。
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し
か

し
藤

岡
通

夫
氏

の
『

日
本

の
城

』
に

よ
れ

ば
、

丸
岡

城
天

守
の

1
階

の
中

央
の

二
本

の
大

黒
柱

に
つ

い
て

、
「

大

黒
柱

は
１

階
で

切
っ

て
あ

る
が

２
・

３
階

に
も

同
じ

位
置

に
柱

が
設

け
ら

れ
て

い
る

。
両

側
の

柱
か

ら
太

い
梁

を
大

黒
柱

に
も

た
せ

か
け

る
構

造
法

は
出

雲
の

大
社

造
り

に
見

ら
れ

る
構

造
法

と
原

理
的

に
は

同
じ

も
の

で
あ

り
、

大
社

造
り

に
見

ら
れ

た
構

造
技

術
の

伝
統

が
木

造
建

築
と

し
て

大
き

な
材

を
使

用
す

る
城

郭
建

築
へ

と
受

け
継

が
れ

た
も

の
で

は
な

い

か
と

思
わ

れ
る

」
と

あ
る

（
藤

岡
通

夫
『

日
本

の
城

』
、

双
分

社
、

昭
和

3
3

 
年

）
。

 

掘
立

柱
は

藤
岡

氏
の

説
に

従
え

ば
、

構
造

的
配

慮
か

ら
に

設
け

た
と

考
え

る
の

が
妥

当
か

も
し

れ
な

い
。

 

ま
た

、
文

献
に

よ
る

と
、

高
松

城
天

守
建

設
の

際
に

小
倉

城
天

守
と

姫
路

城
天

守
を

参
考

に
し

た
と

さ
れ

る
が

、
姫

路

城
天

守
は

規
模

が
は

る
か

に
大

き
く

、
小

倉
城

天
守

は
現

在
は

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

造
で

、
し

か
も

あ
ま

り
正

確
な

復
元

と
は

言
え

ず
、

直
接

の
参

考
に

は
な

ら
な

い
。

 

最
上

重
の

形
式

の
類

例
と

し
て

は
、

す
で

に
藤

岡
通

夫
氏

が
指

摘
さ

れ
た

こ
と

だ
が

、
南

蛮
造

り
形

式
は

初
期

に
お

け

る
望

接
式

天
守

、
例

え
ば

犬
山

城
、

丸
岡

城
、

熊
本

城
宇

土
櫓

の
最

上
重

の
廻

縁
を

内
に

取
込

み
、

勾
欄

の
位

置
に

外
壁

を
設

け
た

と
考

え
れ

ば
矛

盾
な

く
復

元
で

き
る

の
で

、
こ

れ
ら

の
天

守
が

参
考

に
な

る
。

 

１
階

の
張

出
し

部
分

に
つ

い
て

は
、

萩
城

天
守

（
慶

長
1

3
年

・
1

6
0

8
）

や
熊

本
城

天
守

が
参

考
に

な
る

。
萩

城
に

つ
い

て
は

、
現

存
せ

ず
、

構
造

の
直

接
的

な
参

考
に

す
る

の
は

難
し

い
が

、
熊

本
城

に
つ

て
は

復
元

と
は

い
え

建
物

が
あ

り
、

復
元

模
型

も
あ

っ
て

参
考

に
な

る
。

 

・
張

出
し

に
つ

い
て

①
萩

・
熊

本
城

天
守

の
張

出
し

に
つ

い
て

高
松

城
天

守
の

特
徴

と
し

て
、

天
守

１
階

が
石

垣
の

全
面

に
わ

た
っ

て
張

出
し

て
い

る
点

が
あ

る
。

石
垣

全
面

に
わ

た
る

張
出

し
は

、
萩

城
天

守
や

、
熊

本
城

天
守

に
も

み
ら

れ
る

。
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2
-
4

 
類

例
建

物

類
例

と
し

て
は

次
の

も
の

が
参

考
に

な
る

。

年
代

的
、
地

域
的

に
も

っ
と

も
近

い
の

は
い

う
ま

で
も

な
く

高
松

城
内

の
月

見
櫓
（

延
宝

４
年

・
1

6
7

6
）
と

艮
櫓
（

延

宝
5
年

・
1

6
7

7
）

で
あ

る
。

地
域

的
な

特
色

や
構

造
等

の
技

術
が

参
考

に
な

る
。

 

地
下

1
階

（
穴

蔵
）

を
も

つ
も

の
と

し
て

は
、

 

松
江

城
天

守
（

慶
長

1
2
～

1
6
年

・
1

6
0

7
～

1
6

1
1
）

 

犬
山

城
天

守
（

慶
長

６
年

・
1

6
0

1
）

が
参

考
に

な
る

。
 

方
杖

等
の

構
造

に
つ

い
て

は
、

 

姫
路

城
天

守
（

慶
長

1
3
年

・
1

6
0

8
）

が
参

考
に

な
る

。
 

掘
立

柱
を

も
つ

も
の

と
し

て
は

、
 

串
崎

城
天

守
（

江
戸

初
期

、
元

和
元

年
・

1
6

1
5

 
破

却
）

［
整

備
に

よ
り

当
初

の
様

子
は

失
わ

れ
た

］
 

松
本

城
天

守
（

元
和

初
年

頃
）

［
掘

立
柱

は
土

台
ま

で
で

止
ま

っ
て

い
る

］
 

丸
岡

城
天

守
（

天
正

４
年

・
1

5
7

6
）

［
昭

和
1

2
 
年

修
理

で
柱

根
部

を
廃

し
た

の
で

、
現

存
し

な
い

］
 

が
参

考
に

な
る

。
 

こ
の

う
ち

串
崎

城
天

守
に

つ
い

て
は

、
報

告
書

（
串

崎
城

跡
、

山
口

県
下

関
市

宮
崎

町
地

内
串

崎
城

跡
発

掘
調

査
報

告

書
、

2
0

0
4
、

下
関

市
教

育
委

員
会

）
が

あ
り

、
掘

立
柱

が
存

在
し

た
と

さ
れ

る
が

、
掘

立
柱

の
詳

細
は

こ
の

報
告

書
で

は
明

ら
か

に
さ

れ
て

い
な

い
。

編
著

者
の

松
永

博
明

氏
（

下
関

市
教

育
委

員
会

文
化

財
保

護
課

主
任

）
の

御
教

示
に

よ
る

と
、

発
掘

調
査

の
資

料
が

十
分

に
残

さ
れ

て
お

ら
ず

、
現

時
点

で
は

様
相

は
報

告
書

以
上

に
は

明
確

に
は

な
ら

な
い

と
の

こ
と

で
あ

る
。

現
在

、
石

垣
な

ど
が

整
備

さ
れ

て
い

る
が

、
こ

れ
は

歴
史

に
忠

実
な

も
の

で
は

な
い

。
た

だ
し

、
松

永
氏

に
御

教
示

い
た

だ
い

た
内

容
の

一
部

は
、

掘
立

柱
礎

石
の

置
き

方
な

ど
参

考
に

な
る

点
も

多
く

、
今

後
、

検
討

に
あ

た
っ

て
は

報
告

書
と

と
も

に
有

効
な

資
料

と
な

り
う

る
も

の
と

考
え

て
い

る
。

 

・
掘

立
柱

に
つ

い
て

①
松

本
城

天
守

の
掘

立
柱

松
本

城
天

守
は

外
観

５
重

内
部

６
階

で
、

高
さ

は
石

垣
上

端
か

ら
約

2
5
ｍ

で
あ

る
。

天
守

の
載

る
石

垣
下

の
地

盤
は

軟
弱

で
、

片
側

が
陸

、
片

側
が

沼
と

な
っ

て
い

る
。

天
守

の
構

造
に

は
そ

の
た

め
の

工
夫

が
い

ろ
い

ろ
み

ら
れ

る
。

沼
地

側
の

石
垣

下
に

丸
太

材
を

並
べ

て
筏

地
業

を
施

し
、

石
垣

の
中

に
は

1
6
本

の
土

台
支

持
柱

を
埋

め
て

天
守

の
重

み
を

支

え
て

い
る

。
 

②
丸

岡
城

天
守

の
掘

立
柱

『
重

要
文

化
財

丸
岡

城
天

守
修

理
工

事
報

告
書

』
（

重
要

文
化

財
丸

岡
城

天
守

修
理

委
員

会
、

新
光

社
、

昭
和

3
0
年

）
に

よ
る

と
、

一
層

中
央

東
西

に
配

置
さ

れ
た

大
柱

が
五

本
あ

り
、

い
ず

れ
も

地
中

に
埋

立
て

ら
れ

、
い

わ
ゆ

る
掘

立
柱

と
な

っ
て

い
た

。
し

か
し

保
存

上
と

耐
久

的
見

地
か

ら
昭

和
1

2
年

の
修

理
に

当
っ

て
こ

の
根

部
を

切
断

し
、

空
洞

に
コ

ン
ク

リ
ー

ト
を

流
し

、
地

上
に

礎
石

を
据

え
つ

け
た

と
い

う
。

従
っ

て
現

在
で

は
元

の
状

況
を

知
る

こ
と

は
難

し
い

。
 

掘
立

柱
は

古
く

東
北

地
方

に
お

け
る

城
柵

の
遺

跡
に

見
ら

れ
る

が
、

築
城

と
し

て
は

珍
し

い
構

法
で

、
い

か
な

る
理

由

に
基

づ
い

て
こ

の
構

法
を

採
用

し
た

の
か

は
疑

問
だ

と
し

て
い

る
が

、
考

え
ら

れ
る

理
由

と
し

て
『

重
要

文
化

財
丸

岡
城

天
守

修
理

工
事

報
告

書
』

は
次

の
こ

と
を

あ
げ

て
い

る
。

 

（
一
）

本
城
は
中

央
に
柱
を
配
列
し
十
字
に
大
梁
を
架
け
、
建
物
の
荷
重

を
中

央
に

集
中

し
た
か

に
み

る
こ

と
が

で
き

る
か
ら
、
そ
の
柱
の
根
本
を
強
固
に
す
る
意
味
か
、

（
二
）

そ
れ
と
も

軸
部
を
掘
立
柱
と
し
て
建
立
し
、
外
部
石
類
塁
は
た
だ

外
周

に
張

付
け

た
も
の

に
す

ぎ
な

い
と

み
る

べ
き
か
、

（
三
）

精
神
上
、
信
仰
上
の
問
題
か
ら
こ
の
よ
う
な
構

法
を
と
っ
た
か
、

（
四
）

古
墳
に
何

ら
か
の
埋
蔵
物
が
あ
る
よ
う
に
、
築
城
に
際
し
新
た
に

埋
蔵

し
、

そ
れ

を
対
象

と
し

て
直

上
に

基
礎

を
築
い
た
も
の
か
、

（
五
）

神
明
社
の

跡
に
建
て
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
神
社
建
築
に
何
ら
か

の
暗

示
を

得
た

も
の
で

は
な

い
か

。
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し
か

し
藤

岡
通

夫
氏

の
『

日
本

の
城

』
に

よ
れ

ば
、

丸
岡

城
天

守
の

1
階

の
中

央
の

二
本

の
大

黒
柱

に
つ

い
て

、
「

大

黒
柱

は
１

階
で

切
っ

て
あ

る
が

２
・

３
階

に
も

同
じ

位
置

に
柱

が
設

け
ら

れ
て

い
る

。
両

側
の

柱
か

ら
太

い
梁

を
大

黒
柱

に
も

た
せ

か
け

る
構

造
法

は
出

雲
の

大
社

造
り

に
見

ら
れ

る
構

造
法

と
原

理
的

に
は

同
じ

も
の

で
あ

り
、

大
社

造
り

に
見

ら
れ

た
構

造
技

術
の

伝
統

が
木

造
建

築
と

し
て

大
き

な
材

を
使

用
す

る
城

郭
建

築
へ

と
受

け
継

が
れ

た
も

の
で

は
な

い

か
と

思
わ

れ
る

」
と

あ
る

（
藤

岡
通

夫
『

日
本

の
城

』
、

双
分

社
、

昭
和

3
3

 
年

）
。

 

掘
立

柱
は

藤
岡

氏
の

説
に

従
え

ば
、

構
造

的
配

慮
か

ら
に

設
け

た
と

考
え

る
の

が
妥

当
か

も
し

れ
な

い
。

 

ま
た

、
文

献
に

よ
る

と
、

高
松

城
天

守
建

設
の

際
に

小
倉

城
天

守
と

姫
路

城
天

守
を

参
考

に
し

た
と

さ
れ

る
が

、
姫

路

城
天

守
は

規
模

が
は

る
か

に
大

き
く

、
小

倉
城

天
守

は
現

在
は

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

造
で

、
し

か
も

あ
ま

り
正

確
な

復
元

と
は

言
え

ず
、

直
接

の
参

考
に

は
な

ら
な

い
。

 

最
上

重
の

形
式

の
類

例
と

し
て

は
、

す
で

に
藤

岡
通

夫
氏

が
指

摘
さ

れ
た

こ
と

だ
が

、
南

蛮
造

り
形

式
は

初
期

に
お

け

る
望

接
式

天
守

、
例

え
ば

犬
山

城
、

丸
岡

城
、

熊
本

城
宇

土
櫓

の
最

上
重

の
廻

縁
を

内
に

取
込

み
、

勾
欄

の
位

置
に

外
壁

を
設

け
た

と
考

え
れ

ば
矛

盾
な

く
復

元
で

き
る

の
で

、
こ

れ
ら

の
天

守
が

参
考

に
な

る
。

 

１
階

の
張

出
し

部
分

に
つ

い
て

は
、

萩
城

天
守

（
慶

長
1

3
年

・
1

6
0

8
）

や
熊

本
城

天
守

が
参

考
に

な
る

。
萩

城
に

つ
い

て
は

、
現

存
せ

ず
、

構
造

の
直

接
的

な
参

考
に

す
る

の
は

難
し

い
が

、
熊

本
城

に
つ

て
は

復
元

と
は

い
え

建
物

が
あ

り
、

復
元

模
型

も
あ

っ
て

参
考

に
な

る
。

 

・
張

出
し

に
つ

い
て

①
萩

・
熊

本
城

天
守

の
張

出
し

に
つ

い
て

高
松

城
天

守
の

特
徴

と
し

て
、

天
守

１
階

が
石

垣
の

全
面

に
わ

た
っ

て
張

出
し

て
い

る
点

が
あ

る
。

石
垣

全
面

に
わ

た
る

張
出

し
は

、
萩

城
天

守
や

、
熊

本
城

天
守

に
も

み
ら

れ
る

。
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参
考

資
料

2
-
4

-
1

 
月

見
櫓

、
艮

櫓
両

櫓
か

ら
入

手
で

き
る

建
物

仕
様

お
よ

び
細

部
意

匠
に

つ
い

て
。

 

 
高

松
城

跡
に

現
存

す
る

月
見

櫓
お

よ
び

艮
櫓

の
古

写
真

と
現

状
の

写
真

を
以

下
に

示
す

。
艮

櫓
の

古
写

真
に

つ
い

て

は
、

移
設

修
理

前
の

位
置

、
状

態
で

あ
り

、
現

状
写

真
は

移
設

修
理

後
の

も
の

で
あ

る
。

 

写
真

4
1

 
月

見
櫓

古
写

真
 

(～
明

治
3

4
年

) 
 
写

真
4

2
 

艮
櫓

古
写

真
 

(明
治

2
3
～

3
4

年
) 

写
真

4
3

 
月

見
櫓

現
状

写
真

 
 

写
真

4
4

 
艮

櫓
現

状
写

真
 

写
真

4
5

 
月

見
櫓

軒
塗

込
 

 
写

真
4

6
 

月
見

櫓
石

落
と

し
張

り
出

し
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写
真

4
7

 
艮

櫓
 

 
 

写
真

4
8

 
艮

櫓
軒

塗
込

 

写
真

4
9

 
天

守
古

写
真

最
上

階
 

外
壁

：
塗

込
意

匠
 

 
月

見
櫓

の
軒

塗
籠

は
、

直
線

的
な

意
匠

が
用

い
ら

れ
て

い
る

（
写

真
4

5
、

4
9
）（

続
櫓

・
渡

櫓
は

波
型

）。
一

方
、

艮

櫓
で

は
、
棰

を
波

型
に

塗
籠

め
る

意
匠

が
採

ら
れ

て
い

る
（

写
真

4
7
、

4
8
）。

天
守

の
古

写
真

（
写

真
4

9
）

か
ら

は
、

月
見

櫓
と

同
様

に
直

線
的

な
意

匠
が

確
認

で
き

る
。
さ

ら
に

古
写

真
の

軒
塗

籠
を

注
視

す
る

と
、直

線
的

で
は

あ
る

が
、

鼻
先

に
段

差
が

設
け

ら
れ

て
お

り
、

こ
の

意
匠

は
、

艮
櫓

の
意

匠
と

近
い

。
 

参
考

類
例

を
限

定
す

べ
き

で
は

な
い

が
、

具
体

的
資

料
に

乏
し

く
、

古
写

真
で

は
確

認
が

困
難

な
細

部
な

ど
は

、
高

松
城

月
見

櫓
お

よ
び

艮
櫓

の
両

現
存

建
造

物
を

参
考

と
す

る
こ

と
で

、
復

元
の

信
憑

性
が

高
ま

る
と

い
え

る
の

で
は

な

い
だ

ろ
う

か
。
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参
考

資
料

2
-
4

-
2

 
使

用
材

料
 

木
材

：
両

櫓
で

は
、

軸
部

は
主

に
松

材
が

使
用

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

修
理

工
事

報
告

書
に

も
記

載
さ

れ
て

い
る

。
 

以
下

、
月

見
櫓

、
艮

櫓
の

両
修

理
工

事
報

告
書

の
「

材
質

」
に

関
す

る
記

載
を

抜
粋

し
列

記
す

る
。

 

・・
重重
要要

文文
化化

財財
高高

松松
城城

二二
ノノ
丸丸

月月
見見

櫓櫓
、、
続続
櫓櫓

、、
渡渡

櫓櫓
、、
水水
手手

御御
門門
修修

理理
工工

事事
報報

告告
書書

  
昭昭

和和
33
22
年年

33
月月

  
抜抜

粋粋
 

木
工

事
 
補

足
新

材
は
古

材
と
同

質
の
も
の
を
補

足
す

る
予

定
で
あ
っ
た
が
、
当当

初初
材材

はは
大大

部部
分分

、、
栂栂

、、
まま
たた
はは
松松

材材
で
あ
り
虫

害
及

腐
朽

が
甚

だ
し
い
の
で
建

物
の
保

存
上

を
考

慮
し
、
丸

太
梁

の
取

替
の
も
の
に
つ

い
て
は
良

質
の
松

材
を
購

入
白

太
の
大

部
分

を
落

と
し
た
上

で
形

状
、
仕

上
方

等
相

違
の
な
い
様

に
木

造
を
な
し
、
そ
の
他

の
化

粧
材

及
構

造
材

の
大

部
分

は
尾

州
檜

丸
太

良
質

材
を
購

入
製

材
し
、
野

物
材

及
壁

塗
込

と
な
る
構
造
材
の
一
部
及

続
櫓

、
渡

櫓
化

粧
棰

材
等

は
地

檜
の
良

質
材

を
購

入
し
て
使

用
し
た
。

 

写
真

5
0

 
月

見
櫓

初
重

四
天

柱
写

真
5

1
 

月
見

櫓
三

重
架

構
 

・・
重重
要要

文文
化化

財財
高高

松松
城城

旧旧
東東

之之
丸丸

艮艮
櫓櫓

移移
築築

修修
理理
工工

事事
報報

告告
書書

  
昭昭

和和
44
22
年年

99
月月

  
抜抜

粋粋
 

当
櫓
は
延
宝
五
年
建

立
で
あ
る
が
、
土

台
、
通

り
柱

を
は
じ
め
と
し
て
、
梁

そ
の
他

の
主

要
材

に
多

量
の
後

補
材

が
用

い
ら
れ
て
い
る
の
で
、
解

体

修
理

を
受

け
て
い
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
、
今

回
の
解

体
に
際

し
二

重
軒

腕
木

の
墨

書
に
安

政
三

年
の
修

理
の
記

録
が
発

見
さ
れ

、
こ
の
折

の
修

理

に
か
か
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

 

三
重
の
軒

廻
り
材
、
各

面
の
破

風
の
取

付
な
ど
年

代
は
不

明
で
は
あ
る
が
、
建

立
後
、
数

年
を
経

て
外

部
の
意

匠
に
大

き
な
改

変
が
行

わ
れ
た
よ

う
で
、
こ
の
折
は
軸
部
ま
で
は
影

響
す
る
こ
と
な
く
、
全

体
と
し
て
は
当

初
の
姿

を
踏

襲
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

 

使
用
材
は
新新

旧旧
材材
とと
もも
松松

をを
多多

くく
使使
用用

し
て
い
た
が
、
千千
鳥鳥

破破
風風
、、
唐唐

破破
風風

のの
破破

風風
板板

、、
布布

裏裏
甲甲

、、
差差
桁桁

なな
どど
一一

部部
にに
はは
栂栂

材材
を
用

い
て
い
た
。

 

写
真

5
2

 
艮

櫓
軸

組
 

写
真

5
3

 
艮

櫓
軸

組
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化

粧
野

地
板

：
厚

1
.5

cm
、
巾

3
0c

m
前
後
の
松松

のの
挽挽

割割
板板

で
、
棰
間
五
支
に
か
け
、
刃
重
ね
に
横
板
に
張
り
、
板
巾
を
通
す
こ
と
な
く
割
合
乱
雑

に
張
っ
て
あ
っ
た
。

 

 
床

板
：
一

階
入

口
敷

居
下
と
二
階
床
の
壁
に
入
る
部
分
に
旧
板
の
一
部

が
残
さ
れ
、
こ
れ
ら
に
よ
り
旧 旧

板板
厚厚

はは
22
..11

ccmm
のの
松松

板板
で
、
相
決
り
で
あ
っ

た
こ
と
が
判

明
し
た
。

 

写
真

5
4

 
艮

櫓
二

階
床

板
お

よ
び

階
段

裏
板

 
 

写
真

5
5

 
艮

櫓
小

屋
組

お
よ

び
野

地
板

 

 
根

太
：
一

階
根

太
は
、
旧
材

が
階

段
下
と
南
寄

り
に
若

干
残
さ
れ
て
い
た
だ
け
で
、
大
部

分
が
床

板
と
同
時

期
に
張
り
替
え
ら
れ
て
い
た
が
、
旧旧

材材

はは
末末
口口

11
22
ccmm

程程
度度

のの
松松

丸丸
太太

を
上
端
の
み
一
方
摺
り
と
し
、
土
台
上
端
よ
り

7
cm

上
り
に
欠
き
合
わ
せ
、
い
ず
れ
も
釘
打
ち
に
と
め
て
い
た
。

 

 
階

段
：
階

段
裏

板
の
傍

は
突

付
け
で
、
い
ず

れ
も
板

目
打

ち
で
あ
る
。
一

部
に
後

補
の
痕

が
見

ら
れ
た
が
、
主 主

体体
はは
栂栂

材材
で
作

ら
れ
た
当

初
の
も

の
で
あ
る
。

 

写
真

5
6

 
艮

櫓
階

段
初

重
 

 
写

真
5

7
 

艮
櫓

階
段

二
重

 

 
上

記
記

録
内

容
か

ら
、

月
見

櫓
、

艮
櫓

と
も

松
材

が
多

用
さ

れ
て

い
た

こ
と

が
分

か
る

。
ま

た
、

松
材

と
と

も
に

栂

材
の

使
用

記
録

も
確

認
さ

れ
る

。
し

た
が

っ
て

、
高

松
城

の
建

造
物

に
は

、
主

に
松

材
お

よ
び

栂
材

が
使

用
さ

れ
た

と

判
断

さ
れ

、天
守

に
お

い
て

も
同

様
に

松
材

お
よ

び
栂

材
が

使
用

さ
れ

て
い

た
と

推
察

す
る

こ
と

が
で

き
る

。た
だ

し
、

そ
れ

ぞ
れ

の
材

寸
や

加
工

、
架

構
に

つ
い

て
は

今
後

更
な

る
研

究
が

必
要

と
さ

れ
る

。



- 106 -

28
 

参
考

資
料

2
-
4

-
1

 
月

見
櫓

、
艮

櫓
両

櫓
か

ら
入

手
で

き
る

建
物

仕
様

お
よ

び
細

部
意

匠
に

つ
い

て
。

 

 
高

松
城

跡
に

現
存

す
る

月
見

櫓
お

よ
び

艮
櫓

の
古

写
真

と
現

状
の

写
真

を
以

下
に

示
す

。
艮

櫓
の

古
写

真
に

つ
い

て

は
、

移
設

修
理

前
の

位
置

、
状

態
で

あ
り

、
現

状
写

真
は

移
設

修
理

後
の

も
の

で
あ

る
。

 

写
真

4
1

 
月

見
櫓

古
写

真
 

(～
明

治
3

4
年

) 
 
写

真
4

2
 

艮
櫓

古
写

真
 

(明
治

2
3
～

3
4

年
) 

写
真

4
3

 
月

見
櫓

現
状

写
真

 
 

写
真

4
4

 
艮

櫓
現

状
写

真
 

写
真

4
5

 
月

見
櫓

軒
塗

込
 

 
写

真
4

6
 

月
見

櫓
石

落
と

し
張

り
出

し
 

29
 

写
真

4
7

 
艮

櫓
 

 
 

写
真

4
8

 
艮

櫓
軒

塗
込

 

写
真

4
9

 
天

守
古

写
真

最
上

階
 

外
壁

：
塗

込
意

匠
 

 
月

見
櫓

の
軒

塗
籠

は
、

直
線

的
な

意
匠

が
用

い
ら

れ
て

い
る

（
写

真
4

5
、

4
9
）（

続
櫓

・
渡

櫓
は

波
型

）。
一

方
、

艮

櫓
で

は
、
棰

を
波

型
に

塗
籠

め
る

意
匠

が
採

ら
れ

て
い

る
（

写
真

4
7
、

4
8
）。

天
守

の
古

写
真

（
写

真
4

9
）

か
ら

は
、

月
見

櫓
と

同
様

に
直

線
的

な
意

匠
が

確
認

で
き

る
。
さ

ら
に

古
写

真
の

軒
塗

籠
を

注
視

す
る

と
、直

線
的

で
は

あ
る

が
、

鼻
先

に
段

差
が

設
け

ら
れ

て
お

り
、

こ
の

意
匠

は
、

艮
櫓

の
意

匠
と

近
い

。
 

参
考

類
例

を
限

定
す

べ
き

で
は

な
い

が
、

具
体

的
資

料
に

乏
し

く
、

古
写

真
で

は
確

認
が

困
難

な
細

部
な

ど
は

、
高

松
城

月
見

櫓
お

よ
び

艮
櫓

の
両

現
存

建
造

物
を

参
考

と
す

る
こ

と
で

、
復

元
の

信
憑

性
が

高
ま

る
と

い
え

る
の

で
は

な

い
だ

ろ
う

か
。
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参
考

資
料

2
-
4

-
2

 
使

用
材

料
 

木
材

：
両

櫓
で

は
、

軸
部

は
主

に
松

材
が

使
用

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

修
理

工
事

報
告

書
に

も
記

載
さ

れ
て

い
る

。
 

以
下

、
月

見
櫓

、
艮

櫓
の

両
修

理
工

事
報

告
書

の
「

材
質

」
に

関
す

る
記

載
を

抜
粋

し
列

記
す

る
。

 

・・
重重
要要

文文
化化

財財
高高

松松
城城

二二
ノノ
丸丸

月月
見見

櫓櫓
、、
続続
櫓櫓

、、
渡渡

櫓櫓
、、
水水
手手

御御
門門
修修

理理
工工

事事
報報

告告
書書

  
昭昭

和和
33
22
年年

33
月月

  
抜抜

粋粋
 

木
工

事
 
補

足
新

材
は
古

材
と
同

質
の
も
の
を
補

足
す

る
予

定
で
あ
っ
た
が
、
当当

初初
材材

はは
大大

部部
分分

、、
栂栂

、、
まま
たた
はは
松松

材材
で
あ
り
虫

害
及

腐
朽

が
甚

だ
し
い
の
で
建

物
の
保

存
上

を
考

慮
し
、
丸

太
梁

の
取

替
の
も
の
に
つ

い
て
は
良

質
の
松

材
を
購

入
白

太
の
大

部
分

を
落

と
し
た
上

で
形

状
、
仕

上
方

等
相

違
の
な
い
様

に
木

造
を
な
し
、
そ
の
他

の
化

粧
材

及
構

造
材

の
大

部
分

は
尾

州
檜

丸
太

良
質

材
を
購

入
製

材
し
、
野

物
材

及
壁

塗
込

と
な
る
構
造
材
の
一
部

及
続

櫓
、
渡

櫓
化

粧
棰

材
等

は
地

檜
の
良

質
材

を
購

入
し
て
使

用
し
た
。

 

写
真

5
0

 
月

見
櫓

初
重

四
天

柱
写

真
5

1
 

月
見

櫓
三

重
架

構
 

・・
重重
要要

文文
化化

財財
高高

松松
城城

旧旧
東東

之之
丸丸

艮艮
櫓櫓

移移
築築

修修
理理
工工

事事
報報

告告
書書

  
昭昭

和和
44
22
年年

99
月月

  
抜抜

粋粋
 

当
櫓
は
延
宝
五
年
建

立
で
あ
る
が
、
土

台
、
通

り
柱

を
は
じ
め
と
し
て
、
梁

そ
の
他

の
主

要
材

に
多

量
の
後

補
材

が
用

い
ら
れ
て
い
る
の
で
、
解

体

修
理

を
受

け
て
い
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
、
今

回
の
解

体
に
際

し
二

重
軒

腕
木

の
墨

書
に
安

政
三

年
の
修

理
の
記

録
が
発

見
さ
れ

、
こ
の
折

の
修

理

に
か
か
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

 

三
重
の
軒

廻
り
材
、
各

面
の
破

風
の
取

付
な
ど
年

代
は
不

明
で
は
あ
る
が
、
建

立
後
、
数

年
を
経

て
外

部
の
意

匠
に
大

き
な
改

変
が
行

わ
れ
た
よ

う
で
、
こ
の
折
は
軸
部
ま
で
は
影

響
す
る
こ
と
な
く
、
全

体
と
し
て
は
当

初
の
姿

を
踏

襲
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

 

使
用
材
は
新 新

旧旧
材材
とと
もも
松松

をを
多多

くく
使使
用用

し
て
い
た
が
、
千千
鳥鳥

破破
風風
、、
唐唐

破破
風風

のの
破破

風風
板板

、、
布布

裏裏
甲甲

、、
差差
桁桁

なな
どど
一一

部部
にに
はは
栂栂

材材
を
用

い
て
い
た
。

 

写
真

5
2

 
艮

櫓
軸

組
 

写
真

5
3

 
艮

櫓
軸

組
 

31
 

 
化

粧
野

地
板

：
厚

1
.5

cm
、
巾

3
0c

m
前
後
の
松松

のの
挽挽

割割
板板

で
、
棰
間
五
支
に
か
け
、
刃
重
ね
に
横
板
に
張
り
、
板
巾
を
通
す
こ
と
な
く
割
合
乱
雑

に
張
っ
て
あ
っ
た
。

 

 
床

板
：
一

階
入

口
敷

居
下

と
二
階
床
の
壁
に
入
る
部
分
に
旧
板
の
一
部

が
残
さ
れ
、
こ
れ
ら
に
よ
り
旧 旧

板板
厚厚

はは
22
..11

ccmm
のの
松松

板板
で
、
相
決
り
で
あ
っ

た
こ
と
が
判

明
し
た
。

 

写
真

5
4

 
艮

櫓
二

階
床

板
お

よ
び

階
段

裏
板

 
 

写
真

5
5

 
艮

櫓
小

屋
組

お
よ

び
野

地
板

 

 
根

太
：
一

階
根

太
は
、
旧
材

が
階

段
下
と
南
寄

り
に
若

干
残
さ
れ
て
い
た
だ
け
で
、
大
部

分
が
床

板
と
同
時

期
に
張
り
替
え
ら
れ
て
い
た
が
、
旧旧

材材

はは
末末
口口

11
22
ccmm

程程
度度

のの
松松

丸丸
太太

を
上
端
の
み
一
方
摺
り
と
し
、
土
台
上
端
よ
り

7
cm

上
り
に
欠
き
合
わ
せ
、
い
ず
れ
も
釘
打
ち
に
と
め
て
い
た
。

 

 
階

段
：
階

段
裏

板
の
傍

は
突

付
け
で
、
い
ず

れ
も
板

目
打

ち
で
あ
る
。
一

部
に
後

補
の
痕

が
見

ら
れ
た
が
、
主主

体体
はは
栂栂

材材
で
作

ら
れ
た
当

初
の
も

の
で
あ
る
。

 

写
真

5
6

 
艮

櫓
階

段
初

重
 

 
写

真
5

7
 

艮
櫓

階
段

二
重

 

 
上

記
記

録
内

容
か

ら
、

月
見

櫓
、

艮
櫓

と
も

松
材

が
多

用
さ

れ
て

い
た

こ
と

が
分

か
る

。
ま

た
、

松
材

と
と

も
に

栂

材
の

使
用

記
録

も
確

認
さ

れ
る

。
し

た
が

っ
て

、
高

松
城

の
建

造
物

に
は

、
主

に
松

材
お

よ
び

栂
材

が
使

用
さ

れ
た

と

判
断

さ
れ

、天
守

に
お

い
て

も
同

様
に

松
材

お
よ

び
栂

材
が

使
用

さ
れ

て
い

た
と

推
察

す
る

こ
と

が
で

き
る

。た
だ

し
、

そ
れ

ぞ
れ

の
材

寸
や

加
工

、
架

構
に

つ
い

て
は

今
後

更
な

る
研

究
が

必
要

と
さ

れ
る

。
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図
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高

松
城

月
見

櫓
1

階
平

面
図

 

図
4

 
高

松
城

月
見

櫓
2

階
平

面
図

 

図
5

 
高

松
城

月
見

櫓
3

階
平

面
図

 

図
6

 
高

松
城

艮
櫓

1
階

平
面

図
 

図
7

 
高

松
城

艮
櫓

2
階

平
面

図
 

図
8

 
高

松
城

艮
櫓

3
階

平
面

図

33
 

図
9

 
高

松
城

月
見

櫓
桁

行
断

面
図

 
 

図
1

0
 

高
松

城
月

見
櫓

梁
間

断
面

図
 

図
1

1
 

高
松

城
艮

櫓
桁

行
断

面
図

図
1

2
 

高
松

城
艮

櫓
梁

間
断

面
図
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図
3

 
高

松
城

月
見

櫓
1

階
平

面
図

 

図
4

 
高

松
城

月
見

櫓
2

階
平

面
図

 

図
5

 
高

松
城

月
見

櫓
3

階
平

面
図

 

図
6

 
高

松
城

艮
櫓

1
階

平
面

図
 

図
7

 
高

松
城

艮
櫓

2
階

平
面

図
 

図
8

 
高

松
城

艮
櫓

3
階

平
面

図

33
 

図
9

 
高

松
城

月
見

櫓
桁

行
断

面
図

 
 

図
1

0
 

高
松

城
月

見
櫓

梁
間

断
面

図
 

図
1

1
 

高
松

城
艮

櫓
桁

行
断

面
図

図
1

2
 

高
松

城
艮

櫓
梁

間
断

面
図
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図
1

3
 

高
松

城
艮

櫓
東

立
面

図
図

1
4

 
高

松
城

艮
櫓

西
立

面
図

 

図
1

5
 

高
松

城
艮

櫓
南

立
面

図
図

1
6

 
高

松
城

艮
櫓

北
立

面
図
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図
1

7
 

高
松

城
月

見
櫓

東
立

面
図

図
1

8
 

高
松

城
月

見
櫓

北
立

面
図

 

図
1

9
 

高
松

城
月

見
櫓

西
立

面
図

 
 

図
2

0
 

高
松

城
月

見
櫓

南
立

面
図
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参
考

資
料

2
-
4

-
3

 
内

部
 

 
高

松
城

天
守

復
元

の
た

め
、
想

定
復

元
図

面
を

作
成

し
て

い
る

。
既

往
の

調
査

研
究

を
基

に
、
内

部
階

段
な

ど
追

加
し

た
。

し
か

し
な

が
ら

、
復

元
の

た
め

の
内

部
資

料
は

乏
し

く
、

図
中

に
描

か
れ

て
い

る
階

段
や

軸
組

み
も

、
類

例
を

参
考

と
し

て

記
入

し
て

い
る

も
の

で
あ

る
。

軸
組

み
に

つ
い

て
は

、
主

要
柱

（
隅

柱
お

よ
び

中
央

4
本

）
は

2
層

通
し

柱
と

想
定

し
た

。
 

今
回

の
図

面
の

参
考

と
し

た
類

例
は

、
高

松
城

に
現

存
す

る
2

棟
の

櫓
（

月
見

櫓
、

艮
櫓

）
で

あ
る

。
両

櫓
の

修
理

工
事

報
告

書
に

あ
る

、
階

段
や

内
部

に
関

す
る

記
載

の
抜

粋
を

示
す

。
 

月 月
見見

櫓櫓
  

内内
部部

記記
述述

  

重重
要要

文文
化化

財財
高高

松松
城城

二二
之之

丸丸
  

月月
見見

櫓櫓
、、

続続
櫓櫓

、、
渡渡

櫓櫓
、、

水水
手手

御御
門門

  
修修

理理
工工

事事
報報

告告
書書

  

((昭昭
和和

三三
十十

二二
年年

三三
月月

))よよ
りり

抜抜
粋粋

  

月月
見見

櫓櫓
一一
階階

中
央

部
四

本
一

階
よ

り
三

階
ま

で
通

し
柱

、
そ

の
他

管
柱

建
て
。

総
方

柱
面

取
り
。

土
嚢

敷
き

。
内

部
四

周
一

間
巾

の
武

者

走
り

を
配

す
。

入
口

を
除

く
側

柱
間

、
間

柱
一

本
建

。
胴

貫
四
通

差
。

入
側

柱
通
一

間
ご

と
に

胴
差

し
入

れ
。

胴
差

、
床

梁

（
二

階
）

間
束

立
て

。
入

側
一

間
毎

に
出

梁
架

枘
差

し
。

そ
の
他

敷
桁

組
合

わ
せ
架

構
。

床
小

根
太

入
り

。
床

板
目

地
板

入

れ
突
附
張

り
。
側
壁

真
壁
白
漆
喰

塗
り

。
北
及

び
西
面

に
二
間
の

石
落
口

装
置

。
揚
板

兆
番
止
め

下
端
鉄

板
張
り

小
鋲
止

め
。

続
櫓
と
の

境
片
引

き
土
戸

建
込
。

階 階
段段

階
の
中
央

部
東
寄

り
に
一

階
よ
り

二
階
に

通
ず
る

木
階
段

十
一
級

。
裏
板

張
り
横

棧
打
ち

。
周
囲

半
間
通

り
化
粧

屋
根
裏

。

月月
見見

櫓櫓
二二
階階

中
央

部
四

本
の

通
柱

を
除

く
外

管
柱

。
総

方
柱

面
取

り
。

内
部
四

周
半

間
巾

の
武
者

走
り

を
配

す
。

一
階

出
梁

中
央

に
土

嚢

架
渡

し
側

柱
建

。
側

柱
間

、
間

柱
一

本
建

。
胴

貫
三

通
差

。
側
柱

通
一

間
ご

と
に
胴

差
し

入
れ

。
胴

差
、

床
梁

（
三

階
）

間

束
立

て
入

側
一

間
毎

に
出

梁
架

枘
差

し
、

そ
の

他
敷

桁
架

構
。
床

小
根

太
入

り
床
板

突
附

張
り

目
地

入
り

。
側

壁
真

壁
白

漆

喰
塗
り
。

階 階
段段

階
の

南
西

隅
に

二
階

よ
り

三
階
に

通
ず

る
木

階
段
十

一
級

。
裏
板

張
り

横
棧

止
め
。

一
階

よ
り
の

階
段

口
三

方
高

欄
付

。
周

囲
半
間
通

り
化
粧

屋
根
裏

。

月月
見見

櫓櫓
三三
階階

中
央

部
四

本
通

柱
、

そ
の

他
管

柱
。

総
方

柱
面

取
り

。
二

階
入
り

側
柱

上
土

嚢
架
渡

し
側

柱
建

。
側

柱
間

、
間

柱
一

本
立

。

胴
貫

二
通

差
。

天
井

化
粧

屋
根

裏
通

柱
上

南
北

に
二

筋
大

梁
架
、

東
西

に
三

本
継
掛

梁
。

梁
下

端
に

出
桁

受
大

面
取

り
肘

木

入
。
棟
木

及
母
屋

二
通
り

、
下
に

添
肘
木

。
肘
木

先
端
破

風
板
受

。
棟
束

貫
二
通

、
小
屋

束
大
面

取
。

床
小
根
太

入
り
床

板
突
附

張
り
、

目
地
入

れ
。
二

階
よ
り

の
階
段

口
三
方

高
欄
付

。
側
壁

及
妻
内

部
共
真

壁
白
漆

喰
塗
り

。

艮 艮
櫓櫓

  
階階

段段
記記

述述
  

重重
要要

文文
化化

財財
高高

松松
城城

旧旧
東東

之之
丸丸

艮艮
櫓櫓

移移
築築

修修
理理

工工
事事

報報
告告

書書
  

((昭昭
和和

四四
十十

二二
年年

九九
月月

))よよ
りり

抜抜
粋粋

  

階階
段段

、、
手手
摺摺

内
部

一
階

の
階
段

は
、

中
心
柱

よ
り

南
寄

り
東
向

き
に

八
級
、

二
階

階
段

は
同
柱

よ
り

北
寄
り

西
向

き
に

七
級

の
木

階
段

を
設
け
て

い
る
が

、
い
ず

れ
も
手

摺
は
な

い
。
一

階
の
階

段
は
蹴

上
げ

36
㎝

、
二
階

は
33

㎝
と

比
較
的

高
く
、

踏
板
一

枚

毎
に
簓
桁

に
二
枚

の
枘
差

し
楔
締

め
と
し

、
こ
の

位
置
に

そ
れ
ぞ

れ
階
段

裏
板
押

え
の
横

桟
を
打

っ
て
い

る
。

 
階

段
裏

板
の

傍
は

突
付

け
で
、

い
ず

れ
も

目
板
打

で
あ

る
。
一

部
に

後
補

の
跡
が

見
ら

れ
た
が

、
主

体
は

栂
材

で
作

ら
れ

た
当
初
の

も
の
で

あ
る
。

簓
桁
の

上
部
は

床
板
に

腮
欠
に

引
掛
け

と
し
て

い
る
だ

け
で
、

釘
そ
の

他
に
よ

る
留
め

は
な
い

。

 
二
･
三
階
の

階
段
降

り
口
手
摺

は
近
年

修
理
の

際
に
撤

去
さ
れ

た
も

の
で
、
中
心
柱

に
は
手
摺

地
覆

、
貫
、
笠
木
の

大
入

れ
仕

口
穴

が
残

さ
れ

て
い

た
ほ

か
、

梁
上

端
に

は
地

覆
い

と
の

太
枘

穴
も

あ
り

、
近

年
ま

で
取
り

付
い

て
い

た
こ

と
は

明
瞭

で
あ
る
。
手
摺
の

総
高
は

約
46

㎝
の
低

い
も
の

で
あ
る

が
、
隅

の
束
と

の
間
に

二
本
の

束
を
入

れ
、
上

框
の
持

出
部
分

は
福

井
県
丸
亀

城
の
も

の
を
参

考
に
し

て
若
干

反
り
付

き
に
作

っ
た
。
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2
-
5

 
絵

図
・

絵
画

 

参
考

と
な

る
絵

図
は

以
下

の
も

の
が

あ
げ

ら
れ

る
。

 

史
料

名
 

 
 

年
代

 
所

蔵
 

『
高

松
城

下
図

屏
風

』
  

 
1

7
世

紀
中

葉
 

香
川

県
立

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

蔵
 

『
讃

岐
国

高
松

城
石

垣
破

損
堀

浚
之

覚
』

 
 
文

政
6
年

(1
8

2
3

) 
臼

杵
市

教
育

委
員

会
蔵

 

『
讃

岐
国

名
勝

図
会

』
  

 
嘉

永
6
年

(1
8

5
3

) 
高

松
市

歴
史

資
料

館
蔵

 

『
高

松
城

古
図

』
 

 
慶

応
2
年

(1
8

6
6

) 
多

和
文

庫
蔵

 

こ
れ

ら
史

料
に

お
い

て
、

各
絵

図
共

に
「

南
蛮

造
り

」
は

共
通

し
た

事
項

で
あ

る
。

ま
た

、
『

高
松

城
下

図
屏

風
』
（

以
下

絵
図

１
）

と
『

讃

岐
国

高
松

城
石

垣
破

損
堀

浚
之

覚
』

、
『

高
松

城
古

図
』

（
以

下
絵

図
2
、

4
）

で
は

外
壁

の
色

彩
が

異
な

る
。

特
に

絵
図

1
に

お
い

て
は

、

壁
上

部
や

軒
塗

込
部

分
は

白
色

で
描

か
れ

て
い

る
た

め
、

何
か

意
味

を
持

っ
て

塗
り

替
え

て
い

る
も

の
と

推
察

さ
れ

る
。

ち
な

み
に

絵
図

1
に

描
か

れ
て

い
る

櫓
の

外
壁

は
黒

色
で

あ
る

。
こ

の
『

高
松

城
下

図
屏

風
』

は
継

続
し

て
の

調
査

が
必

要
と

思
わ

れ
る

。
 

 
屋

根
形

状
に

関
し

て
は

、
絵

図
1
に

は
唐

破
風

、
千

鳥
破

風
な

ど
が

描
か

れ
て

い
な

い
も

の
の

、
絵

図
2
で

は
初

重
と

２
重

に
は

破
風

が
描

か
れ

て
い

る
。

し
か

し
、

頂
部

屋
根

で
は

入
母

屋
の

形
状

は
確

認
で

き
る

が
唐

破
風

は
見

ら
れ

な
い

。
 

参
考

資
料

2
-
5

 
絵

図
 

絵
図

1
 

高
松

城
下

図
屏

風
 

1
7

世
紀

中
葉（

香
川

県
立

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

蔵
）
 

絵
図

2
 

讃
岐

国
高

松
城

石
垣

破
損

堀
浚

之
覚

 

文
政

6
年

(1
8

2
3

)（
臼

杵
市

教
育

委
員

会
蔵

）
 

絵
図

3
 

讃
岐

国
名

勝
図

会
 

嘉
永

6
年

(1
8

5
3

)（
高

松
市

歴
史

資
料

館
蔵

）
 

絵
図

4
 

高
松

城
古

図
 

慶
応

2
年

(1
8

6
6

)（
多

和
文

庫
蔵

）
 

個
人
所
蔵

高
松
松
平
家
歴
史
資
料

（
香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
所
蔵
）
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参
考

資
料

2
-
4

-
3

 
内

部
 

 
高

松
城

天
守

復
元

の
た

め
、
想

定
復

元
図

面
を

作
成

し
て

い
る

。
既

往
の

調
査

研
究

を
基

に
、
内

部
階

段
な

ど
追

加
し

た
。

し
か

し
な

が
ら

、
復

元
の

た
め

の
内

部
資

料
は

乏
し

く
、

図
中

に
描

か
れ

て
い

る
階

段
や

軸
組

み
も

、
類

例
を

参
考

と
し

て

記
入

し
て

い
る

も
の

で
あ

る
。

軸
組

み
に

つ
い

て
は

、
主

要
柱

（
隅

柱
お

よ
び

中
央

4
本

）
は

2
層

通
し

柱
と

想
定

し
た

。
 

今
回

の
図

面
の

参
考

と
し

た
類

例
は

、
高

松
城

に
現

存
す

る
2

棟
の

櫓
（

月
見

櫓
、

艮
櫓

）
で

あ
る

。
両

櫓
の

修
理

工
事

報
告

書
に

あ
る

、
階

段
や

内
部

に
関

す
る

記
載

の
抜

粋
を

示
す

。
 

月 月
見見

櫓櫓
  

内内
部部

記記
述述

  

重重
要要

文文
化化

財財
高高

松松
城城

二二
之之

丸丸
  

月月
見見

櫓櫓
、、

続続
櫓櫓

、、
渡渡

櫓櫓
、、

水水
手手

御御
門門

  
修修

理理
工工

事事
報報

告告
書書

  

((昭昭
和和

三三
十十

二二
年年

三三
月月

))よよ
りり

抜抜
粋粋

  

月月
見見

櫓櫓
一一
階階

中
央

部
四

本
一

階
よ

り
三

階
ま

で
通

し
柱

、
そ

の
他

管
柱

建
て
。

総
方

柱
面

取
り
。

土
嚢

敷
き

。
内

部
四

周
一

間
巾

の
武

者

走
り

を
配

す
。

入
口

を
除

く
側

柱
間

、
間

柱
一

本
建

。
胴

貫
四
通

差
。

入
側

柱
通
一

間
ご

と
に

胴
差

し
入

れ
。

胴
差

、
床

梁

（
二

階
）

間
束

立
て

。
入

側
一

間
毎

に
出

梁
架

枘
差

し
。

そ
の
他

敷
桁

組
合

わ
せ
架

構
。

床
小

根
太

入
り

。
床

板
目

地
板

入

れ
突
附
張

り
。
側
壁

真
壁
白
漆
喰

塗
り

。
北
及

び
西
面

に
二
間
の

石
落
口

装
置

。
揚
板

兆
番
止
め

下
端
鉄

板
張
り

小
鋲
止

め
。

続
櫓
と
の

境
片
引

き
土
戸

建
込
。

階 階
段段

階
の
中
央

部
東
寄

り
に
一

階
よ
り

二
階
に

通
ず
る

木
階
段

十
一
級

。
裏
板

張
り
横

棧
打
ち

。
周
囲

半
間
通

り
化
粧

屋
根
裏

。

月月
見見

櫓櫓
二二
階階

中
央

部
四

本
の

通
柱

を
除

く
外

管
柱

。
総

方
柱

面
取

り
。

内
部
四

周
半

間
巾

の
武
者

走
り

を
配

す
。

一
階

出
梁

中
央

に
土

嚢

架
渡

し
側

柱
建

。
側

柱
間

、
間

柱
一

本
建

。
胴

貫
三

通
差

。
側
柱

通
一

間
ご

と
に
胴

差
し

入
れ

。
胴

差
、

床
梁

（
三

階
）

間

束
立

て
入

側
一

間
毎

に
出

梁
架

枘
差

し
、

そ
の

他
敷

桁
架

構
。
床

小
根

太
入

り
床
板

突
附

張
り

目
地

入
り

。
側

壁
真

壁
白

漆

喰
塗
り
。

階 階
段段

階
の

南
西

隅
に

二
階

よ
り

三
階
に

通
ず

る
木

階
段
十

一
級

。
裏
板

張
り

横
棧

止
め
。

一
階

よ
り
の

階
段

口
三

方
高

欄
付

。
周

囲
半
間
通

り
化
粧

屋
根
裏

。

月月
見見

櫓櫓
三三
階階

中
央

部
四

本
通

柱
、

そ
の

他
管

柱
。

総
方

柱
面

取
り

。
二

階
入
り

側
柱

上
土

嚢
架
渡

し
側

柱
建

。
側

柱
間

、
間

柱
一

本
立

。

胴
貫

二
通

差
。

天
井

化
粧

屋
根

裏
通

柱
上

南
北

に
二

筋
大

梁
架
、

東
西

に
三

本
継
掛

梁
。

梁
下

端
に

出
桁

受
大

面
取

り
肘

木

入
。
棟
木

及
母
屋

二
通
り

、
下
に

添
肘
木

。
肘
木

先
端
破

風
板
受

。
棟
束

貫
二
通

、
小
屋

束
大
面

取
。

床
小
根
太

入
り
床

板
突
附

張
り
、

目
地
入

れ
。
二

階
よ
り

の
階
段

口
三
方

高
欄
付

。
側
壁

及
妻
内

部
共
真

壁
白
漆

喰
塗
り

。

艮 艮
櫓櫓

  
階階

段段
記記

述述
  

重重
要要

文文
化化

財財
高高

松松
城城

旧旧
東東

之之
丸丸

艮艮
櫓櫓

移移
築築

修修
理理

工工
事事

報報
告告

書書
  

((昭昭
和和

四四
十十

二二
年年

九九
月月

))よよ
りり

抜抜
粋粋

  

階階
段段

、、
手手
摺摺

内
部

一
階

の
階
段

は
、

中
心
柱

よ
り

南
寄

り
東
向

き
に

八
級
、

二
階

階
段

は
同
柱

よ
り

北
寄
り

西
向

き
に

七
級

の
木

階
段

を
設
け
て

い
る
が

、
い
ず

れ
も
手

摺
は
な

い
。
一

階
の
階

段
は
蹴

上
げ

36
㎝

、
二
階

は
33

㎝
と

比
較
的

高
く
、

踏
板
一

枚

毎
に
簓
桁

に
二
枚

の
枘
差

し
楔
締

め
と
し

、
こ
の

位
置
に

そ
れ
ぞ

れ
階
段

裏
板
押

え
の
横

桟
を
打

っ
て
い

る
。

 
階

段
裏

板
の

傍
は

突
付

け
で
、

い
ず

れ
も

目
板
打

で
あ

る
。
一

部
に

後
補

の
跡
が

見
ら

れ
た
が

、
主

体
は

栂
材

で
作

ら
れ

た
当
初
の

も
の
で

あ
る
。

簓
桁
の

上
部
は

床
板
に

腮
欠
に

引
掛
け

と
し
て

い
る
だ

け
で
、

釘
そ
の

他
に
よ

る
留
め

は
な
い

。

 
二
･
三
階
の

階
段
降

り
口
手
摺

は
近
年

修
理
の

際
に
撤

去
さ
れ

た
も

の
で
、
中
心
柱

に
は
手
摺

地
覆

、
貫
、
笠
木
の

大
入

れ
仕

口
穴

が
残

さ
れ

て
い

た
ほ

か
、

梁
上

端
に

は
地

覆
い

と
の

太
枘

穴
も

あ
り

、
近

年
ま

で
取
り

付
い

て
い

た
こ

と
は

明
瞭

で
あ
る
。
手
摺
の

総
高
は

約
46

㎝
の
低

い
も
の

で
あ
る

が
、
隅

の
束
と

の
間
に

二
本
の

束
を
入

れ
、
上

框
の
持

出
部
分

は
福

井
県
丸
亀

城
の
も

の
を
参

考
に
し

て
若
干

反
り
付

き
に
作

っ
た
。
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2
-
5

 
絵

図
・

絵
画

 

参
考

と
な

る
絵

図
は

以
下

の
も

の
が

あ
げ

ら
れ

る
。

 

史
料

名
 

 
 

年
代

 
所

蔵
 

『
高

松
城

下
図

屏
風

』
  

 
1

7
世

紀
中

葉
 

香
川

県
立

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

蔵
 

『
讃

岐
国

高
松

城
石

垣
破

損
堀

浚
之

覚
』

 
 
文

政
6
年

(1
8

2
3

) 
臼

杵
市

教
育

委
員

会
蔵

 

『
讃

岐
国

名
勝

図
会

』
  

 
嘉

永
6
年

(1
8

5
3

) 
高

松
市

歴
史

資
料

館
蔵

 

『
高

松
城

古
図

』
 

 
慶

応
2
年

(1
8

6
6

) 
多

和
文

庫
蔵

 

こ
れ

ら
史

料
に

お
い

て
、

各
絵

図
共

に
「

南
蛮

造
り

」
は

共
通

し
た

事
項

で
あ

る
。

ま
た

、
『

高
松

城
下

図
屏

風
』
（

以
下

絵
図

１
）

と
『

讃

岐
国

高
松

城
石

垣
破

損
堀

浚
之

覚
』

、
『

高
松

城
古

図
』

（
以

下
絵

図
2
、

4
）

で
は

外
壁

の
色

彩
が

異
な

る
。

特
に

絵
図

1
に

お
い

て
は

、

壁
上

部
や

軒
塗

込
部

分
は

白
色

で
描

か
れ

て
い

る
た

め
、

何
か

意
味

を
持

っ
て

塗
り

替
え

て
い

る
も

の
と

推
察

さ
れ

る
。

ち
な

み
に

絵
図

1
に

描
か

れ
て

い
る

櫓
の

外
壁

は
黒

色
で

あ
る

。
こ

の
『

高
松

城
下

図
屏

風
』

は
継

続
し

て
の

調
査

が
必

要
と

思
わ

れ
る

。
 

 
屋

根
形

状
に

関
し

て
は

、
絵

図
1
に

は
唐

破
風

、
千

鳥
破

風
な

ど
が

描
か

れ
て

い
な

い
も

の
の

、
絵

図
2
で

は
初

重
と

２
重

に
は

破
風

が
描

か
れ

て
い

る
。

し
か

し
、

頂
部

屋
根

で
は

入
母

屋
の

形
状

は
確

認
で

き
る

が
唐

破
風

は
見

ら
れ

な
い

。
 

参
考

資
料

2
-
5

 
絵

図
 

絵
図

1
 

高
松

城
下

図
屏

風
 

1
7

世
紀

中
葉（

香
川

県
立

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

蔵
）
 

絵
図

2
 

讃
岐

国
高

松
城

石
垣

破
損

堀
浚

之
覚

 

文
政

6
年

(1
8

2
3

)（
臼

杵
市

教
育

委
員

会
蔵

）
 

絵
図

3
 

讃
岐

国
名

勝
図

会
 

嘉
永

6
年

(1
8

5
3

)（
高

松
市

歴
史

資
料

館
蔵

）
 

絵
図

4
 

高
松

城
古

図
 

慶
応

2
年

(1
8

6
6

)（
多

和
文

庫
蔵

）
 

個
人
所
蔵

高
松
松
平
家
歴
史
資
料

（
香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
所
蔵
）
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松
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料
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書

38
 

3
. 

復
元

考
察

の
ま

と
め

本
稿

で
は

、
高

松
城

天
守

復
元

に
向

け
て

、
こ

れ
ま

で
の

調
査

研
究

成
果

を
ふ

ま
え

、
さ

ら
に

追
加

可
能

な
事

項
に

つ
い

て
の

事
例

を
紹

介
し

た
。

 

具
体

的
に

は
、

ま
ず

発
掘

調
査

に
よ

り
検

出
さ

れ
た

天
守

の
「

痕
跡

」
や

「
遺

物
」

で
あ

り
、

こ
れ

ら
は

天
守

復
元

に
向

け
て

の
実

証
的

な
数

値
資

料
と

な
り

う
る

も
の

で
あ

る
。

 

例
え

ば
、

穴
蔵

入
口

の
柱

痕
跡

か
ら

は
、

当
時

の
柱

材
の

寸
法

を
把

握
す

る
こ

と
が

可
能

と
な

る
ば

か
り

で
な

く
、

そ
の

位
置

も
ま

た
理

解
す

る
こ

と
が

可
能

と
な

る
。

ま
た

、
鎹

や
釘

な
ど

の
金

物
遺

物
か

ら
は

、
遺

物
自

体
の

寸
法

は

も
と

よ
り

、
遺

物
の

大
き

さ
の

違
い

か
ら

、
そ

れ
ら

が
部

位
に

よ
っ

て
使

い
分

け
ら

れ
て

い
た

で
あ

ろ
う

こ
と

が
理

解

で
き

よ
う

。
 

瓦
片

に
つ

い
て

も
同

様
で

あ
る

。
瓦

遺
物

の
寸

法
確

認
と

古
写

真
の

解
析

を
同

時
進

行
で

進
め

る
こ

と
で

、
割

り
付

け
や

枚
数

な
ど

、
具

体
的

な
数

値
を

導
き

出
す

こ
と

が
可

能
と

な
る

は
ず

で
あ

る
。

鯱
も

現
存

（
片

方
で

は
あ

る
が

）

し
て

お
り

、
こ

こ
か

ら
は

、
大

棟
の

巾
に

つ
い

て
の

推
察

が
進

め
ら

れ
る

。
 

次
に

、
本

稿
で

の
類

例
調

査
は

、
高

松
城

に
現

存
す

る
櫓

を
と

り
あ

げ
た

。
 

こ
の

現
存

す
る

両
櫓

か
ら

は
、

意
匠

や
使

用
材

料
に

関
し

て
の

情
報

が
多

く
得

ら
れ

る
も

の
と

し
て

重
要

視
し

て
い

る
。

こ
ち

ら
も

具
体

例
を

示
す

と
、

修
理

工
事

報
告

書
に

記
載

さ
れ

た
材

料
名

（
松

材
お

よ
び

栂
材

の
使

用
が

明
記

さ

れ
て

い
る

）
が

ま
ず

注
視

さ
れ

る
。

こ
の

栂
材

は
、

発
掘

調
査

に
よ

っ
て

検
出

さ
れ

た
掘

立
柱

痕
跡

の
材

質
と

も
合

致

す
る

な
ど

、
非

常
に

重
要

な
手

掛
か

り
で

あ
る

。
土

佐
漆

喰
の

検
出

は
、

あ
る

意
味

非
常

に
重

要
な

資
料

で
あ

る
と

同

時
に

、
慎

重
な

対
応

が
求

め
ら

れ
る

た
め

注
意

が
必

要
で

あ
る

。
 

ま
た

、
今

回
は

現
存

す
る

両
櫓

修
理

工
事

報
告

書
お

よ
び

「
年

々
日

記
 

三
十

」
（

参
考

資
料

2
-
3
）

の
記

述
内

容

を
参

考
に

し
て

、
想

定
復

元
案

を
作

成
し

て
い

る
。

1
-
2

.（
3
）

. 
天

守
内

部
の

検
討

で
も

ふ
れ

て
い

る
が

、
最

上
階

「
諸

神
の

間
」

の
性

格
に

よ
っ

て
階

段
設

置
の

場
所

も
影

響
を

受
け

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
。

 

「
年

々
日

記
 

三
十

」
の

記
述

に
お

い
て

、
梯

（
は

し
ご

）
と

あ
る

よ
う

に
、

階
の

上
下

を
行

き
来

す
る

た
め

の
階

段
が

設
置

さ
れ

て
い

た
。

階
段

自
体

の
詳

細
に

つ
い

て
は

確
認

す
る

こ
と

は
不

可
能

で
あ

る
が

、
地

階
か

ら
最

上
階

ま

で
の

記
述

が
あ

る
こ

と
は

注
目

に
値

す
る

。
特

に
最

上
階

の
「

中
央

に
畳

な
ど

し
き

て
」

と
い

う
記

述
は

、「
小

神
野
茟

帖
 

仁
」

に
あ

る
「

諸
神

の
間

」
と

の
関

連
を

強
く

印
象

付
け

る
も

の
で

あ
る

。
 

そ
の

た
め

、
3

階
、

4
階

に
つ

い
て

は
、

そ
れ

ぞ
れ

2
案

（
中

央
階

段
案

と
外

周
階

段
案

）
を

計
画

し
た

。
い

ず
れ

の
案

も
直

上
、

直
下

階
へ

直
階

段
で

つ
な

が
る

案
と

し
て

お
り

、
階

段
の

途
中

に
踊

り
場

を
設

け
た

り
、

直
角

に
曲

げ

る
と

い
う

操
作

は
行

な
っ

て
い

な
い

。
 

想
定

復
元

案
の

一
つ

は
、

月
見

櫓
を

参
考

と
し

た
も

の
で

、
四

天
柱

の
外

側
に

階
段

を
配

置
し

た
案

と
し

て
い

る
。

穴
蔵

入
口

を
入

っ
て

中
央

南
か

ら
登

り
始

め
、

１
階

で
は

東
よ

り
の

北
側

か
ら

２
階

に
向

か
う

。
２

階
か

ら
３

階
へ

の

階
段

は
、

西
よ

り
に

設
け

南
か

ら
上

る
。

 

３
階

か
ら

最
上

階
へ

の
階

段
配

置
案

の
中

央
階

段
案

は
、

中
央

柱
の

脇
に

階
段

を
配

置
し

、
最

上
階

中
央

西
よ

り
に

上
る

計
画

と
し

た
。

外
周

階
段

案
で

は
、

東
よ

り
に

階
段

を
配

置
し

、
３

階
北

側
か

ら
最

上
階

中
央

南
よ

り
に

上
る

計

画
と

し
た

。
 

想
定

復
元

案
2

例
目

は
、

艮
櫓

を
参

考
と

し
た

も
の

で
、

穴
蔵

入
口

か
ら

ほ
ぼ

正
面

中
央

に
階

段
を

配
置

し
た

。
１

階
で

折
り

返
し

中
心

柱
を

挟
ん

で
東

か
ら

西
に

向
か

っ
て

上
り

、
2

階
で

再
度

折
り

返
し

て
3

階
に

至
る

。
艮

櫓
参

考

の
中

央
階

段
案

は
、

地
階

か
ら

最
上

階
ま

で
中

央
柱

の
周

り
に

階
段

を
配

す
る

案
と

し
て

い
る

。
外

周
階

段
案

は
、

3

階
か

ら
最

上
階

へ
の

階
段

を
東

よ
り

に
配

置
す

る
計

画
と

し
た

。
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参
考

建
物

3
・
4
階

階
段

位
置

地
下

1
階

か
ら

2
階

ま
で

の
特

徴
3
・
4
階

の
特

徴

案
1

中
央

３
階

か
ら

最
上

階
へ

の
階

段
配

置
は

、
中

央
柱

の
脇

に
階

段
を

配
置

し
、

最
上

階
中

央
西

よ
り

に
上

る
。

案
2

外
周

3
階

か
ら

最
上

階
へ

の
階

段
配

置
は

，
東

よ
り

に
階

段
を

配
置

し
、

３
階

北
側

か
ら

最
上

階
中

央
南

よ
り

に
上

る
。

案
3

中
央

地
階

か
ら

最
上

階
ま

で
中

央
柱

の
周

り
に

階
段

を
配

す
る

。

案
4

外
周

3
 階

か
ら

最
上

階
へ

の
階

段
を

東
よ

り
に

配
置

す
る

。

各
復

元
案

の
特

徴

四
天

柱
の

外
側

に
階

段
を

配
置

し
た

案
。

穴
蔵

入
口

を
入

っ
て

中
央

南
か

ら
登

り
始

め
、

１
階

で
は

東
よ

り
の

北
側

か
ら

２
階

に
向

か
う

。
２

階
か

ら
３

階
へ

の
階

段
は

、
西

よ
り

に
設

け
南

か
ら

上
る

。

月
見

櫓

穴
蔵

入
口

か
ら

ほ
ぼ

正
面

中
央

に
階

段
を

配
置

し
た

。
１

階
で

折
り

返
し

中
心

柱
を

挟
ん

で
東

か
ら

西
に

向
か

っ
て

上
り

、
2
 階

で
再

度
折

り
返

し
て

3
 階

に
至

る
。

艮
櫓

復
元

案
の

外
観

に
つ

い
て

は
、

貴
重

な
古

写
真

よ
り

多
く

の
示

唆
が

得
ら

れ
て

い
る

。
南

面
と

東
面

が
伺

え
る

ア
ン

グ
ル

で
撮

影
さ

れ
た

写
真

で
、

当
該

各
面

の
様

相
の

多
く

を
判

明
す

る
こ

と
が

可
能

と
な

っ
た

。
さ

ら
に

、
文

献
な

ど

を
含

め
た

検
討

を
す

る
こ

と
で

、
各

階
の

平
面

規
模

の
推

定
も

可
能

と
な

り
、

南
面

と
東

面
と

対
に

な
る

北
面

、
西

面

の
外

観
も

あ
る

程
度

推
測

す
る

こ
と

が
可

能
と

な
っ

て
い

る
。

ま
た

、
屋

根
を

支
持

す
る

方
杖

の
分

析
に

よ
り

、
柱

位

置
の

検
討

が
可

能
と

な
っ

た
。

 

天
守

の
高

さ
に

つ
い

て
も

、
上

記
同

様
に

文
献

と
合

わ
せ

て
検

討
す

る
こ

と
で

、
推

定
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

。
 

こ
の

よ
う

に
、

古
写

真
か

ら
得

ら
れ

た
情

報
は

、
天

守
外

観
の

復
元

に
大

き
な

プ
ラ

ス
と

な
っ

て
い

る
こ

と
は

間
違

い
な

い
。

 

上
記

し
た

よ
う

に
、

古
写

真
の

与
え

る
情

報
に

、
絵

図
や

文
献

情
報

を
加

味
し

て
検

討
す

る
こ

と
で

、
さ

ら
に

諸
点

が
浮

か
び

上
が

る
。

写
真

や
絵

図
で

は
い

わ
ゆ

る
「

数
値

」
と

し
て

の
情

報
を

得
る

こ
と

は
難

し
い

。
し

か
し

、
文

献

で
は

間
口

の
大

き
さ

や
畳

の
枚

数
な

ど
実

数
と

し
て

の
情

報
を

読
み

取
る

こ
と

が
出

来
る

。
そ

の
情

報
の

正
確

性
は

ま

た
別

の
検

討
が

必
要

と
な

る
が

、
ま

ず
実

数
と

し
て

の
も

の
の

大
き

さ
を

把
握

す
る

こ
と

の
出

来
る

情
報

が
そ

こ
に

は

あ
る

。
例

え
ば

、
『

小
神

野
茟

帖
 仁

』
や

『
消

暑
漫

筆
 壹

』
に

記
載

の
あ

る
天

守
の

規
模

や
高

さ
の

記
述

は
、

天
守

復
元

の
た

め
に

非
常

に
重

要
か

つ
具

体
的

な
も

の
で

あ
る

。
こ

の
具

体
的

な
数

値
を

古
写

真
や

絵
図

と
比

較
し

、
検

証

す
る

こ
と

で
復

元
案

の
論

拠
は

た
か

ま
る

も
の

と
考

え
ら

れ
る

。
 

指
図

や
図

面
が

現
在

の
と

こ
ろ

発
見

さ
れ

て
い

な
い

状
況

の
中

で
は

、
建

物
の

姿
を

復
元

す
る

際
に

用
い

る
数

値
(寸

法
)の

根
拠

と
な

る
具

体
的

な
数

値
資

料
は

、
文

献
に

記
載

さ
れ

た
内

容
に

拠
る

と
こ

ろ
が

大
き

い
。
今

回
提

示
し

た
復

元
案

も
、

古
写

真
、

絵
図

お
よ

び
文

献
史

資
料

か
ら

得
ら

れ
た

情
報

を
基

に
し

て
い

る
部

分
が

多
く

、
い

か
に

こ
れ

ら

の
資

料
が

重
要

で
あ

る
か

理
解

で
き

よ
う

。
事

項
の

課
題

に
も

つ
な

が
る

が
、

現
在

発
見

さ
れ

研
究

に
着

手
し

て
い

る

史
資

料
に

つ
い

て
も

、
継

続
し

て
精

査
を

行
な

う
こ

と
で

天
守

の
復

元
案

自
体

も
精

度
向

上
が

図
れ

る
。

 

ま
た

、
未

発
見

で
あ

り
復

元
案

の
策

定
に

必
要

と
考

え
ら

れ
る

資
料

等
は

、
そ

の
発

見
に

努
め

る
必

要
が

あ
り

、
こ

ち
ら

も
継

続
す

べ
き

で
あ

る
。

 

今
回

示
し

た
追

加
事

例
は

、
総

体
の

一
部

で
あ

り
、今

後
も

上
記

の
よ

う
な

調
査

研
究

を
具

体
的

に
進

め
る

こ
と

で
、

天
守

復
元

の
基

礎
的

な
資

料
が

積
み

上
げ

ら
れ

る
も

の
と

考
え

る
。
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4
. 

今
後

の
課

題

今
回

提
示

し
た

復
元

検
討

お
よ

び
復

元
計

画
案

は
、

あ
く

ま
で

現
時

点
で

の
検

討
結

果
で

あ
り

復
元

案
で

あ
る

。
今

後
更

な
る

調
査

研
究

を
継

続
す

る
こ

と
に

よ
り

、
復

元
案

は
よ

り
具

体
的

に
内

容
を

詰
め

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
も

の

と
思

わ
れ

る
。

 

今
後

に
必

要
な

調
査

研
究

と
し

て
は

、
以

下
の

事
項

な
ど

が
あ

げ
ら

れ
る

。
 

・
古

写
真

の
解

析
と

詳
細

分
析

今
日

の
写

真
解

析
技

術
、

特
に

デ
ジ

タ
ル

技
術

に
お

い
て

は
、

古
写

真
の

解
析

手
法

自
体

も
変

化
向

上
が

著

し
い

。
画

像
補

整
や

調
整

に
よ

り
ア

ン
グ

ル
の

変
更

や
反

転
等

の
方

法
に

よ
り

、
古

写
真

の
資

料
的

価
値

が
更

に
高

ま
る

こ
と

が
予

想
さ

れ
る

。
し

た
が

っ
て

、
現

在
の

南
東

面
を

、
そ

れ
ぞ

れ
南

面
、

東
面

の
正

面
デ

ー
タ

に
近

い
状

態
と

し
、

各
面

に
お

け
る

検
証

精
度

を
上

げ
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
、

外
観

情
報

の
増

加
に

よ
る

詳
細

部
（

窓
開

口
部

や
連

子
間

隔
、

破
風

、
華

頭
窓

の
形

状
等

）
の

確
認

が
可

能
と

な
る

こ
と

が
望

ま
れ

る
。

 

・
構

造
架

構
に

関
す

る
検

討

柱
、

梁
等

の
軸

組
み

に
関

し
て

は
、

こ
れ

ま
で

は
類

例
に

よ
る

検
討

に
て

進
め

ら
れ

て
い

る
。

発
掘

調
査

に

よ
っ

て
発

見
さ

れ
た

、
地

階
部

分
で

は
痕

跡
か

ら
部

材
寸

法
や

そ
の

位
置

な
ど

が
推

定
さ

れ
た

こ
と

は
大

き
な

進
展

で
あ

る
が

、
上

部
階

の
情

報
は

発
掘

調
査

か
ら

得
る

こ
と

は
困

難
で

あ
る

。
今

後
、

上
部

階
の

架
構

や
部

材
寸

法
を

検
討

す
る

に
は

、
前

述
し

た
古

写
真

の
詳

細
分

析
に

よ
り

、
外

観
か

ら
判

別
で

き
る

部
材

の
小

口
寸

法
等

を
検

証
し

、
類

例
と

比
較

し
な

が
ら

他
部

材
の

推
定

を
進

め
る

必
要

が
あ

る
も

の
と

考
え

る
。

 

・
内

部
情

報
に

関
す

る
史

資
料

の
増

加

天
守

内
部

に
つ

い
て

の
情

報
不

足
も

上
記

同
様

に
否

め
な

い
。
復

元
検

討
を

次
の

段
階

に
進

め
る

た
め

に
は

、

内
部

情
報

の
増

加
は

必
須

事
項

と
な

る
。

床
材

の
貼

り
こ

み
方

向
か

ら
無

目
の

有
無

、
畳

の
有

無
や

そ
の

敷
き

込
み

、
間

仕
切

位
置

や
そ

の
寸

法
、

天
井

に
つ

い
て

等
必

要
な

事
項

は
多

数
に

上
る

。
今

後
、

少
し

で
も

多
く

の
情

報
を

入
手

す
べ

く
継

続
的

な
調

査
研

究
が

必
要

で
あ

る
。

 

・
発

掘
遺

物
の

継
続

研
究

発
掘

調
査

に
よ

っ
て

発
見

収
集

さ
れ

た
遺

物
（

瓦
や

金
物

等
）

の
整

理
を

は
じ

め
と

し
た

調
査

研
究

を
継

続

し
、

天
守

復
元

の
た

め
の

資
料

を
増

加
す

る
。

特
に

、
少

な
か

ら
ず

天
守

に
使

用
さ

れ
て

い
た

と
推

察
さ

れ
る

遺
物

に
つ

い
て

は
、

精
査

を
実

施
し

そ
の

年
代

や
使

用
箇

所
の

特
定

が
望

ま
れ

る
。

 

・
高

松
城

全
体

の
観

点
か

ら
の

考
察

天
守

の
復

元
考

察
に

お
い

て
は

、
天

守
の

み
で

な
く

高
松

城
天

守
と

し
て

の
観

点
か

ら
の

考
察

が
大

切
に

な

る
。

歴
史
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背

景
や

四
国

に
お

け
る

高
松

城
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重
要
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等

こ
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ま
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も
述
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れ
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い
る

事
項
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は

あ
る

が
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あ
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た
め
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城

の
全

体
に

お
け

る
天

守
と
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う

観
点

で
の

検
討

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

れ
る
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検
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検
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れ
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こ
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望
ま

し
い
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切
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天
守
の
重
量
に
つ
い
て

 

１１
..
目目

  
的的

現
在
高
松
城
の
天
守
台
石
垣
は
保
存
修
理
工
事
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
天
守
台
石
垣
は
、
将
来
天

守
が
在
来
工
法
に
よ
り
復
原
さ
れ
る
場
合
を
も
予
想
し
て
実
施
設
計
が
行
わ
れ
て
い
る
。
天
守
台
石

垣
は
形
状
・
規
模
は
も
と
よ
り
、
実
質
的
に
荷
重
を
受
け
る
構
造
物
で
あ
る
た
め
、
そ
の
荷
重
を
推

定
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
現
時
点
で
得
ら
れ
る
資
料
に
よ
り
天
守
の
重
量
を
想
定
し

て
、
石
垣
保
存
修
理
の
実
施
設
計
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

２２
..
資資

  
料料

天
守
の
重
量
を
積
算
す
る
資
料
と
し
て
、
高
松
城
天
守
復
元
計
画
案
を
基
本
と
し
た
。
そ
の
他
、

細
部
仕
様
等
に
つ
い
て
は
重
要
文
化
財
建
造
物
の
保
存
修
理
工
事
報
告
書
等
を
参
考
と
し
た
。

３３
..
積積
算算
のの
前前
提提
条条
件件

3
-
1

 
重
量
の
算
出
方
法

重
量
の
算
出
方
法
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
単
位
重
量
が
異
な
る
、
木
材
・
瓦
材
・
壁
材
・
金
物
材
等
に
分

類
し
た
。
次
い
で
、
各
材
料
の
全
数
量
を
算
出
し
、
単
位
重
量
を
乗
じ
て
合
算
し
た
。

 

⚫
 木
材

 
：
全
木
材
・

m
3

 
×
単
位
重
量
・

k
g
/
 m

3
 
 

⚫
 瓦
材

 
：
全
屋
根
面
積
・

m
2

 
×
単
位
重
量
・

k
g
/
 m

2
 

⚫
 壁
材

 
：
全
大
壁
面
積
・

m
2

 
×
単
位
重
量
・

k
g
/
 m

2
 

：
全
真
壁
面
積
・

m
2

 
×
単
位
重
量
・

k
g
/
 m

2
 

：
全
軒
裏
塗
籠
面
積
・

m
2

 
×
単
位
重
量
・

k
g
/
 m

2
 

⚫
 金
物
材

 
：
床
面
積
・

m
2

 
×
単
位
重
量
・

k
g
/
 m

2

3
-
2

 
屋
根
荷
重
の
軽
減

天
守
復
元
に
あ
た
り
、
伝
統
的
な
工
法
・
仕
様
を
遵
守
し
つ
つ
も
、
可
能
な
限
り
屋
根
荷
重
を
軽

減
す
る
こ
と
は
、
重
要
文
化
財
建
造
物
の
保
存
修
理
工
事
に
お
い
て
も
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

在
来
工
法
は
土
居
葺
（
柿
葺
・
杉
皮
葺
等
）
の
上
に
土
を
置
き
、
平
瓦
を
葺
く
（
土
置
葺
）
こ
と
が

一
般
的
で
あ
る
が
、
今
回
の
積
算
で
は
葺
土
を
置
か
ず
瓦
桟
に
瓦
尻
を
銅
線
で
結
束
す
る
（
空
葺
）

工
法
と
し
た
。
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台
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台
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台
石
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重
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造
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あ
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た
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、
そ
の
荷
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を
推

定
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お
く
必
要
が
あ
る
。
こ
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時
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で
得
ら
れ
る
資
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に
よ
り
天
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の
重
量
を
想
定
し

て
、
石
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存
修
理
の
実
施
設
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に
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る
こ
と
を
目
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る
。
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天
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を
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算
す
る
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、
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元
計
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。
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他
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の
算
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方
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の
算
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方
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は
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そ
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ぞ
れ
の
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が
異
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る
、
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・
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・
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で
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各
材
料
の
全
数
量
を
算
出
し
、
単
位
重
量
を
乗
じ
て
合
算
し
た
。

 

⚫
 木
材

 
：
全
木
材
・

m
3

 
×
単
位
重
量
・

k
g
/
 m

3
 
 

⚫
 瓦
材

 
：
全
屋
根
面
積
・

m
2

 
×
単
位
重
量
・

k
g
/
 m

2
 

⚫
 壁
材

 
：
全
大
壁
面
積
・

m
2

 
×
単
位
重
量
・

k
g
/
 m

2
 

：
全
真
壁
面
積
・

m
2

 
×
単
位
重
量
・

k
g
/
 m

2
 

：
全
軒
裏
塗
籠
面
積
・

m
2

 
×
単
位
重
量
・

k
g
/
 m

2
 

⚫
 金
物
材

 
：
床
面
積
・

m
2

 
×
単
位
重
量
・

k
g
/
 m

2

3
-
2

 
屋
根
荷
重
の
軽
減

天
守
復
元
に
あ
た
り
、
伝
統
的
な
工
法
・
仕
様
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し
つ
つ
も
、
可
能
な
限
り
屋
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を
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る
こ
と
は
、
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要
文
化
財
建
造
物
の
保
存
修
理
工
事
に
お
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て
も
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

在
来
工
法
は
土
居
葺
（
柿
葺
・
杉
皮
葺
等
）
の
上
に
土
を
置
き
、
平
瓦
を
葺
く
（
土
置
葺
）
こ
と
が

一
般
的
で
あ
る
が
、
今
回
の
積
算
で
は
葺
土
を
置
か
ず
瓦
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に
瓦
尻
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銅
線
で
結
束
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（
空
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）

工
法
と
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4 4
..  
復復
元元
予予
想想
建建
造造
物物
のの
重重
量量
推推
定定

  

高
松
城
天
守
復
元
計
画
案
を
基
に
、
材
種
別
に
算
出
し
た
推
定
重
量
を
表

1
に
示
す
。
内
部
の
造

作
や
建
具
な
ど
は
明
ら
か
で
な
い
た
め
、
各
階
に
相
応
の
重
量
を
配
分
し
た
。

 

な
お
、
今
回
は
総
重
量
を
算
出
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
荷
重
の
石
垣
へ
の
分
布
等
に
つ
い
て
は

今
後
の
課
題
と
な
る
。

 

�

表
�
�
高
松
城

天
守
復

元
推
定

重
量
算
定

�

部
位

木
部

数
量

（
m
3
）

単
位

重
量

（
ｔ/
m
3
）

重
量

（
ｔ）

木
材

軸
部

3
3
�
.3
�

0
.�
4

1
�
1
.0
�

小
屋

組
4
3
.4
�

0
.�
4

2
3
.4
�

屋
根

下
地

2
3
.3
0

0
.�
4

1
2
.�
�

床
組

1
3
6
1
.0
0
(㎡

)
0
.0
6
1
2
(t
/
㎡

)
�
3
.2
�

階
段

�
.4
3

0
.�
4

�
.0
�

計
3
0
�
.�
3

部
位

屋
根

数
量

（
m
2
）

単
位

重
量

（
ｔ/
m
2
）

重
量

（
ｔ）

瓦
材

頂
部

3
6
�
.0
0

0
.2
�
�

�
3
.0
�

2
重

3
4
0
.0
0

0
.2
�
�

�
6
.�
0

初
重

4
6
0
.0
0

0
.2
�
�

1
1
�
.3
0

棟
2
0
0
(m

）
0
.0
6
1
(k
g/

m
)

1
2
.2
0

役
物

1
.0
6

計
3
1
0
.3
4

部
位

壁
数

量
（
m
2
）

単
位

重
量

（
ｔ/
m
2
）

重
量

（
ｔ）

壁
材

大
壁

(1
.2
層

）
�
4
0
.0
0

0
.2
�
�

2
4
2
.1
0

大
壁

（
3
.4
層

）
3
�
0
.0
0

0
.2
1
2

�
�
.4
4

塗
籠

部
�
�
�
.0
0

0
.0
�
4

3
1
.0
�

真
壁

1
�
6
.0
0

0
.1
2
�

2
2
.2
�

計
3
�
3
.�
6

部
位

木
部

数
量

（
m
2
）

単
位

重
量

（
kg

/
m
2
）

重
量

（
ｔ）

金
物

材
床

1
�2
�
1
.�
0

0
.0
0
0
0
3

0
.0
4

造
作

3
6
�
.0
0

0
.0
0
0
0
�

0
.0
2

屋
根

1
�1
6
�
.0
0

0
.0
0
0
1
0

0
.1
2

瓦
釘

・
銅

線
0
.2
0

計
0
.3
�

合
計

��
0.
1

 
� 1

. 
算
定
に
あ
た
っ
て
は
、
文
化
庁
重
要
文
化
財
（
建
造
物
）
基
礎
診
断
実
施
要
領
を
参
考
と
し
て
い
る
。

 

2
. 
木
材
の
単
位
重
量
は
、
参
考
資
料

2
 
重
量
積
算
資
料

(1
)木
材
の
重
量
：
ク
ロ
マ
ツ

5
4

0
k
g
/㎥
を
使
用
し
た
。

 

3
. 
木
材
；
床
組
に
つ
い
て
は
、
参
考
資
料

1
 
固
定
荷
重

(G
)の
推
定
に
お
け
る
４
）
床
の
重
量
：

6
0

0
N

/㎡
(0

.0
6

1
2

t/

㎡
)を
使
用
し
て
算
定
し
た
。

 

4
. 
瓦
材
の
単
位
重
量
は
、参
考
資
料

2
重
量
積
算
資
料

2
‐（

1
）葺
材
別
単
位
面
積
あ
た
り
の
屋
根
重
量（
本
瓦
葺
）2

,5
0

0
N

/

㎡
(0

.2
5

5
t/
㎡

)を
使
用
し
た
。

 

5
. 
壁
材
の
単
位
重
量
の
う
ち
大
壁
は
、
参
考
資
料

2
重
量
積
算
資
料

2
‐
（

2
）
単
位
面
積
あ
た
り
の
土
壁
重
量
（
仏
堂
漆
喰

壁
）

1
,4

0
0

N
/㎡
（

0
.1

4
2
ｔ

/
㎡
）：
厚
さ

2
0

.2
c
m
を
参
考
と
し
、
厚
さ
を

3
0

c
m
に
換
算
（

0
.1

4
2
ｔ

/
㎡
×

3
0

/2
0

.2
）
し
た
。
ま
た
、
真
壁
は
、
厚
さ
を

1
5

c
m
に
換
算
（

0
.1

4
2
ｔ

/㎡
×

1
5

/2
0

.2
）
し
た
。

 

6
. 
今
回
の
算
定
に
あ
た
っ
て
は
、
文
化
庁
重
要
文
化
財
（
建
造
物
）
基
礎
診
断
実
施
要
領
－

(2
)－

5
）
固
定
荷
重
の
調
整
は
適

用
し
て
い
な
い
。
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《
重

量
算

定
資

料
参

考
資

料
》

�

�

高
松
城
天
守
台
に
は
、
天
守
地
階
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
穴
蔵
建
造
の
痕
跡
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
穴
蔵
の
構
築
目
的
の
一
つ
と
し
て
、
天
守
台
重
量
の
軽
減
の
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
穴
蔵
部
分
が
版
築
土
で
構
成
さ
れ
て
い
た
場
合
の
重
量
を
概
算
で
は
あ
る

が
算
定
し
て
み
る
。

 

� 穴
蔵
部
分

体
積
�
�
�
�
��
�
�×

�
�
�
�
�
��
×

��
�
��

�
�
�
�
�
�
� �

版
築

土
比

重
を

�
�
��
�
�
�
� （

第
�
回

史
跡

高
松

城
跡

石
垣
検

討
委
員

会
資

料
��
�
�
参
照
）

と
し
た

場
合
�

� �
�
�
�
�
×
�
�
�
��
�
�
� �

�
�
�
�
�
��
�
��

�

上
部
天
守
構
造
体
の
推
定
重
量
を

99
99

00
..11

tt
と
す
る
と
、
上
部
天
守
構
造
体
重
量
の
約

9
7
％
の
重

量
と
な
る
。

 

天
守
構
築
物
に
ほ
ぼ
等
し
い
土
重
量
を
除
く
こ
と
で
、
上
部
荷
重
が
伝
達
さ
れ
る
天
守
台
、
石
垣
へ

の
荷
重
軽
減
を
図
っ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

 

                   � �
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高
松
城
天
守
閣
資
料
作
成
業
務
報
告
書

6
9
・
7
0

7
1
・
7
2

■■
重重
要要
文文
化化
財財
((建建
造造
物物
))耐耐
震震
診診
断断
指指
針針
にに
基基
づづ
くく
基基
礎礎
診診
断断
実実
施施
要要
領領
《《
抜抜
粋粋
》》

(2
)
固
定
荷
重
(G
)の
推
定

1
)
屋
根
の
重
量

表
1
　
床
面
積
当
た
り
の
基
準
屋
根
荷
重
W
r(
単
位
：
N
／
㎡
)

基
準
屋
根
荷
重
　
W
r

3
�3
0
0

2
�4
0
0

1
�3
0
0

1
�3
0
0

1
�0
0
0

1
�5
0
0

6
0
0

2
)
外
壁
の
重
量

表
2
　
床
面
積
当
た
り
の
基
準
外
壁
荷
重
W
g(
単
位
：
N
／
㎡
)

外
壁
の
種
類

基
準
外
壁
荷
重
　
W
g

2
�4
0
0

土
塗
真
壁

1
�2
0
0

板
壁

�
0
0

檜
皮
葺
、
こ
け
ら
葺

金
属
板
葺

茅
葺

(基
準
葺
厚
を
0
.6
m
と
し
葺
厚
に
よ
っ
て
調
整
す
る
)

板
葺

(石
置
板
葺
の
場
合
、
別
途
石
の
重
量
を
加
算
す
る
)

床
面
積
当
た
り
の
基
準
外
壁
荷
重
を
表
2
に
示
す
。
土
壁
の
場
合
、
基
準

の
塗
厚
を
大
壁
0
.1
5
m
、
真
壁
0
.0
6
m
と
し
て
塗
厚
に
よ
っ
て
調
整
す
る
。

ま
た
、
壁
種
類
が
複
数
有
る
場
合
は
、
そ
の
比
率
に
よ
り
調
整
す
る
。
な

お
、
建
物
の
形
状
が
曲
屋
型
(中
門
造
等
を
含
む
)の
場
合
は
、
特
に
基

準
荷
重
を
3
割
減
じ
る
。

土
塗
大
壁
(土
蔵
の
土
壁
)

桟
瓦
葺
(葺
土
な
し
)

ア
建
物
各
階
の
固
定
荷
重
は
、
木
部
、
屋
根
、
壁
な
ど
、
各
部
の
重
量

の
積
算
に
よ
り
求
め
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
。
2
層
以
上
の
建
物
に
つ
い
て

は
、
木
部
や
壁
の
う
ち
、
階
高
の
上
半
を
上
層
部
の
荷
重
、
下
半
を
当
該

階
の
荷
重
と
し
て
積
算
す
る
。
木
部
の
各
材
種
別
の
比
重
、
屋
根
の
葺

材
別
単
位
面
積
あ
た
り
の
重
量
及
び
土
壁
の
単
位
面
積
あ
た
り
の
重
量

に
つ
い
て
は
別
表
の
積
算
資
料
を
参
照
の
こ
と
。

1
)
木
部
の
重
量

各
部
材
の
材
種
別
総
材
積
を
求
め
、
比
重
に
よ
り
重
量
を
算
出
す
る
。

板
壁
や
木
造
天
井
、
屋
根
下
地
の
垂
木
・
野
地
板
な
ど
も
こ
の
中
に
含

む
。

2
)
屋
根
の
重
量

屋
根
面
積
を
算
出
し
、
葺
材
別
の
単
位
面
積
あ
た
り
の
重
量
か
ら
算
出

す
る
。

3
)
壁
の
重
量

壁
面
積
を
算
出
し
、
単
位
面
積
あ
た
り
の
重
量
か
ら
壁
重
量
を
算
出
す

る
。

イ
標
準
的
な
建
造
物
に
あ
っ
て
は
表
1
～
4
に
示
す
各
部
位
の
床
面
積

当
た
り
荷
重
に
表
5
に
示
す
建
造
物
の
種
類
と
規
模
に
よ
る
調
整
係
数
を

か
け
て
得
ら
れ
る
値
か
ら
推
定
す
る
。
こ
こ
で
、
外
壁
や
内
壁
は
階
高
の

上
半
を
上
層
階
の
荷
重
、
下
半
を
当
該
階
の
荷
重
と
し
て
積
算
す
る
。

床
面
積
当
た
り
の
基
準
屋
根
荷
重
を
表
1
に
示
す
。
た
だ
し
、
平
面
積
が

4
0
㎡
を
下
ま
わ
る
場
合
は
軒
面
積
当
た
り
の
基
準
屋
根
荷
重
と
し
て
計

算
す
る
。
又
屋
根
種
類
が
複
数
有
る
場
合
は
、
そ
の
比
率
に
よ
り
調
整
す

る
。

屋
根
葺
材
料

本
瓦
葺

桟
瓦
葺
(葺
土
あ
り
)

参
考
資
料
�１
�

3
)
内
壁
の
重
量

表
3
　
床
面
積
当
た
り
の
基
準
内
壁
荷
重
W
n
(単
位
：
N
／
㎡
)

内
壁
の
種
類

基
準
内
壁
荷
重
　
W
n

土
壁

4
5
0

板
壁

2
0
0

4
)
床
の
重
量

表
4
　
床
面
積
当
た
り
の
基
準
床
荷
重
W
f(
単
位
：
N
／
㎡
)

床
の
種
類

基
準
床
荷
重
　
W
f

通
常
の
床

6
0
0

5
)
固
定
荷
重
の
調
整

表
5
　
固
定
荷
重
の
調
整
係
数
K
d

建
造
物
の
種
類

規
模

調
整
係
数
K
d

社
寺
建
築

高
さ
1
0
m
以
下

1
.6

高
さ
1
0
m
超
1
2
m
以
下

2

高
さ
1
2
m
超
1
5
m
以
下

2
.3

高
さ
1
5
m
超

2
.5

民
家

高
さ
8
m
以
下

1

高
さ
8
m
超
1
1
m
以
下

1
.1

高
さ
1
1
m
超

1
.4

床
面

積
当

た
り

の
基

準
内

壁
荷

重
を

表
3に

示
す

。
た

だ
し

洋
風

建

築
で

、
平

面
積

を
部

屋
数

で
除

し
た

値
が
15

㎡
以

下
の

場
合

は
、

土
壁

の
値

を
12
00
N
／
㎡

と
す

る
。

床
面
積
当
た
り
の
基
準
床
荷
重
を
表
4
に
示
す
。
た
だ
し
、
土
(つ

し
2
階

の
民
家
等
で
、
2
階
床
に
土
が
お
か
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
)お

よ
び
積

載
荷
重
を
含
ま
な
い
。

固
定
荷
重
の
調
整
係
数
を
表
5
に
示
す
。
こ
こ
で
、
調
整
係
数
K
d
は
、
表

1
～
4
の
各
値
に
乗
じ
る
も
の
と
す
る
。
書
院
、
客
殿
、
方
丈
は
民
家
の
係

数
で
算
出
す
る
。
た
だ
し
洋
風
建
築
の
煙
突
等
、
木
質
材
料
、
左
官
材

料
以
外
の
材
料
が
有
る
場
合
は
別
途
計
算
す
る
。

ウ
ま
た
、
規
模
形
式
が
類
似
す
る
建
造
物
は
、
別
表
2
の
積
算
資
料
か

ら
各
部
位
の
重
量
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る

■
重
量
積
算
資
料

11　　
材材
料料
のの
重重
量量

22　　
各各

部部
分分

のの
重重

量量

((11
))

木木
材材

のの
重重

量量
(
単

位
：

k
g
／

㎥
)

((11
))

葺葺
材材

別別
単単

位位
面面

積積
ああ

たた
りり

のの
屋屋

根根
重重

量量

文
献

1
文

献
2
文

献
3

屋
根
種
別

単
位
重
量

(N
／
㎡
)

備
考
(典
拠
)

ス
ギ

3
�
�

�
�
�

ト
ド

マ
ツ

�
�
�

�
�
�

エ
ゾ

マ
ツ

�
3
�

�
1
�

ス
ギ
エ
ゾ
マ
ツ

�
�
�

モ
ミ

�
�
�

�
1
�

�
�
�

ヒ
ノ

キ
�
�
�

�
�
�

�
�
�

ヒ
バ

�
�
�

�
�
�

�
�
�

ツ
ガ

�
�
�

�
�
�

�
�
�

カ
ラ

マ
ツ

�
�
�

�
1
�

�
�
�

ア
カ

マ
ツ

�
2
�

�
1
�

�
�
�

ク
ロ

マ
ツ

�
�
�

�
�
�

サ
ワ

ラ

コ
ウ

ヤ
マ

キ

キ
リ

3
�
�

3
2
�

�
�
�

シ
ナ

ノ
キ

�
�
�

�
�
�

カ
ツ

ラ
�
�
�

�
�
�

シ
オ

ジ
�
3
�

�
�
�

�
�
�

ク
リ

�
�
�

�
�
�

ブ
ナ

�
�
�

�
�
�

((22
))

単
位
面
積
あ
た
り
の
土
壁
重
量

ミ
ズ

ナ
ラ

�
�
�

ケ
ヤ

キ
�
�
�

�
�
�

�
�
�

シ
ラ

カ
シ

�
3
�

�
�
�

�
�
�

ア
カ

ガ
シ

�
�
�

1
�
�
�
�

シ
イ

�
�
�

ト
チ

ノ
キ

�
�
�

サ
ク

ラ
�
�
�

ベ
イ

ヒ
�
�
�

�
�
�

ベ
イ

ス
ギ

3
�
�

�
�
�

ベ
イ

マ
ツ

�
�
�

�
�
�

ベ
イ

モ
ミ

�
3
�

�
�
�

ベ
イ

ツ
ガ

�
�
�

ス
プ

ル
ー

ス
�
�
�

赤
ラ

ワ
ン

�
�
�

�
�
�

白
ラ

ワ
ン

�
�
�

コ
ク

タ
ン

1
�
3
�
�

シ
タ

ン
1
�
3
�
�

文
献
2：

『
建
築
学
便
覧
』
(日

本
建
築
学
会
編
、
丸
善
、
昭
和
31

年
)

文
献
3：

JE
S建

築
30
01

仏
堂
漆
喰
小
壁

1
�1
0
0

燈
明
寺
本
堂

注
)
大

野
敏

「
文

化
財

建
造

物
の

重
量

計
算

に
つ

い
て

」
『

「
重

要
文

化
財

(
建

造
物

)
耐

震
診

断
指

針
」

参
考

資
料

集
』

に
よ

る
注
)文

献
1：

『
新
編
建
築
学
ポ
ケ
ッ
ト
ブ
ッ
ク
』
(建

築
学
ポ
ケ
ッ
ト
ブ
ッ

ク
編
纂
委
員
会
編
、
オ
ー
ム
社
、
昭
和
59

年
)

仏
堂
漆
喰
壁

�c
�r
1
��

1
�2
0
0

宝
林
寺
仏
殿
(荒
壁
・
中
塗
計
6
.6
cm
、
漆

喰
下
付
、
上
付
共
片
面
6
cm
)

仏
堂
漆
喰
壁

�c
�r
2
��

1
�4
0
0

燈
明
寺
本
堂
(荒
壁
・
中
塗
り
計
8
.2
cm
、

漆
喰
下
付
、
上
付
共
片
面
6
cm
)

そ
の

他

北
米

材

漆
喰
の
み

�
�

旧
井
岡
家
(奈
良
)

荒
土
壁
の
み

�
8
0

標
準
壁
厚
を
6
cm
と
し
、
壁
厚
に
合
わ
せ

て
調
整
す
る

中
塗
土
の
み

�
8
0

同
上

広
葉

樹
注

)
い

ず
れ

も
野

地
板

な
ど

は
含

ま
な

い
大

野
敏

「
文

化
財

建
造

物
の

重
量

計
算

に
つ

い
て

」
『

「
重

要
文

化
財

(
建

造
物

)
耐

震
診

断
指

針
」

参
考

資
料

集
』

に
よ

る

土
壁
種
別

単
位
重
量

(N
／
㎡
)

備
考
(典
拠
)

小
舞
の
み

3
4

旧
太
田
家
(神
奈
川
)

鉄
板
葺

2
�
0

嶋
崎
家
(長
野
)

ス
レ
ー
ト
葺

2
6
0

旧
学
習
院
初
等
科
本
館

こ
け
ら
葺

1
�
0

宝
林
寺
仏
殿

本
瓦
葺

2
�5
0
0

本
願
寺
阿
弥
陀
堂

桟
瓦
葺

1
�2
0
0

旧
井
岡
家
(奈
良
)

樹
種

国
産

材
針

葉
樹

茅
葺

6
5
0

旧
太
田
家
(神
奈
川
、
軒
桁
位
置
で
の
厚

5
0
cm
を
基
準
と
し
て
調
整
す
る
)

桧
皮
葺

3
3
0

善
光
寺
本
堂

参
考
資
料
�２
�
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4 4
..  
復復
元元
予予
想想
建建
造造
物物
のの
重重
量量
推推
定定

  

高
松
城
天
守
復
元
計
画
案
を
基
に
、
材
種
別
に
算
出
し
た
推
定
重
量
を
表

1
に
示
す
。
内
部
の
造

作
や
建
具
な
ど
は
明
ら
か
で
な
い
た
め
、
各
階
に
相
応
の
重
量
を
配
分
し
た
。

 

な
お
、
今
回
は
総
重
量
を
算
出
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
荷
重
の
石
垣
へ
の
分
布
等
に
つ
い
て
は

今
後
の
課
題
と
な
る
。

 

�

表
�
�
高
松
城

天
守
復

元
推
定

重
量
算
定

�

部
位

木
部

数
量

（
m
3
）

単
位

重
量

（
ｔ/
m
3
）

重
量

（
ｔ）

木
材

軸
部

3
3
�
.3
�

0
.�
4

1
�
1
.0
�

小
屋

組
4
3
.4
�

0
.�
4

2
3
.4
�

屋
根

下
地

2
3
.3
0

0
.�
4

1
2
.�
�

床
組

1
3
6
1
.0
0
(㎡

)
0
.0
6
1
2
(t
/
㎡

)
�
3
.2
�

階
段

�
.4
3

0
.�
4

�
.0
�

計
3
0
�
.�
3

部
位

屋
根

数
量

（
m
2
）

単
位

重
量

（
ｔ/
m
2
）

重
量

（
ｔ）

瓦
材

頂
部

3
6
�
.0
0

0
.2
�
�

�
3
.0
�

2
重

3
4
0
.0
0

0
.2
�
�

�
6
.�
0

初
重

4
6
0
.0
0

0
.2
�
�

1
1
�
.3
0

棟
2
0
0
(m

）
0
.0
6
1
(k
g/

m
)

1
2
.2
0

役
物

1
.0
6

計
3
1
0
.3
4

部
位

壁
数

量
（
m
2
）

単
位

重
量

（
ｔ/
m
2
）

重
量

（
ｔ）

壁
材

大
壁

(1
.2
層

）
�
4
0
.0
0

0
.2
�
�

2
4
2
.1
0

大
壁

（
3
.4
層

）
3
�
0
.0
0

0
.2
1
2

�
�
.4
4

塗
籠

部
�
�
�
.0
0

0
.0
�
4

3
1
.0
�

真
壁

1
�
6
.0
0

0
.1
2
�

2
2
.2
�

計
3
�
3
.�
6

部
位

木
部

数
量

（
m
2
）

単
位

重
量

（
kg

/
m
2
）

重
量

（
ｔ）

金
物

材
床

1
�2
�
1
.�
0

0
.0
0
0
0
3

0
.0
4

造
作

3
6
�
.0
0

0
.0
0
0
0
�

0
.0
2

屋
根

1
�1
6
�
.0
0

0
.0
0
0
1
0

0
.1
2

瓦
釘

・
銅

線
0
.2
0

計
0
.3
�

合
計

��
0.
1

 
� 1

. 
算
定
に
あ
た
っ
て
は
、
文
化
庁
重
要
文
化
財
（
建
造
物
）
基
礎
診
断
実
施
要
領
を
参
考
と
し
て
い
る
。

 

2
. 
木
材
の
単
位
重
量
は
、
参
考
資
料

2
 
重
量
積
算
資
料

(1
)木
材
の
重
量
：
ク
ロ
マ
ツ

5
4

0
k
g
/㎥
を
使
用
し
た
。

 

3
. 
木
材
；
床
組
に
つ
い
て
は
、
参
考
資
料

1
 
固
定
荷
重

(G
)の
推
定
に
お
け
る
４
）
床
の
重
量
：

6
0

0
N

/㎡
(0

.0
6

1
2

t/

㎡
)を
使
用
し
て
算
定
し
た
。

 

4
. 
瓦
材
の
単
位
重
量
は
、参
考
資
料

2
重
量
積
算
資
料

2
‐（

1
）葺
材
別
単
位
面
積
あ
た
り
の
屋
根
重
量（
本
瓦
葺
）2

,5
0

0
N

/

㎡
(0

.2
5

5
t/
㎡

)を
使
用
し
た
。

 

5
. 
壁
材
の
単
位
重
量
の
う
ち
大
壁
は
、
参
考
資
料

2
重
量
積
算
資
料

2
‐
（

2
）
単
位
面
積
あ
た
り
の
土
壁
重
量
（
仏
堂
漆
喰

壁
）

1
,4

0
0

N
/㎡
（

0
.1

4
2
ｔ

/
㎡
）：
厚
さ

2
0

.2
c
m
を
参
考
と
し
、
厚
さ
を

3
0

c
m
に
換
算
（

0
.1

4
2
ｔ

/
㎡
×

3
0

/2
0

.2
）
し
た
。
ま
た
、
真
壁
は
、
厚
さ
を

1
5

c
m
に
換
算
（

0
.1

4
2
ｔ

/㎡
×

1
5

/2
0

.2
）
し
た
。

 

6
. 
今
回
の
算
定
に
あ
た
っ
て
は
、
文
化
庁
重
要
文
化
財
（
建
造
物
）
基
礎
診
断
実
施
要
領
－

(2
)－

5
）
固
定
荷
重
の
調
整
は
適

用
し
て
い
な
い
。

68
 

《
重

量
算

定
資

料
参

考
資

料
》

�

�

高
松
城
天
守
台
に
は
、
天
守
地
階
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
穴
蔵
建
造
の
痕
跡
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
穴
蔵
の
構
築
目
的
の
一
つ
と
し
て
、
天
守
台
重
量
の
軽
減
の
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
穴
蔵
部
分
が
版
築
土
で
構
成
さ
れ
て
い
た
場
合
の
重
量
を
概
算
で
は
あ
る

が
算
定
し
て
み
る
。

 

� 穴
蔵
部
分

体
積
�
�
�
�
��
�
�×

�
�
�
�
�
��
×

��
�
��

�
�
�
�
�
�
� �

版
築

土
比

重
を

�
�
��
�
�
�
� （

第
�
回

史
跡

高
松

城
跡

石
垣
検

討
委
員

会
資

料
��
�
�
参
照
）

と
し
た

場
合
�

� �
�
�
�
�
×
�
�
�
��
�
�
� �

�
�
�
�
�
��
�
��

�

上
部
天
守
構
造
体
の
推
定
重
量
を

99
99

00
..11

tt
と
す
る
と
、
上
部
天
守
構
造
体
重
量
の
約

9
7
％
の
重

量
と
な
る
。

 

天
守
構
築
物
に
ほ
ぼ
等
し
い
土
重
量
を
除
く
こ
と
で
、
上
部
荷
重
が
伝
達
さ
れ
る
天
守
台
、
石
垣
へ

の
荷
重
軽
減
を
図
っ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

 

                   � �
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７

　
高
松
城
天
守
閣
資
料
作
成
業
務
報
告
書

6
9
・
7
0

7
1
・
7
2

■■
重重
要要
文文
化化
財財
((建建
造造
物物
))耐耐
震震
診診
断断
指指
針針
にに
基基
づづ
くく
基基
礎礎
診診
断断
実実
施施
要要
領領
《《
抜抜
粋粋
》》

(2
)
固
定
荷
重
(G
)の
推
定

1
)
屋
根
の
重
量

表
1
　
床
面
積
当
た
り
の
基
準
屋
根
荷
重
W
r(
単
位
：
N
／
㎡
)

基
準
屋
根
荷
重
　
W
r

3
�3
0
0

2
�4
0
0

1
�3
0
0

1
�3
0
0

1
�0
0
0

1
�5
0
0

6
0
0

2
)
外
壁
の
重
量

表
2
　
床
面
積
当
た
り
の
基
準
外
壁
荷
重
W
g(
単
位
：
N
／
㎡
)

外
壁
の
種
類

基
準
外
壁
荷
重
　
W
g

2
�4
0
0

土
塗
真
壁

1
�2
0
0

板
壁

�
0
0

檜
皮
葺
、
こ
け
ら
葺

金
属
板
葺

茅
葺

(基
準
葺
厚
を
0
.6
m
と
し
葺
厚
に
よ
っ
て
調
整
す
る
)

板
葺

(石
置
板
葺
の
場
合
、
別
途
石
の
重
量
を
加
算
す
る
)

床
面
積
当
た
り
の
基
準
外
壁
荷
重
を
表
2
に
示
す
。
土
壁
の
場
合
、
基
準

の
塗
厚
を
大
壁
0
.1
5
m
、
真
壁
0
.0
6
m
と
し
て
塗
厚
に
よ
っ
て
調
整
す
る
。

ま
た
、
壁
種
類
が
複
数
有
る
場
合
は
、
そ
の
比
率
に
よ
り
調
整
す
る
。
な

お
、
建
物
の
形
状
が
曲
屋
型
(中
門
造
等
を
含
む
)の
場
合
は
、
特
に
基

準
荷
重
を
3
割
減
じ
る
。

土
塗
大
壁
(土
蔵
の
土
壁
)

桟
瓦
葺
(葺
土
な
し
)

ア
建
物
各
階
の
固
定
荷
重
は
、
木
部
、
屋
根
、
壁
な
ど
、
各
部
の
重
量

の
積
算
に
よ
り
求
め
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
。
2
層
以
上
の
建
物
に
つ
い
て

は
、
木
部
や
壁
の
う
ち
、
階
高
の
上
半
を
上
層
部
の
荷
重
、
下
半
を
当
該

階
の
荷
重
と
し
て
積
算
す
る
。
木
部
の
各
材
種
別
の
比
重
、
屋
根
の
葺

材
別
単
位
面
積
あ
た
り
の
重
量
及
び
土
壁
の
単
位
面
積
あ
た
り
の
重
量

に
つ
い
て
は
別
表
の
積
算
資
料
を
参
照
の
こ
と
。

1
)
木
部
の
重
量

各
部
材
の
材
種
別
総
材
積
を
求
め
、
比
重
に
よ
り
重
量
を
算
出
す
る
。

板
壁
や
木
造
天
井
、
屋
根
下
地
の
垂
木
・
野
地
板
な
ど
も
こ
の
中
に
含

む
。

2
)
屋
根
の
重
量

屋
根
面
積
を
算
出
し
、
葺
材
別
の
単
位
面
積
あ
た
り
の
重
量
か
ら
算
出

す
る
。

3
)
壁
の
重
量

壁
面
積
を
算
出
し
、
単
位
面
積
あ
た
り
の
重
量
か
ら
壁
重
量
を
算
出
す

る
。

イ
標
準
的
な
建
造
物
に
あ
っ
て
は
表
1
～
4
に
示
す
各
部
位
の
床
面
積

当
た
り
荷
重
に
表
5
に
示
す
建
造
物
の
種
類
と
規
模
に
よ
る
調
整
係
数
を

か
け
て
得
ら
れ
る
値
か
ら
推
定
す
る
。
こ
こ
で
、
外
壁
や
内
壁
は
階
高
の

上
半
を
上
層
階
の
荷
重
、
下
半
を
当
該
階
の
荷
重
と
し
て
積
算
す
る
。

床
面
積
当
た
り
の
基
準
屋
根
荷
重
を
表
1
に
示
す
。
た
だ
し
、
平
面
積
が

4
0
㎡
を
下
ま
わ
る
場
合
は
軒
面
積
当
た
り
の
基
準
屋
根
荷
重
と
し
て
計

算
す
る
。
又
屋
根
種
類
が
複
数
有
る
場
合
は
、
そ
の
比
率
に
よ
り
調
整
す

る
。

屋
根
葺
材
料

本
瓦
葺

桟
瓦
葺
(葺
土
あ
り
)

参
考
資
料
�１
�

3
)
内
壁
の
重
量

表
3
　
床
面
積
当
た
り
の
基
準
内
壁
荷
重
W
n
(単
位
：
N
／
㎡
)

内
壁
の
種
類

基
準
内
壁
荷
重
　
W
n

土
壁

4
5
0

板
壁

2
0
0

4
)
床
の
重
量

表
4
　
床
面
積
当
た
り
の
基
準
床
荷
重
W
f(
単
位
：
N
／
㎡
)

床
の
種
類

基
準
床
荷
重
　
W
f

通
常
の
床

6
0
0

5
)
固
定
荷
重
の
調
整

表
5
　
固
定
荷
重
の
調
整
係
数
K
d

建
造
物
の
種
類

規
模

調
整
係
数
K
d

社
寺
建
築

高
さ
1
0
m
以
下

1
.6

高
さ
1
0
m
超
1
2
m
以
下

2

高
さ
1
2
m
超
1
5
m
以
下

2
.3

高
さ
1
5
m
超

2
.5

民
家

高
さ
8
m
以
下

1

高
さ
8
m
超
1
1
m
以
下

1
.1

高
さ
1
1
m
超

1
.4

床
面

積
当

た
り

の
基

準
内

壁
荷

重
を

表
3に

示
す

。
た

だ
し

洋
風

建

築
で

、
平

面
積

を
部

屋
数

で
除

し
た

値
が
15

㎡
以

下
の

場
合

は
、

土
壁

の
値

を
12
00
N
／
㎡

と
す

る
。

床
面
積
当
た
り
の
基
準
床
荷
重
を
表
4
に
示
す
。
た
だ
し
、
土
(つ

し
2
階

の
民
家
等
で
、
2
階
床
に
土
が
お
か
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
)お

よ
び
積

載
荷
重
を
含
ま
な
い
。

固
定
荷
重
の
調
整
係
数
を
表
5
に
示
す
。
こ
こ
で
、
調
整
係
数
K
d
は
、
表

1
～
4
の
各
値
に
乗
じ
る
も
の
と
す
る
。
書
院
、
客
殿
、
方
丈
は
民
家
の
係

数
で
算
出
す
る
。
た
だ
し
洋
風
建
築
の
煙
突
等
、
木
質
材
料
、
左
官
材

料
以
外
の
材
料
が
有
る
場
合
は
別
途
計
算
す
る
。

ウ
ま
た
、
規
模
形
式
が
類
似
す
る
建
造
物
は
、
別
表
2
の
積
算
資
料
か

ら
各
部
位
の
重
量
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る

■
重
量
積
算
資
料

11　　
材材
料料
のの
重重
量量

22　　
各各

部部
分分

のの
重重

量量

((11
))

木木
材材

のの
重重

量量
(
単

位
：

k
g
／

㎥
)

((11
))

葺葺
材材

別別
単単

位位
面面

積積
ああ

たた
りり

のの
屋屋

根根
重重

量量

文
献

1
文

献
2
文

献
3

屋
根
種
別

単
位
重
量

(N
／
㎡
)

備
考
(典
拠
)

ス
ギ

3
�
�

�
�
�

ト
ド

マ
ツ

�
�
�

�
�
�

エ
ゾ

マ
ツ

�
3
�

�
1
�

ス
ギ
エ
ゾ
マ
ツ

�
�
�

モ
ミ

�
�
�

�
1
�

�
�
�

ヒ
ノ

キ
�
�
�

�
�
�

�
�
�

ヒ
バ

�
�
�

�
�
�

�
�
�

ツ
ガ

�
�
�

�
�
�

�
�
�

カ
ラ

マ
ツ

�
�
�

�
1
�

�
�
�

ア
カ

マ
ツ

�
2
�

�
1
�

�
�
�

ク
ロ

マ
ツ

�
�
�

�
�
�

サ
ワ

ラ

コ
ウ

ヤ
マ

キ

キ
リ

3
�
�

3
2
�

�
�
�

シ
ナ

ノ
キ

�
�
�

�
�
�

カ
ツ

ラ
�
�
�

�
�
�

シ
オ

ジ
�
3
�

�
�
�

�
�
�

ク
リ

�
�
�

�
�
�

ブ
ナ

�
�
�

�
�
�

((22
))

単
位
面
積
あ
た
り
の
土
壁
重
量

ミ
ズ

ナ
ラ

�
�
�

ケ
ヤ

キ
�
�
�

�
�
�

�
�
�

シ
ラ

カ
シ

�
3
�

�
�
�

�
�
�

ア
カ

ガ
シ

�
�
�

1
�
�
�
�

シ
イ

�
�
�

ト
チ

ノ
キ

�
�
�

サ
ク

ラ
�
�
�

ベ
イ

ヒ
�
�
�

�
�
�

ベ
イ

ス
ギ

3
�
�

�
�
�

ベ
イ

マ
ツ

�
�
�

�
�
�

ベ
イ

モ
ミ

�
3
�

�
�
�

ベ
イ

ツ
ガ

�
�
�

ス
プ

ル
ー

ス
�
�
�

赤
ラ

ワ
ン

�
�
�

�
�
�

白
ラ

ワ
ン

�
�
�

コ
ク

タ
ン

1
�
3
�
�

シ
タ

ン
1
�
3
�
�

文
献
2：

『
建
築
学
便
覧
』
(日

本
建
築
学
会
編
、
丸
善
、
昭
和
31

年
)

文
献
3：

JE
S建

築
30
01

仏
堂
漆
喰
小
壁

1
�1
0
0

燈
明
寺
本
堂

注
)
大

野
敏

「
文

化
財

建
造

物
の

重
量

計
算

に
つ

い
て

」
『

「
重

要
文

化
財

(
建

造
物

)
耐

震
診

断
指

針
」

参
考

資
料

集
』

に
よ

る
注
)文

献
1：

『
新
編
建
築
学
ポ
ケ
ッ
ト
ブ
ッ
ク
』
(建

築
学
ポ
ケ
ッ
ト
ブ
ッ

ク
編
纂
委
員
会
編
、
オ
ー
ム
社
、
昭
和
59

年
)

仏
堂
漆
喰
壁

�c
�r
1
��

1
�2
0
0

宝
林
寺
仏
殿
(荒
壁
・
中
塗
計
6
.6
cm
、
漆

喰
下
付
、
上
付
共
片
面
6
cm
)

仏
堂
漆
喰
壁

�c
�r
2
��

1
�4
0
0

燈
明
寺
本
堂
(荒
壁
・
中
塗
り
計
8
.2
cm
、

漆
喰
下
付
、
上
付
共
片
面
6
cm
)

そ
の

他

北
米

材

漆
喰
の
み

�
�

旧
井
岡
家
(奈
良
)

荒
土
壁
の
み

�
8
0

標
準
壁
厚
を
6
cm
と
し
、
壁
厚
に
合
わ
せ

て
調
整
す
る

中
塗
土
の
み

�
8
0

同
上

広
葉

樹
注

)
い

ず
れ

も
野

地
板

な
ど

は
含

ま
な

い
大

野
敏

「
文

化
財

建
造

物
の

重
量

計
算

に
つ

い
て

」
『

「
重

要
文

化
財

(
建

造
物

)
耐

震
診

断
指

針
」

参
考

資
料

集
』

に
よ

る

土
壁
種
別

単
位
重
量

(N
／
㎡
)

備
考
(典
拠
)

小
舞
の
み

3
4

旧
太
田
家
(神
奈
川
)

鉄
板
葺

2
�
0

嶋
崎
家
(長
野
)

ス
レ
ー
ト
葺

2
6
0

旧
学
習
院
初
等
科
本
館

こ
け
ら
葺

1
�
0

宝
林
寺
仏
殿

本
瓦
葺

2
�5
0
0

本
願
寺
阿
弥
陀
堂

桟
瓦
葺

1
�2
0
0

旧
井
岡
家
(奈
良
)

樹
種

国
産

材
針

葉
樹

茅
葺

6
5
0

旧
太
田
家
(神
奈
川
、
軒
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